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序 文

当教育委員会では、私たちの祖先より受け継いできた貴重を歴史遺産である埋蔵文化財

を保護するため、各種開発事業との調整を日常的に行っておりますが、埋蔵文化財包蔵地

の中には特殊な性格や意味・内容を持つものがあり、それらは、可能な限り現状で保存す

べきであると考えております。そのためには、その位置と範囲について、十分に関係機関

に周知しておく必要があります。

このような趣旨にのっとり、当教育委員会では、これまで、中世城館、貝塚の分布調査

を実施し、報告書を刊行してまいりました。今回の洞穴遺跡調査事業は、これらに続くも

のであります。

洞穴遺跡は、貝塚と並んで動物の骨などがよく残存しているため、当時の生活を解明す

る上で貴重な資料を提供してくれます。また、旧石器時代の人骨の出土が期待されるな

ど、その重要性はよく知られているところであります。岩泉町瓢箪穴洞穴では、日本最古

の原人の化石人骨の発見を目的として現在調査が行われています。

一方、洞穴遺跡は小規模なものが多いため、保護策が後手にまわると壊滅する危険性を

常にはらんでいます。

本報告書は、 2カ年の調査成果をまとめたもので、従来から知られていた洞穴遺跡の他

に、今回新たに遺跡として確認したものなどを含んでおります。本報告書が活用されるこ

とで、文化財の保護に資することがあれば幸いです。

最後になりましたが、調査の実施と報告書の作成に当たり、関係各位から御指導・御協

力を賜りましたことに対し、心より感謝申し上げます。

平成12年3月

岩手県教育委員会

教育長 大隅 実害



例

1本書は、岩手県教育委員会が平成10年度から11年度にかけて実施した県内洞穴遺跡調査事業に

係る調査結果の報告である。なお、本事業は国庫補助金の交付を受けて実施したものである。事

業額は以下のとおりである。

平成10年度 943,747円

平成11年度 2,738.130円 計 3.681,877円

2 本事業は、岩手県教育委員会が調査主体となり、県教育委員会が委嘱した洞穴調査員が主とし

て現地調査を行い、関係市町村教育委員会の協力を得ながら実施した。委嘱した調査員は、次の

とおりである。

全県担当 熊谷 常正

三浦 謙一

日下 和寿

佐々木 清文

佐々木 務

岩手・盛岡地区担当 菅原 修

神原 雄一郎

紫波・稗貫地区担当 中村 良幸

江刺地区担当

両磐地区担当

気仙地区担当

上閉伊地区担当

下閉伊地区担当

(盛岡大学文学部)

(岩手県立博物館)

(岩手県立博物館)

((醐岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター)

(岩手県教育委員会、 (脚岩手県文化振興事業団埋蔵文化

財センター)

(岩手町教育委員会)

(盛岡市教育委員会)

(大迫町教育委員会)

桜井 芳彦 (紫波町教育委員会、平成10年度)

橋本 征也 (花巻市役所、平成11年度)

佐藤 靖 (江刺市教育委員会)

菊地 敏雄 (東山ケイビングクラブ)

畠山 篤雄 (千厩町役場)

熊谷 賢 (陸前高田市立博物館)

小向 裕明 (遠野市役所)

田鎖 康之 (岩泉町教育委員会)

鎌田 祐二 (宮古市教育委員会)

安達 尊伸 (田野畑村教育委員会)

有原 靖裕 (岩泉郵便局)

九戸・二戸地区担当 工藤 仁 (久慈市教育委員会)

中村 明央 (一戸町教育委員会)

3 洞穴遺跡位置図は、国土地理院発行の1/50,000地形図と1/25,000地形図を原図として使用

した。

4 本調査で対象とした洞穴遺跡は、おおむね近世までの洞穴・岩陰遺跡である。

5 本事業の報告書編集等は、岩手県教育委員会事務局文化課の佐藤嘉広文化財主査、金子昭彦研

修員が担当した。本文中、第1章 岩手県における洞穴遺跡研究史は、熊谷常正調査員、第2章

各地区の概要及び各洞穴遺跡データについては、各洞穴調査員の原稿により編集した。第3章に

ついては、事務局及び熊谷調査員、日下調査員、佐々木務調査員、高橋信雄が担当した。

調査の全般にわたり、菊池強一氏(伊保内高等学校)、熊谷常正氏よりご指導いただいた。

6 調査、整理については、次の方々のご協力をいただいた(敬称略)。

(財)岩手県文化振興事業団埋蔵文化財センター、東山ケイビングクラブ、弘前大学探検部鍾乳洞

班、柳沢忠昭、鈴木勇、小野寺美佐雄、橋本恒政、瀬川幸子、桑野真理

7 本事業の記録及び出土品は、岩手県教育委員会事務局文化課が保管している。
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第1章 岩手県における洞穴遺跡研究史

本県の洞穴遺跡探求は、 1905年夏当時東京帝国大学雇であった柴田常恵の東北地方遺跡踏査には

じまる。この折り、水沢在住で東京人類学会会員の青木禎次郎と鈴木貞吉が案内役をつとめた。柴

田のノートには、彼らからの聞き取り情報だろうが東磐井都下長坂村大字羽根堀、大原町小字松井、

田河津村大字横沢の三洞穴の記載が見られる。だが、日程の関係からか発掘は行っていない。

本格的な洞穴遺跡調査は、それから17年後の1922年7月、東北帝国大学松本彦七郎による住田町

蛇王洞洞穴の発掘であろう。これは、岩手師範学校の鳥羽源蔵からの情報提供が契機と思われる。

この発掘では、女性の埋葬人骨が検出され、また獣骨・貝類・石器などと共に、幾何学的文様を施

した土器などが出土した。後述するがこの土器の拓本が後年、芹沢長介氏の注目するところとなり、

再発掘の契機となった。また、人骨は近年放射性炭素による測定が行われ、約7,000前という年代

が得られている。全国的にも縄文早期に属する稀少な、また本県最古の人骨でもある。

洞穴からの人骨出土は、人類学者の注目するところとなり、同時に1918年公布された『史跡名勝

天然記念物保存法』による史跡対象としても意識されるようになった。

1923年夏、内務省史跡考査員となった柴田常恵が指定史跡調査のため気仙地方を訪れた。これに

随行したのが小田島禄郎である。柴田はすでに富山県大境洞穴を調査し洞穴の重要性を承知してい

た。直前にも福井県内の洞穴を訪れており、気仙地方では貝塚と共に洞穴遺跡の指定候補選択を目

的としていた。

8月24日、遠野を経由し気仙郡下有住村に入った柴田は、早速蛇王洞を調査する。この日小田島

は広田村から下有住に移動し、柴田到着までの間蛇王洞の小発掘を試みている。次いで26日には陸

前高田市矢作町の女神洞穴を発掘、多数の獣骨を得ている。さらに29日には大船渡市日頃市町の関

谷洞穴を調査した。関谷洞穴では土器や骨角器が出土し、また層位的な観察も行われている。この

踏査によって翌年7月、陸前高田市中沢浜・大船渡市下船渡・同蛸ノ浦の三貝塚と共に関谷洞穴が

仮指定された。 1934年に三貝塚は国史跡となるが、関谷洞穴は指定から外れている。

さて、このような経緯を経て気仙地方の貝塚や洞穴遺跡に対して行政的な措置が講じられるよう

になった。 1925年7月、岩手県内務部庶務課は気仙郡長・盛警察署長宛に管内の遺跡について発掘

を制限する内容の通牒を発している。

この文書で該当したのが、二日市貝塚(陸前高田市)大桐・舞良貝塚(大船渡市)と女神洞穴で

あった。内務省以外の機関・人物が発掘しないよう地主に指示すると共に、大学等の発掘には職員

を立会させ、報告書提出を求め、出土遺物も人骨以外を当該の町村へ引き渡すことなども記されて

いる。これは、大学等による発掘の閉め出しと読みとれる。だがこの直後、小金井良精・長谷部言

人・大山柏らによる岩手県南の遺跡発掘が実施されたことなどから、当局がその計画に関わるため

為されたものとも考えられる。事実、県は一旦不認可とするが、長谷部らは、柴田や東大の松村瞭

らの仲介により許可を取り付けている。

この遺跡調査には、貝塚での人骨収集と旧石器文化存否究明のための洞穴遺跡調査という目的が

あった。後者は後に、一定の計画でなされた最初の洞穴調査でエポックを画したなどと評価された

が、その実は女神洞穴を除けばいずれも短時間の調査であった。 8月19日朝一関に到着した一行は

自動車で高田方面に向かう。途中、東山町長坂の羽根堀洞穴を遠望、笹の田崎を越え女神洞穴の写

真撮影を行う。翌日女神洞穴の発掘を開始、 21日午前に発掘と測量をして調査を終えている。その
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日の午後には、大山は矢作川上流の木戸口蠣蠣穴を踏査。 29日関谷洞穴踏査。 30日には帰路、長坂

の熊穴洞穴で小発掘を試みている。およそ二週間の調査旅行中、洞穴に費やした日数は踏査も含め

僅か四日間にすぎない。

大山は1923年、戦史研究のためヨーロッパに留学、その間ドイツのシュミットやフランスのブル

イユらのもとで旧石器文化について研鐙を積んできた。帰国後、わが国での旧石器確認に関心を持

ち、有力遺跡として姐上にあがったのが石灰岩洞穴であった。岩手県南の石灰岩洞穴情報は、柴田

などからもたらされたのだろうか。また考古学雑誌に掲載された鈴木貞吉による熊穴洞穴での遺物

発見記事に触発されたのかもしれない。だが大山の目的は達成できなかった。ほどなく大山は、日

本には旧石器文化は存在しないとの説を唱える。近年では春成秀爾氏らによりあまりにも拙速な結

論との評価が出されている。

一方、小田島禄郎はその後も洞穴遺跡踏査を精力的に進めた。 1925牛用嶋村布佐洞穴、 1926年東

山町田河津・長坂地区の洞穴群、 1927年岩泉町内の洞穴群、 1928年紫波町舟久保洞穴、 1931年山形

村内などのほか、江刺市周辺でも洞穴を確認している。これらに先立ち1921年には伊能嘉矩らが中

心となり『上閉伊郡史跡名勝天然記念物総覧』が刊行され、遠野市綾織の蝦夷岩などの洞穴遺跡が

記載された。さらに、紫波町舟久保洞穴を1931年に菅野義之助が調査し、 1934年には上田三平も調

査に訪れている。

この結果、 1928年刊行の『日本石器時代遺物発見地名表(第五版)』には県内で25ヶ所の洞穴遺

跡が記載されるまでになった。大半が小田島の情報提供によるものである。次いで1934年、当時内

務省神社局勤務の大場磐雄は「本邦上代の洞穴遺跡」を発表する。この論文には、全国洞穴遺跡53ヶ

所、類似遺跡9ヶ所との記載がある。そのうち東北地方は26ヶ所と最多で、宮城県塩釜市崎山囲洞

穴以外は岩手県内の洞穴遺跡で占められている。これらが小田島の報告に基づくのはいうまでもな

い。両者を比較すると『地名表』には蛇王洞穴に近接する御殿平洞穴があり、大場論文にはそれに

代わって紫波町舟久保洞穴が記載されている。

大場論文には、大山枯らによる女神・関谷それに熊穴などの図面が掲載されている。周知のよう

に大山が主宰した史前学研究所は太平洋戦争時空襲で被災し、ほとんどの遺物や記録類は焼失した。

その点でも貴重な記録といえる。文章では、洞穴規模や主要な遺物に触れ、女神洞穴から精巧な両

頭錆の出土も記してある。これは後に佐藤達夫によって紹介された関宿式の鹿角製離頭錆で、時期

的には弥生時代後期一古代の北方的な特徴を示す資料である。

大場は、石灰岩洞穴は洪積世人類遺物発見の有力候補地として徹底的な調査の必要性を指摘する

が、この頃から小田島を含め本県の洞穴遺跡への関心は次第に希薄になっていった。

戦後、相沢息洋の群馬県岩宿遺跡発見が契機となって縄文文化以前の遺跡探求が始まった。同時

に編年研究の進展に伴い最古の縄文土器追求が活発化する。 1952年6月、文化財保護委員会の斎藤

忠氏が関谷洞穴を訪れている。同年8月には江坂輝禰氏による岩泉町内での踏査が行われた。江坂

氏は当時岩泉中学校に勤務していた三留孝らの案内で赤穴洞穴、横道洞穴、瓢箪穴洞穴、龍泉洞、

尼額洞穴などを巡って小発掘を試みる。また、三宮採集の遺物を実見し、赤穴洞穴の土器が続縄文

的な特徴を示すこと、瓢箪穴からは繊維土器が出土することなどを確認した。江坂氏によれば赤穴

の土器を山内清男に持参した際、山内から同様な土器片は岩手県下の洞穴遺跡で他にも数カ所から

出土している旨の教示があったと述べている。山内は直接県内の洞穴は発掘していない。江坂氏の

報告の中には加藤孝氏が前年夏に発掘していると記載している。加藤氏はこの頃山内の名義を借り

て発掘の届出をしており、おそらく加藤氏発掘資料を事前に見ていた可能性がある。
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1956年4月には吉田義昭氏による盛岡市鬼ケ瀬洞穴踏査が行われ、盛岡市内での初の洞穴遺跡が

確認されている。 1960年『岩手県史第一巻』が刊行された。これには県内洞窟遺跡地名表として28ヶ

所の洞穴が記載されている。しかし、事実記載に誤りが多く、遺跡数も基本的には1953年刊行の『岩

手県を主とする考古学提要』の情報を超えるものではない。

1962年には日本考古学協会に洞穴遺跡調査特別委員会が設置され、全国規模にわたる組織的な調

査が開始された。本県では、瓢箪穴が江坂輝弼氏・笹津備洋氏によって、また蛇王洞穴が芹沢長介

氏・林謙作氏らによって発掘調査が行われている。瓢箪穴は、縄文前期の文化層が予想されていた。

当時、縄文中期以前の洞穴は県内ではほとんど知られておらず、より古い時期の洞穴利用を確認す

ることが調査の目的であったという。調査は1961年7月、次いで翌年8月に行われた。第I ・ Ⅱ層

から弥生後期の天王山式が、 Ⅲ層の灰黒色土層からは彩しい獣骨と共に縄文晩期大洞A、C2式土器、

その下の第Ⅳ層黒色土層から縄文早期中葉の白浜式土器が出土した。二次調査ではその下層約1.5m

までを探ったが、 1.2m以下には全く遺物はなかったという。

江坂氏は、この調査の折り周辺のいくつかの洞穴を巡り、小発掘や踏査を試みている。このよう

な調査の中から、岩泉町内の洞穴遺跡の特徴としてまず、縄文晩期後半から弥生後期末までの遺物

を出土する洞穴が多いことから、彼らが何故に急峻な岩壁の洞穴を利用したのか、その理由を探る

べきことを指摘する。また、早期初頭さらには旧石器時代の洞穴遺跡発見の可能性も夢ではないと

述べている。

一方、住田町蛇王洞穴は、芹沢氏が後藤守一博士の遺品整理の際に、かつて松本彦七郎が発掘し

た貝殻文土器の拓本を目にしたことから始まる。 1961年10月、芹沢氏は吉崎昌一氏と共に現地確認

し、 1964年10月発掘調査を実施している。芹沢民らは、松本によって包含層が4層ありそれぞれ異

なった土器型式が出土したという報告を意識し、層位的な確認に基づく編年研究を目的とした。調

査の結果、最下層の押聖文十縄文十毎文土器から第工層の縄文条痕土器に至る変遷を把握できた。

特に、槻木1式が貝殻文系と縄文条痕系の間に位置すること、吹切沢式と物見台式の編年位置が従

来の江坂氏の編年とは異なり逆転すること、貝殻文系土器以前に撚糸文と洗練文を施す土器(蛇王

洞式)が存在すること、さらに押型文土器がそれに先行することなど多くの成果を上げたのだった。

後日、吹切沢式と物見台式の関係については第Ⅲ層出土土器自体が吹切沢式の範疇で捉えられ得る

か、あるいは最下層の押型文十縄文十毎文という組み合わせが一時期にまとまり得るかなどの批判

や指摘もなされたが、層位的把握を重視したその調査成果は、その後東北地方の編年研究に大きな

影響を与えた。

このような調査成果を受け、岩泉高校郷土研究部を指導する菊池強一氏らによって1960年代後半

から70年代にかけ洞穴調査が行われた。この時期は北上市和賀仙人遺跡、湯田町大台野遺跡など県

内でも旧石器遺跡の発見が相次いだ時期でもある。まず1966年3月、瓢箪穴の発掘が行われ、翌年

も実施された。また1967年には龍泉洞対岸の龍泉新洞が工事中に発見され、調査が行われている。

県南部では1968年春に大船渡市関谷洞穴が後藤勝彦氏・及川淘氏らによって、 1970年10月には川崎

村布佐洞穴が相原康二氏・及川淘氏・小野寺信吾氏民らによって、翌71年9月には草間俊一・小片

保・及川淘民らによって住田町湧清水洞穴の発掘が行われている。

龍泉新洞以外は学術調査であった。また、龍泉新洞も、保存され、現在洞穴科学館として公開さ

れている。布佐・湧清水では洞壁を利用した埋葬人骨が、関谷では縄文早期後半の良好な資料が出

土している。また、瓢箪穴と龍泉新洞では蛇王洞最下層の無文土器に類似する土器が発見されてい

る。特に龍泉新洞N洞南地点では爪形文土器や有舌尖頭器も確認できたという。両洞穴から出土し
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た毎文土器は、押型文土器より先行するのは確実だろうが口縁部断面の形状や器厚などにより細分

される可能性もあり、その編年的位置づけについては議論があった。しかし、岩手県内では70年代

から大規模開発に伴う発掘調査が開始され、危機に顕した遺跡調査に多くの時間が割かれるように

なり、洞穴遺跡を学術目的で体系的に調査する動きはやがて少なくなってしまった。

80年代、開館を控えた岩手県立博物館では「北上山地の洞穴遺跡」と題する展示テーマのもと、

1978年度から県内の代表的な洞穴遺跡を踏査していた。その結果、学史的にも著名な東山町熊穴洞

穴の調査を計画し、 1979年春と1981年秋に発掘を行った。この発掘で洞口部壁際から再葬人骨が発

見され、縄文時代最終未の墓地であることが確認できた。この調査では一部分であったが1mほど

黄褐色粘土層を掘り下げたが、より古い時期の遺物は発見できなかった。また、この頃から立命館

や明治大学など大学ケイビングクラブによる洞穴学的な調査も本格化する。 1984年には佐々木清文

が「岩泉町内の洞穴遺跡」を発表した。これにはそれまで佐々木自身の現地調査による岩泉町内23ヶ

所の洞穴遺跡に加え、県内の41ヶ所の洞穴遺跡が記載されている。都合64ヶ所もの洞穴遺跡が確認

されたことになる。また、岩泉町に設置されている日本洞穴学研究所の地道な活動も岩泉安家石灰

岩体を中心にして成果を蓄積してきている。

1980年、仙台市山田上の台遺跡で約三万年前の川崎スコリア層の下から石器が出土した。東北地

方で始めて確実な層準での3万年を超える所謂「前期旧石器」の確認であった。その後宮城県北部

を中心に、旧人・原人段階の石器が次々に発見された。その主体は石器文化談話会という組織であっ

た。その会員の一人、鎌田俊昭氏はかつて瓢箪穴の発掘に参加したメンバーでもあり、彼らの目は

やがて、北上山地の石灰岩洞穴へ向けられていった。前期旧石器についてその真偽が話題になって

いた頃ではあったが、芹沢長介氏は1985年雑誌『科学朝日』の「最古の日本人を求めて」と題した

特集で北上山地の石灰岩洞穴調査の重要性を述べ、旧石器時代人骨発見の鍵を握る場所と指摘して

いる。

それから約10年後の1995年春、石器文化談話会メンバーが中心となり、調査団を組織して瓢箪穴

の発掘調査が始まった。初年度に洞口部から斜軸尖頭器などの石器が出土し、その後も着実な成果

を上げてきている。また、同年夏には大迫町アバクチ洞穴、翌年からはその上流約1kmに所在する

風穴洞穴の調査を東北大学医学部が中心となって実施された。このうちアバクチでは弥生時代の幼

児のほぼ完全な全身骨格が出土し、また風穴からはゾウの大腿骨やツキノワグマ中手骨が出土して

いる。前者の放射性炭素の年代値が約18,000年前、後者は約46,000年前と測定されており、特に後

者の年代は大方の予想を大きく超えるものだった。さらに岩手県立博物館では、蛇王洞穴の上流に

位置する小松洞穴の発掘を1996年から開始し、縄文早期末の縄文条痕土器の層位的な検出にあたっ

ている。

かつて北上山地に限られていた本県の洞穴・岩陰遺跡は沢内村や紫波町など奥羽山脈地域でもい

くつか確認され、その分布は広範囲に及ぶようにもなった。さらに1988年には山形村、 1989年から

は岩泉町が管内の遺跡分布調査を実施し、新たな洞穴遺跡を追加記載している。

確かにこれまでも道路工事や石灰岩採取のためいくつかの洞穴が消失してきた。しかし幸いなる

かな、多くの洞穴はその所在地が山中にあり大規模な開発の波が今のところは本格的には及んでい

ない。岩手の洞穴遺跡は、たとえば縄文晩期から弥生時代、そして古墳時代にかけての北方的な影

響を受けた活動を検討する上でも重要になるだろうし、貝塚と相互比較することによって先史社会

の生業の在り方を具体的に示す遺跡としても貴重な遺跡となることは疑いない。なによりも日本原

大発見の舞台は次第に整いつつあることを意識しながら、今後の展開を見守っていきたい。
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第2章 岩手県内洞穴遺跡の概要

(l)全体概要

先に、事業の概要及び本報告書の作成要領について述べておく。

本事業は、岩手県内の洞穴遺跡の周知を目的として、野外分布調査を中心に、重要洞穴遺跡(岩

谷洞穴遺跡)の整理、文献調査を併せて行ったものである。調査・整理は、平成10年度、平成11年

度のこカ年にわたって行った。また、周知の遺跡以外に洞穴遺跡・岩陰遺跡と思われるものがある

かどうか、各市町村教育委員会にアンケート調査を平成11年度に実施している。なお、整理につい

ての詳細は、第3章を参照していただきたい。

野外分布調査の対象は、旧石器から近世(近代)の洞穴・岩陰遺跡(以下、洞穴遺跡と略称)とし、

周知の洞穴遺跡の現況、及び、遺跡の可能性の高い、あるいは近い将来開発の恐れのある洞穴を調

査した。

実際の調査では、周知の洞穴遺跡以外は、東山ケイビングクラブ作成の岩手県内洞穴一覧表や柳

沢忠昭氏、岡本透氏の作成した北部北上山地の洞穴一覧表(「北部北上山地のカルストと湧水」 『岩

手県立博物館研究報告』第15号、 1997年12月)、上記のアンケート調査などを元に、遺跡の可能性

のある洞穴を調査した。

野外分布調査は、県教育委員会が委嘱した洞穴調査員が主として行った。調査員は、例言に示し

たように各地区ごとに任命し、月1回程度、各年度計5-6回、計10回程度調査を行った。また、事

務連絡のための調査員会議を平成10年度は7月に、平成11年度は5月に行っている。

調査員には、事前に調査計画書を、終了後は調査日誌、調査カード、撮影したフイルムを提出し

てもらった。調査の際は必ず複数で行動することとし、写真は35ミリカラーフィルムを使用した。

調査カードは、 A4版両面刷りで、表面は文章記載、裏面は図(1/25,000位置図、遺跡までの

略図、平面模式図)を貼付するようになっている。表面に記載した調査項目は、 25頁以下の表に掲

げたものに加え、土地所有者、周囲の状況(山林、原野等)である。

報告書の主体をなす本章の個々の遺跡表は、上記の調査カードに基づいて事務局が作成した。そ

の他の章は、基本的に各担当者が執筆した。遺跡表は、紙幅の関係と、個々の洞穴遺跡の情報量の

差が大きく一律に報告することが困難なことから、情報量によって三つの様式に分けた。

事業を終えてみると、洞穴遺跡は、山奥にあるものが多いので行くまでが大変で、また危険を伴

うものも多く調査もはかどらず、二年の調査期間(積雪があるので冬季は難しい)では足りなかった

かもしれない。今後も調査を継続する必要があろう。

次に、岩手県内洞穴遺跡の概要。本書で報告する洞穴遺跡は、全部で104箇所である(第1表参照)。

平成11年度岩手県遺跡基本台帳では68箇所となっており、今回の調査で36箇所増えたことになる。

なお、第1表では、今後の洞穴調査の一助になればとの思いから、調査はしたが遺跡と確認できな

かったものも、調査カードの提出があったものを中心に参考として掲げている(1000香代のもの)。

今回の報告遺跡を、地域別に見ると、岩手・盛岡6、紫波・稗貫9、和賀1、江刺10、両磐17、

気仙20、上閉伊8、下閉伊29、九戸・二戸4となり、両磐(東磐井)、気仙、下閉伊という明らかに

石灰岩洞穴の多い地域に遺跡も多い。これらの地域は、もともと知られていた遺跡が多く、研究史

に見るように、人骨などの残りにくいものが残るという特長が古くから注目を集めたからであろう。

やや特異なのが江刺地区で、岩陰遺跡ではあるが、石灰岩洞穴以外の遺跡が既に6遺跡知られてい
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る。北上川右岸(奥羽山系)は、逆の意味で遺跡が少ないのだが、これまで一関市の1遺跡が知られ

ており、今回の調査で、岩手地区に1遺跡、和賀地区に1遺跡追加された。石灰岩以外の洞穴遺跡

については、岩手・盛岡地区に比較的知られ、担当の神原雄一郎氏が特に注意している。

今回報告する遺跡を、時期別に見ると、旧石器が2、縄文が69、弥生が26、古代が7、中世が1、

近世が3、近代が1、不詳が23である(複数カウント)。縄文のうち細別時期が分かっているもの38

遺跡では、草創期3、早期8、前期13、中期10、後期22、晩期24となる(複数カウント)。同時期の

開地遺跡の数に比較して中期の土器を出土する遺跡は少なく、特に単独で出土する遺跡は上閉伊地

区の大橋桜沢岩陰遺跡のみであった。同様に、縄文時代以外の単独遺跡は少なく、旧石器時代は1 、

弥生時代は7、近代以降1で、ほとんどが下閉伊地区の岩泉のみで確認されている。

最後に、特徴的な遺跡を挙げる。和賀地区のヤス穴洞穴は、近代以降の遺跡ではあるが、マタギ

の解体場として注目される。両磐地区の川底第2洞は、洞口より約170mも奥で遺物が発見され、

注目すべき遺跡として今回東山ケイビングクラブほかがビデオ撮影を行った。下閉伊地区の銭吹穴

鍛冶遺跡は、贋金造りの跡とされている。

(2)盛岡・岩手地区の概要

盛岡・岩手地区は、岩手県中央部北部に位置し、盛岡市・雫石町・滝沢村・玉山村・岩手町・西

根町・松尾村・安代町・葛巻町の9市町村を含む。実際に現地踏査を行ったのは盛岡市・岩手町・

葛巻町・松尾村の4市町村である。

実地踏査は、過去の踏査例や情報から北上川の東岸を横走する北上山地を中心に行った。その結

果、盛岡市8(2)、岩手町1、葛巻町2(2)、松尾村1の洞穴・岩陰を確認することができた(( )

内は周知の数)。盛岡・岩手地区東部の山地は地質構造上、北上帯の主要な境界である早池峰構造

帯の西縁部にあり、北部北上帯と南部北上帯の双方を含む地域となっている。北部北上帯に属する

山地では中起伏山地の外山山地・小起伏山地の玉山山地があり、南部北上帯に属する山地では中・

小起伏山地である手代森山地が位置する。その両者にはさまれた早池峰構造帯に属する中起伏山地

では、高森山(626m)を中心とする高森山山地、朝畠山(607m)を中心とする朝烏山山地、鬼ケ瀬山

(724m)を中心とする鬼ケ瀬山山地が連なる。

上記の山地では、凝灰岩・安山岩・チャートを主体とする岩帯が見られ、鬼ケ瀬山洞穴辞、中津

川上流域に分布する洞穴群はこれらの岩帯に形成されたものである。鬼ヶ瀬山洞穴群は、鬼ヶ瀬山

頂上から尾根に露出する安山岩質凝灰岩の岩塊に形成されたものであるが、水流などの要因による

ものではなく、岩の崩壊によって生じた岩塊の隙間が洞穴状になったものである。付近一帯は洞穴・

岩陰状の景観を呈した岩塊が多く見られ、鬼ケ満山から南方に位置する黒森山、北方に位置する桐

ノ木沢山においても同様の景観を見ることができる。

前述した、桐ノ木沢山の南斜面に位置する手代木沢岩陰は、凝灰岩の岩塊基部が沢の水流による

浸食によって庇状の岩陰が形成されたものである。今回は実地踏査を行わなかったが、過去の踏査

によって縄文時代早期から弥生時代後期の土器片が採集されている。

岩手町付近においては、北上川西岸に広く火山岩が分布しており、松尾村長峰岩陰遺跡、岩手町

山辺内洞穴など安山岩質凝灰岩の岩塊基部に形成された岩陰・洞穴が発見された。安代町において

もだんぶり長者洞穴など石英安山岩質凝灰岩が浸食されて形成された洞穴が発見されている。

葛巻町東部は安家石灰岩帯の西辺にあたり、周知の洞穴遺跡である軍門明神穴洞穴、五日市ざる

穴洞穴などの石灰岩洞穴を踏査したが、明神穴洞穴については、沢の河床面に接し、流水量が多い
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洞穴であることから洞穴遺跡の可能性は少ないものと思われる。過去における調査でも、明神穴洞

穴より遺物等が採集された記録はないようである。しかし、明神穴洞穴より上流の分水嶺付近に大

きなドリーネが見られ、それより下流の沢沿い各所からは、湧水や沢水の浸透が見られることから

未確認の石灰岩洞穴が発見される可能性がある。

盛岡・岩手地区における洞穴調査は、昭和31年に吉田義昭氏に踏査された盛岡市鬼ケ瀬山洞穴が

最初であろう。洞内からは縄文時代後期の土器片を採集している他、境界を越えた旧都南村側にも

縄文時代の遺物が採集される洞穴が発見されていることを報告している。この時期に前後して吉田

氏は盛岡市手代木沢岩陰遺跡を踏査し、縄文時代早期一弥生時代後期の遺物を採集している。これ

らの盛岡市南東部に所在する洞穴・岩陰について吉田氏は、早池峰構造帯に分布する石灰岩に形成

された洞穴であろうと考えた。

昭和62年に、千田和文・神原によって手代木沢岩陰が再踏査され、縄文時代早期の貝殻文・弥生

時代後期の土器破片が採集された。報告のなかで、岩陰が形成されている岩塊についても石英安山

岩質凝灰岩であったことにふれ、石灰岩地帯以外でも洞穴・岩陰遺跡が存在することに注意した。

盛岡・岩手地区について、石灰岩洞穴・岩陰は葛巻町以外では確認されなかったものの、石英安

山岩質凝灰岩に形成された洞穴・岩陰が各地区より確認されたことは大きな成果といえよう。この

地区は、将来的に石灰岩洞以外の洞穴・岩陰遺跡が発見される可能性が高い。

今後は、今回の結果を踏まえて県・市町村による分布調査を継続し、山地における道路・砂防ダ

ム等の開発行為に備えるべきであろう。

(3)紫波・稗貫地区の概要

紫波・稗貫地区は岩手県のほぼ中央部に位置し、束は北上山地、西は奥羽山脈とに挟まれ、中央

を北上川が商流している。とくに、北上山地は古生代の地層が発達し、 NNW-S SE方向に走る

盛岡一気仙沼構造線に沿って、石灰岩層がレンズ状に幾筋にも買入しているため、石灰岩洞穴が数

多く見られる。紫波地区は矢巾町・紫波町の2町、花巻地区は石鳥谷町・大迫町・東和町・花巻市

の1市3町である。

矢巾町は、北上山地に接していないため、現在のところ洞穴遺跡と思われるのものは確認されて

いない。

紫波町は東側の北上山地に沿って石灰岩層が厚くみられ、赤沢・舟久保地区では現在でも石灰岩

の採掘が行われている。町内では自然洞穴として10箇所が確認されているが、そのうち、現在正式

に遺跡登録されているは舟久保洞窟、片山洞穴の2箇所のみである。ただし、昭和62(1987)年に菊

地敏雄氏を中心とする東山ケイビングクラブの調査により、赤沢地区の三ツ石洞穴・きつね穴洞穴

と、佐比内地区の無名穴2洞穴の3箇所が遺跡の可能性があるとして報告されている。今回はこれ

らの洞穴を確認をするとともに、きつね穴洞穴の100mほど東側の山腹で新たに発見した、たぬき

穴洞穴(仮称)から土器・剥片等を確認した。したがって、合計6箇所の洞穴遺跡があり、遺跡密度

としてはかなり濃い。

これらのうち発掘調査されたのは舟久保洞窟のみである。これは昭和7 (1932)年に小田島禄郎が

行ったもので、洞内ホールの西側50m2ほどの範囲で、多くの土器や石器、焼土などが確認され、県

内では珍しい洞窟住居として、昭和32(1957)年に県指定史跡となった。しかし、このときの調査は

未報告のままで、遺物は小田島コレクションとして県立博物館に所蔵された。昭和63(1988)に東山

ケイビングクラブと紫波町教育委員会が刊行した『紫波町の洞穴』には、このとき出土した土器・
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石器の一部が掲載されている。それをみると、出土遺物の中心時期は縄文時代後期中葉から晩期前

半のものであり、弥生時代後期と思われる土器片もみられる。

紫波町の洞穴遺跡の特徴は、いずれも現河床からの比高が低く、洞穴の入口周辺には閑地遺跡が

存在していることが大きな特徴となっている。したがって、時期的にも縄文時代後期一晩期、弥生

時代などが多く、縄文時代早期以前の古い時期の遺物は確認されていない。そのうえ、きつね穴洞

穴のように、人間が這ってしか入れないような狭い通路状の空間に土器・骨が散乱している例もあ

り、住居として利用されたのではなく、何らかの祭祀か墓域などとして利用された可能性の方が強

いようである。いずれにしても、紫波町内の東側山間部沿いは石灰岩の分布状況から見ても、未発

見の洞穴が数多くあるものと推測され、山間部の悉皆調査を実施する必要のある地域である。

大迫町は、町の中央を盛岡一気仙沼構造帯が通っており、石灰岩層もこの構造線に沿って買入し

ていることから、東側一北側の外川目地区・内川目地区に石灰岩洞穴が集中する。現在、 20カ所ほ

どの洞穴が報告されているが、河川に沿って露出した石灰岩層に開口した洞穴が多く、洞内に水流

がみられるものもある。聞き取り調査によると、まだ宮守村・遠野市に接する山間地に未発見の洞

穴がありそうであるが、石灰岩の質があまりよくない洞穴が多く、崩落しているものもあるものと

考えられる。このうち遺跡台帳に登録されているのは外)i旧地区のアバクチ洞穴・風穴(かざあな)

洞穴、内川目地区の弥兵工穴の3箇所であり、さらに未登録の内川目地区の上の岩洞穴で土器が発

見されている。

調査された洞穴は、外川目地区の八木巻川右岸に開口したアバクチ洞穴と風穴洞穴である。アバ

クチ洞穴遺跡は、昭和57(1982)年・昭和62(1987)年に大迫町教育委員会が遺跡確認のための試掘調

査を行い、弥生時代後期から縄文時代前期までの遺物を採集している。この際、弥生時代の層から

はベンケイガイの腕輪と多量の焼土・灰層が検出され、縄文時代中期一後期の層からは鹿角製のヤ

ス、クマの犬歯などが出ている。

平成7 (1995)年からは、東北大学医学部解剖学第1講座の百々幸雄教授を中心として、北上山地

で旧石器人骨を探す調査の一環として調査を行っている。平成8 (1996)年には弥生時代の層から、

埋葬されたほぼ完全な幼児骨が発見された。幼児骨は左側臥屈葬で、右手首に貝製の小玉を69個繋

いだ腕飾りをしていた。歯の観察により、この幼児は4歳ぐらいと推定され、放射性炭素年代測定

により2165±49 year BPという年代が出ており、これは人骨とともに出土した弥生時代中期前半

の土器と矛盾するものではなかった。また、人骨よりコラーゲンを抽出し、炭素・窒素安定同位体

比を測定した結果、この弥生の幼児が生前に摂取していたタンパク質の大部分は陸獣に由来してい

た可能性が高く、海産物やC4植物(アワ・ヒエ・キビ・トウモロコシ等)はほとんど摂っていない

ことがわかった。ほかに、幼児の歯の計測値や頭蓋骨の形質的な観察により、この人骨が北部九州

の渡来系弥生人に近似していることが指摘されており、かなり早い段階で渡来系弥生人の東北地方

への進出があったことを窺わせる貴重な資料となっている。

他に、アバクチ洞穴では、洞口部付近の縄文時代後期の層から、人工的と考えられる集石遺構が

みつかっている。集石周辺からは、 12体分以上の犬歯を中心としたクマの骨が集中しており、さら

に20数個の石鎌が出土している。洞穴内からクマの骨が出土する例は、新潟県上月冊室谷洞穴や長

野県真田町唐沢岩陰などで報告されているが、アバクチ洞穴のように集石遺構に伴って出土した例

はないため、当時の動物儀礼等を考える上で非常に貴重な例となるであろう。

風穴洞穴は、平成8 (1996)年から慶応大学文学部民族考古学研究室の阿部祥人教授を中心とする

グループにより調査され、第3層と分類した黒色土層より縄文時代後期中葉の土器群が出土して遺
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跡と確認された。この洞穴では、下部の第4層と呼ばれる粘性の強い黄褐色土層より、多数の獣骨

が出土した。その中には、絶滅動物も含まれており、後期更新世に属する層であることが判明した。

絶滅大型動物では、ナウマンゾウと考えられるゾウの大腿骨、ヘラジカの歯などが出土している。

とくにヘラジカは日本で4番目の化石産出地となった。ゾウの大腿骨は放射性炭素年代測定により、

18060±60year BPの数値が出ている。他には、ムササどやノウサギが多く、シカやイノシシは見

られずにニホンカモシカが多いなど、後期更新世の化石産地のなかでは非常にユニークな動物相が

みられる。また、ムササビなど森林系の動物群のほかにシントウトガリネズミなど寒冷地の動物群

も混じっていることから、第4層の堆積時期の気候は、現在よりもやや寒冷であったものの、寒さ

はそれほど厳しくはない森林地帯であった可能性が指摘されている。このほかには、ニホンザルの

数体分の骨が見つかっている。後期更新世から生息していると考えられていたニホンザルの標本は

非常に限られていたが、本洞穴の調査によりほぼ完全な頭蓋骨が復元できることになり、ニホンザ

ルの歴史を考える上で極めて貴重な資料となった。

新たに発見した洞穴遺跡として上の岩洞穴がある。この洞穴は、標高787mの上の岩山の山頂下

部に開口した洞穴で、洞穴遺跡の標高としては県内でもかなり高い方であると思われる。試掘調査

では、表土下30cmほどで土器片が出土したが、それ以上は調査が出来ず内容は不明の点が多いが、

かなり古い時期の遺物を期待できそうな洞穴である。

花巻市・東和町では洞穴並びに洞穴遺跡の報告はなかった。しかし、今回は人骨等の発見の可能

性のある北上山地の石灰岩地帯を中心に実地調査したため、この地域ではそれ以外の岩石で形成さ

れた洞穴や岩陰などがあると思われ、今後の悉皆調査が必要な地域である。

( 4 )胆江地区(江刺地区)の概要

胆江地区は岩手県南部に位置し、水沢市、江刺市、金ヶ崎町、前沢町、胆沢町、衣川村の6市町

村によって構成されている。東の南部北上山地と西の奥羽山地に挟まれた北上低地をその中心とし、

面積は1,173.12キロ平方メートルを有する。

本地区における地形の特徴は、中央部を流れる北上川よって形成された沖積平野とその支川沿岸

に拡がる盆地状地形があげられ、この地層は新生界第4系沖積層に属する。また、北上川を挟むよ

うに、西側に奥羽山地、東側に南部北上山地が位置している。奥羽山地付近は、新第3紀層を基盤

として焼石岳溶岩が覆っており、この山地部より供給された土砂が胆沢川の移動により下流地域で

は扇状地を形成している。南部北上山地付近は古生界に属する地層で形成されており、山頂部には

北上山地特有の浸蝕平坦面が広範囲にみられる。

本地区の特徴である北上川沿岸の沖積平野では、古くより農耕が行われ、台地上あるいは微高地

上には集落が形成された。また、北上川を利用した舟運により、政治・文化・交易等の中心となっ

た胆沢城などの古代遺跡が多く所在しており、開発行為に伴う発掘調査の実施により多くの成果を

あげている。

一方、縄文時代の遺跡を正式に調査した例はあまり多くない。特に今回の調査対象である洞穴遺

跡については、 5市町で9箇所しか確認されていない。胆江地区の市町村別洞穴遺跡数を見てみる

と、江刺市8、金ヶ崎町1となっている。今回踏査できた洞穴遺跡数は、江刺市7、金ヶ崎町1で

あったが、石灰岩洞穴は江刺市の口沢洞穴のみであった。これは溶蝕空洞が多く確認できる石灰岩

が、この地域にはほとんど含有されていないことが起因しているものと考えられる。

胆江地区内の洞穴で正式な調査が行われたものはないが、以前に土器等を採取されたことがある
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という記述が残っている根岸洞穴と赤部洞穴の2遺跡について触れてみたい。

根岸洞穴については、昭和36年調査の埋蔵文化財包蔵地調査カード(江刺市教育委員会)よれば、

昭和初年頃小田島禄郎氏が試掘調査を実施し、出土した縄文土器を持ち帰ったとの記述がある。し

かし、今回の調査では遺物は採取されなかったし、この洞穴はいわゆる洞窟とは違い、どちらかと

いえば岩陰遺跡としての可能性が高く、 『住民址』的な用途を持つ洞穴とは考えられなかった。

また、赤部洞穴については、岩手県史において「事実江刺市梁川町野手崎の赤部山中には洞窟住

民址の周囲の岩石を採掘した痕跡と、それで作成したらしい石鍛その他の石器などが発見されてお

り、その洞窟の近くからも石器の出土するところからみて、当時の生活圏内に入る遺跡であること

が知られる」 (『岩手県史』第1巻上古篇上代篇)との記述がある。調査の結果では岩石を採取した

と思われる穴については確認できたものの、遺物は採取できなかった。さらには県史中に記載のあ

る洞窟住居址をも確認することができなかった。このため、今回の調査では岩石の採取が行われた

穴を赤部洞穴として置くこととし、今後の調査によりその付近の詳細を把握されることが望まれる。

これら2洞穴のほか、今回調査を実施した洞穴ではすべて遺物は収集されなかった。本地区の洞

穴遺跡は岩陰遺跡的なものが多く、奥行きのあるものはほとんど皆無であった。地質や地形上から

一般的にいわれる洞窟が形成されにくい土地なのであろう。

以上、胆江地区の概要を述べてきたが、本地区は地形や地質の特徴から洞穴遺跡が多く存在する

とは決して言えない。しかしながら、南部北上山地付近には石灰岩洞穴が発見される余地を残して

いる。今後の調査の進展により、新たな発見がされることを期待する。

(5)両磐地区の概要

岩手県の南端に位置する当地区は、秋田、宮城両県に隣接し1市6町2村(一関市、花泉町、平

泉町、大束町、藤沢町、千厩町、東山町、室根村、川崎村)で構成する。同地区は北上川流域に所

属し、ほぼ中央を北上川が南東に流れ、狐禅寺峡谷を形成し更に南流し宮城県石巻市で太平洋に注

いでいる。室根村内を流れる大川は宮城県気仙沼市で、津谷川は宮城県本吉町で太平洋に流れ込み

流域を異にしている。両磐地区の面積は、約l,319.6平方キロメートルで県土の8.6%を占める。

周知の遺跡を中心に調査を実施した。周知の洞穴遺跡が所在しないのは、平泉町、千厩町、藤沢

町、室根村である。周知の洞穴遺跡数は、 10ヶ所、新規の遺跡と思われる洞穴が6ヶ所、である。

その他の洞穴3ヶ所(現地調査の結果、本調査の目的外であった洞穴。)合わせて19ヶ所を現地に赴

いて調査した。一関市1ヶ所、花泉町2ヶ所、大束町3ヶ所、東山町11ヶ所、川崎村2ヶ所である。

本事業の対象の洞穴遺跡は、砂鉄川流域の石灰岩地帯に濃厚に分布する。この砂鉄川は、北上川

の支流の一つで、大束町大原の鷹ノ巣山(792.1m)にその源流を持つが、沖田川上猿沢川、山谷川

等の大小の河川が合流し川崎村門崎で北上川に注いでいる。

「山口洞穴遺跡」 (大東町大原字山口)は、砂鉄川の支流山口川の右岸にある石灰岩の洞穴である。

山口川と洞口の比高差は約5mである。開口部分は、土が盛られやや狭くなっているが、内部は広

い空間が保たれている。洞内を湧水が流れ山口川に注いでいる。天井部分は高く、居住空間の可能

性が高いと見られる。開口部前面の畑より、縄文土器片や獣骨片(時代不明)、鉄津(時代不明)が表

探された。

「箕穴洞穴遺跡」 (東山町田河津字横沢)は、横沢川の左岸に位置し石灰岩の大きな岩壁基部に開

口している。洞口と横沢川との比高差は約2mである。入り口は狭いものの内部は広い空間がある。

今回の調査では、獣骨片を採集している。調査歴は古く、明治38年(1905年)柴田常恵、鈴木貞太郎
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の調査記録がある。

「熊穴洞穴遺跡」 (東山町長坂字小豆用)は、猿沢川の右岸にあり石灰岩の大きな路頭の基部に開

口する。洞穴の主軸は南北方向である。猿沢川との比高差は約27mである。現河川との比高差にお

いては、調査洞穴中布佐洞穴遺跡に次ぐ高さである。今回の調査は、洞口より約70m奥の小田島

禄郎が調査した地点まで行い、土器片、獣骨片等を多数表採している。

大正13年(1924)に鈴木貞太郎、青木禎次郎によって最初の発掘調査が行われ、翌年には小金井良

精、長谷部言人、小田島禄郎他が発掘調査を行っている。その後昭和54年(1979)県立博物館開設準

備室が、昭和56年に同博物館が調査を行い、人骨、土器片が出土している。人骨は壁際のやや窪み

のある箇所にまとまって出土し、再葬と見られる。縄文晩期大洞A’式かやや新しいと見られる土

器である。洞口部を中心とした調査であるが層位の確認をしている。

「川底第2洞穴遺跡」 (東山町田河津字高金)は、山谷側の右岸に位置し、石灰岩の大きな岩壁基

部に開口している。総延長約270m十αの洞穴で洞口と山谷川の比高差は約4mである。当洞穴の

北側には「川底洞穴遺跡」が近接所在し、地下水路で繋がっている。

今回の調査では、遺物発見地点が洞口より約170m奥のホールにある事から、東山ケイビングク

ラブ、弘前大学探検部鍾乳洞班の協力を得て調査を実施した。ホールより縄文土器片が採集された。

電源の確保を行い調査状況のビデオ撮影も行った。洞内からの最初の遺物の発見は、昭和58年(1983)

の東山ケイビングクラブの単独調査である。土器片やツキノワグマの頭骨片、ウサギの骨や炭化物

が確認され、昭和60年(1985)の菊地敏雄、畠山篤雄の調査では、粗製深鉢の大型土器片や炭化物が

採集されている。

「布佐洞穴遺跡」 (川崎村門崎字石蔵)は石灰岩の洞穴で、洞口と砂鉄川との比高差が大きく、今

回調査した洞穴遺跡の中では最大である。現在もまれに洞穴内部から縄文土器片が採集されるが、

摩耗していることが多い。開口部に東屋が設置され環境整備がなされている。

1925年には小田島禄郎が調査を行い、昭和45年(1970)に開口部の平坦部分の発掘調査が行われ、

炉跡等が検出されている。縄文土器片、人骨、獣骨等の出土がある。調査歴が古く多くの研究者が

訪れている。

東磐井区では、砂鉄川流域に多くの洞穴が確認されている。東山ケイビングクラブの調査報告に

よれば、大束町、東山町、川崎村で確認された洞穴は96ヶ所である。これらの内、今回調査の対象

とした洞穴は、遺跡台帳にある周知の遺跡、過去の調査報告・人骨・土器等の出土報告の洞穴を中

心に調査を実施した。この地区に洞穴遺跡が多く見られるのは、砂鉄川流域に古生代の地質の形成

があり、また石灰岩の岩体がレンズ状に広く分布し、自然洞穴が形成されやすい状況にあることが

その要因の一つであろう。

洞穴内より獣骨のみ発見された洞穴(束本町の穴他)や開口部が高所にある姫穴(東山町田河津)な

ど居住以外の用途も考えられる洞穴もある。遺跡の性格付けについては、今後の調査を待つ以外に

ない。多くの洞穴は出土遺物から縄文時代後・晩期と見られるが、当地区においては、発掘調査事

例が少ないので表採遺物から伺うのみである。大正時代以後当流域の洞穴遺跡において、発掘調査

が行われたのは「熊穴洞穴」と「布佐洞穴」である。

以上概要を述べたが、過去において、土器や人骨の出土報告がある洞穴で、今回遺物を確認出来

ない洞穴も多い。新しい洞穴遺跡の発見が待たれるところである。

西磐井郡には、石灰岩の洞穴を利用した遺跡の報告はない。火山活動による堆積層が広く分布し

ており、地質学的には内部的地下水流による溶食作用における洞穴形成がされにくい為であろう。
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周知の遺跡では、一関市厳美町本寺に所在する「不動窟」、花泉町金沢字穴の沢に所在する「穴の

沢洞穴」である。また、同町金沢字滝ノ沢に「刈生沢の穴」が所在する。何れも中世から近代にか

けての宗教、生産関連遺構と推測される。

両磐地区は岩手県の洞穴調査の先駆的地区である。 1905年柴田常恵、鈴木貞太郎を始めとして、

大山柏、八幡一郎、小金井良精、鈴木貞吉、青木禎次郎が来県し、県内では小田島禄郎が調査に訪

れている。日本考古学史上、洞穴遺跡調査晴夫の地といっても過言でなかろう。

(6)気仙地区の概要

気仙地区は本県の南東部に位置する。太平洋に面した大船渡市(186.03kn子)、陸前高田市

(232.19晶)、三陸町(137.13晶)、と内陸に位置する住田町(334.83晶)の二市二町(旧気仙郡)からな

り、合計面積は890.18kn子で本県全体の1割弱を占めている。

各市町の遺跡数は大船渡市95(うち洞穴遺跡4)、陸前高田市221(8)、三陸町56(現在のところ洞

穴遺跡は確認されていない)、住田町100(7)である。

今回の調査では、周知の洞穴遺跡及びケービングクラブなどの調査報告書中に遺物と思われる記

述のある洞穴を中心に踏査を行った。なお、洞穴遺跡および遺跡の可能性の高い洞穴が確認されて

いない三陸町については調査を行わなかった。

洞穴遺跡は、大船渡市では盛川の支流鷹生川沿いと上坂本沢、陸前高田市では気仙川の支流で中

平川と生出川が合流する矢作川沿いと生田川沿い、住田町では気仙川沿いと合地沢、中沢川沿いの

石灰岩露頭に所在している。標高では50-300mの範囲に位置し、川との比高差は知り得た洞穴で

4-30mの範囲であった。開口部は幅1 -15m、高さ1 -10mの規模で、北に開口する洞穴が多い。

出土遺物は土器(縄文土器が多い)、石器、動物遺存体などがある。動物遺存体ではイノシシ、シ

カ、貝類が多く、貝類のほとんどが海産種であった。この傾向は住田町の小松洞窟にも見られ、内

陸部まで海産種が持ち込まれている(魚骨についても同様である)。

本地区の洞穴遺跡研究は、大正末期から昭和初期にかけて人骨研究を主目的として行われた本地

区の貝塚調査の歴史と共にある。大正11年の松本彦七郎による住田町蛇王洞窟の調査をはじめ、大

正13年の柴田常恵、小田島禄郎による住田町蛇王洞窟、陸前高田市女神洞窟、大船渡市関谷洞窟の

調査、大正14年の大山柏、小金井良精、八幡一郎らによる岩手県南部の洞穴調査(陸前高田市木戸口

蠣璃穴、同女神洞窟、大船渡市関谷洞窟)がある。これらの調査内容については人類学雑誌などに

若干の報告が見られるのみで、詳細な内容についての報告はされていなかったが、昭和9年大場磐

雄によってその概要が報告されている。この中には関谷洞窟の外観写真及び実測図、女神洞窟の実

測図及び層位図と出土した土器、骨角器の写真などが記述と共に掲載されている。特筆すべきは女

神洞窟出土の扶入離頭錆で、時期は不明であるが土師器に伴なう遺物と思われ、平安時代頃と推定

されている。本資料は本県においてこの時期の錆としては唯一のものである。

昭和初期から昭和39年の「蛇王洞Ⅱ式」の設定がなされた芹沢長介、林謙作らによる蛇王洞窟の

調査が行われるまで本地区での洞穴調査は行われていないが、この間、関谷洞窟が昭和32年に県史

跡として指定されている。昭和40年代に入り、昭和43年の後藤勝彦、及川洞、山口興典らによる関

谷洞窟の調査、昭和46年住田町教育委員会による湧清水洞窟の調査が相次いで行われている。関谷

洞窟の調査では、縄文時代早期中頃の貝殻文尖底土器にはじまる最下層から弥生土器・土師器・須

恵器に至るまでの最上層まで9層の文化層が確認されている。また、湧清水洞窟の調査では27体も

の縄文時代後期の埋葬人骨が確認されている。
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平成に入り、平成7年-10年の4ヶ年にわたり岩手県立博物館による小松洞穴の調査が行われて

いる。この調査では、動物遺存体の定量的分析が行われ、本地区の内陸部における食料資源利用の

一端が明らかになろうとしている。

本地区の洞穴遺跡は、貝塚にみる沿岸部の生業活動と内陸部のそれを比較する上で重要であり、

今後の科学的分析によるデータの集積、研究が待たれるところである。

(7)上閉伊地区の概要

上閉伊地区は、北上高地の南半部、釜石市、遠野市、上閉伊郡大槌町、同宮守村に属し、内陸の

北上川支流猿ケ石川中上流部及び三陸海岸部に跨がる地域である。総面積1.467kn子、岩手県の約1

割を占めている。地質は、遠野盆地を中心とする中生代に買入した遠野花崗岩体とその周囲に中生

代の火成岩類及び古生層の堆積岩が分布する。古生層中には石灰岩層が狭在し、少なからず石灰岩

洞穴が発達している。

現在、遺跡地図に搭載されている周知の洞穴遺跡は8遺跡に止まるが、今回はこれらの他、岩陰

遺跡を含め4遺跡を追加した。確認できなかった周知の遺跡は、洞泉弁天沢遺跡及び鵜崎遺跡の2

遺跡である。釜石市及び大槌町には小規模な石灰岩層が分布し、幾つかの洞穴遺跡が見られる。宮

守村運営部地区には、小規模な洞穴は存在するが、遺跡として確認できたものはなかった。遠野市

小友地区の石灰岩地帯についてもこれまでの調査で岩陰、洞穴遺跡を見出していない。今回の調査

では、山中の大方の中上部を除いている。また、過去に工事及び表面採集により発見されている遺

物は確認するに至らなかった。

本地区の洞穴では、正式な発掘調査が実施されたことはないが、大正10年(1921)遠野町出身の伊

能嘉雉が県の史蹟名勝天然記念物調査会委員に任命されると鈴木重男とともに、佐々木善書らの協

力のもと、大正12年に「岩手県上閉伊郡石器時代遺物発見地名表」を出版している。この中には、

洞穴遺跡として、遠野市上郷町沓掛観音窟(観音穴)及び同市綾織町中津山蝦夷岩(鶴崎蝦夷岩)遺跡

が搭載され、沓掛観音窟遺跡を「洞:食屑・獣骨」、中澤山蝦夷岩遺跡を「窟:土器・石器」とし

ている。釜石市では、三留孝が精力的に分布調査を実施し、平成3年に「釜石市埋蔵文化財分布調

査報告書」を著した。その中で新に洞穴遺跡として雄岳洞タラ窟遺跡、枯松沢土倉洞穴遺跡及び大

橋桜沢岩陰遺跡の3遺跡を掲げている。

遠野市沓掛地区には、厚い石灰岩層が分布し多くの洞穴が存在しており、新たな岩陰及び洞穴遺

跡を確認した。洞穴の多くは、石灰岩層を貫く横谷沿いに発達する傾向にあり、馬場野遺跡、本地

域周辺の小松洞穴、蔵王洞穴など県内の多くの洞穴の立地とも一致する。沓掛地区の洞穴の発達に

は、沖積段丘に対比できるものと洪積段丘に対比できる洞穴に分けられ、前者には沓掛観音穴遺跡、

観音岩第2洞穴及び沓掛鋳銭穴遺跡、後者には母沢岩陰遺跡がある。これより高位に小規模な母沢

第5洞穴遺跡が存在するが、洞穴自体は沖積世に形成されたものと推定される。馬場野遺跡は少な

くとも沖積高位面以上に相当する段丘形成期に形成された洞穴と見られるが、県道工事の際、前洞

部が破壊されている。残った洞穴には、岩石が詰め込まれ、道路法面モルタル吹き付けの内側に封

じ込められている。枯松沢土倉洞穴遺跡及び雄岳タラ窟遺跡は、最上流部に存在し、現在も形成さ

れている洞穴に立地する。観音岩第2洞穴は、大規模な石灰岩洞穴である。

東京国立博物館の所蔵品の中に釜石市甲子町天洞から出土したとする骨角器が存在することを三

宮孝が指摘している。今回の調査で天洞地区の聞き取り及び踏査をしたものの確認できなかったが、

周辺の状況から岩陰遺跡が存在した可能性があり、骨角器は道路或いは鉄道工事の際に出土した可
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能性が高く、遺跡は壊滅しているものと考えられる。

花崗岩地帯では、花崗岩特有のサイコロ状風化を基本とした風化形態から、角が取れた円状、楕

円状及び板状の岩石が形成され、これが氷期後の岩塊流の転石として、また現位置に巨大な花崗岩

が取り残され、風化流出、折り重なりなどにより空洞が形成される。特に最終氷期に周氷河現象を

受けた北上高地の花崗岩地帯には、これに伴う空洞が出現し、そこには遺跡が営まれることがある。

この例として遠野花崗岩体の真っ只中、山中に位置し、洞穴遺跡として登録されている卿奇蝦夷岩

遺跡を掲げることができる。本例に止まらず遠野花崗岩体、栗橋花崗岩体、氷上花崗岩体など北上

高地の花崗岩地帯には、同様の巨岩が点在することは知られており、今後小規模な岩陰遺跡として

認識されるものも存在すると思われる。

(8)下閉伊地区の概要

岩手県の沿岸中央部に位置する下閉伊地区は、北から田野畑村、岩泉町、田老町、宮古市、新里

村、川井村、山田町の7市町村からなり、総面積が約2,400k品こもおよび、岩手県全体の面積の約

15%を占める。

この地区は、北上山地の東側にあり、山間地は谷底の浸食が激しく地形は極めて険阻である。地

質は、石灰岩が分布するほかには、粘板岩や砂岩、頁岩に加えてチャートなどがあり、海岸沿いに

は花崗岩の分布がみられる。この中で石灰岩が分布する所には洞穴が確認されており、先人が居住

又は祭祀的な場所として利用している可能性が高い。今回の調査では、洞穴が確認されている田野

畑村、岩泉町、川井村、山田町の4町村を対象に現地調査を実施したが、岩泉町のほかには洞穴・

岩陰遺跡は確認できなかった。

岩泉町には、安家石灰岩と呼ばれる南北約50k皿、東西幅の最大が約4 k皿にもおよぶ国内最大規模

の石灰岩帯があり、その北端は九戸郡大野村まで達している。また、南北約10k皿、東西約1 k血の石

灰岩帯やレンズ状の石灰岩帯がみられ、それらの石灰岩帯には透明度世界一の大地底湖を有する龍

泉洞や、全長1万2千mを越える日本最長の洞穴、安家洞など、大小の洞穴が111カ所存在する。

このうち今回の調査では、縦穴は規模やその立地条件からみて遺跡としての可能性が低いことか

ら調査対象から外し、可能性が高い横穴を対象に調査を実施した。岩泉町における周知の洞穴・岩

陰遺跡は、昭和62年から平成元年にかけて実施された、日本洞穴学研究所の洞穴遺跡パトロール事

業によって、非石灰岩のものも含めて25カ所確認されていたが、今回の調査で新たに4カ所の洞穴

遺跡が確認され、洞穴・岩陰遺跡の数は合わせて29カ所となった。

本格的な調査が実施されたのは瓢箪穴遺跡が最初で昭和36年と37年に慶応大学の江坂輝弥氏に

よって始められた。調査では縄文時代の遺物のほかに弥生時代の遺物も発見され、断続的に洞穴を

利用していたことが判明した。昭和41年には県立岩泉高等学校教諭の菊池強一氏によって発掘調査

が実施され、縄文時代早期までの土器片のほかに骨角器等も層位的に発見された。その後固い石灰

華に阻まれ、旧石器時代の地層までには至らなかった。平成7年に東北旧石器文化研究所と東北福

祉大学考古学研究会を調査主体とした瓢箪穴遺跡調査団が結成され、旧石器時代の生活痕を探るべ

く発掘調査を実施した。調査初日から約4-5万年前のものとみられる斜軸尖頭器が発見され、日

本最古の洞穴遺跡であることが判明した。その後調査は毎年ゴールデンウイークに実施され、平成

11年までの調査で6枚の地層から遺物が出土しており、継続的に利用されていたことがわかった。

また、洞奥から土嬢も検出され、ますます人類化石発見の期待が高まっている。まな平成10年に

同調査に伴い瓢箪穴遺跡の下のしんいち岩陰遺跡を調査したところ、旧石器時代の遺物や縄文時代、
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弥生時代の遺物が発見された。

そのほかには、昭和43年に県立岩泉高等学校教諭の菊池強一氏によって龍泉洞新洞遺跡の発掘調

査が実施され、縄文時代草創期一早期の貴重な資料が得られている。また、昭和50年には岩手県教

育委員会によって岩谷洞穴遺跡の発掘調査が実施され、縄文時代後・晩期を中心とした遺物が発見

され、その中でも貝殻などの装飾品は縄文時代の文化の高さを物語っている。

岩泉町安家地区では、安家石灰岩帯に形成された洞穴で遺跡として確認されたものは6カ所であ

る。月旧相良向かい洞穴遺跡、おなめ穴遺跡、銭吹穴鍛冶遺跡は既に知られている遺跡で、月旧相

良向かい洞穴遺跡、おなめ穴遺跡は川との比高が50m以上の所に開口しており、どちらも弥生時代

の遺物が採集されている。銭吹穴鍛冶遺跡は贋金造りの跡とされており、縄文土器のほかに鉄澤や

密鋳銭枝銭が採集されている。新規の遺跡としては松林洞穴I遺跡、松林洞穴Ⅱ遺跡、桃の木洞遺

跡があり、松林洞穴I遺跡は洞穴の規模が小さい。松林洞穴Ⅱ遺跡は撹乱が著しい。桃の木洞遺跡

は洞奥からの流出が認められ、残存状態は良好とはいえない。

岩泉地区では洞穴遺跡11カ所、岩陰遺跡6カ所が確認された。前述した瓢箪穴遺跡と龍泉洞新洞

遺跡のほかによく知られているのが赤穴洞穴遺跡である。出土した土器は弥生時代の標準資料とさ

れている。龍泉洞遺跡は整地されているため保存状態は良好とはいえない。穴岩洞穴遺跡は洞奥か

らの流出によって壊滅状態に近い。白土穴の口遺跡、穴の口上方穴遺跡は保存状態が良好である。

瓢箪穴遺跡の北側にある三沢洞穴遺跡は盗掘により保存状態は良好といえない。申籠洞穴遺跡は保

存状態が良好である。中倉洞穴遺跡と大穴遺跡は洞口から20m以上入った地点からも遺物が採集さ

れている。岩陰遺跡は三沢岩陰遺跡、しんいち岩陰遺跡、横道遺跡、横道岩陰遺跡、女神岩陰遺跡、

乙茂岩陰遺跡があり、三沢岩陰遺跡と横道遺跡は盗掘により保存状態は良好とはいえない。横道岩

陰遺跡は土砂の堆積が厚く、掘り下げれば洞穴になる可能性がある。しんいち岩陰遺跡は前述した

とおりである。女神岩陰遺跡は土器片のほかに鉄津が採集されている。乙茂岩陰遺跡は急峻な場所

に位置する。

そのほかの地区では、小本地区で洞穴遺跡が3カ所確認されている。中里大穴遺跡は洞口部が大

きく、生活空間は十分にある。土器片のほかに海水性の巻貝が採集されている。中里洞穴I遺跡は

縄文土器が採集されている。中里洞穴Ⅱ遺跡は中里洞穴I遺跡の真上に位置し、小規模の洞穴であ

る。大川地区では非石灰岩帯で下医者待沢岩陰遺跡が確認されている。小川地区では前述した岩谷

洞穴遺跡がレンズ状の石灰岩帯にある。そのほかに非石灰岩帯で見内川Ⅲ遺跡が岩陰遺跡として確

認されている。

田野畑村では、岩泉町に近い石灰岩帯で1カ所の洞穴が確認されたが、遺跡としては確認されな

かった。しかし、その規模等から人の出入りは可能であり、今後の調査によっては新たな洞穴遺跡

としての可能性がある。川井村では、遠野市に近いレンズ状の石灰岩帯で洞穴1カ所が確認された

が、埋没が著しく洞内への立ち入りはできなかった。地元の人の話では以前に出入りができたとの

ことで、遺跡としての可能性は捨てきれない。山田町では、 3カ所の洞穴が確認されており、いず

れもレンズ状の石灰岩帯にある洞穴である。関口不動穴は河床から3mの比高しかないため可能性

は低い。オソノエラ洞と穴乳洞穴は沢との比高が50m以上にもおよぶ険しい山腹にあり、今回の調

査では確認されなかったが遺跡の可能性は高い。

以上簡単に説明したが、今回確認された洞穴・岩陰遺跡は石灰岩帯の遺跡が27カ所、非石灰岩帯

が2カ所で、地質・地形などから見ると石灰岩帯のほうが圧倒的に洞穴や岩陰が多く存在しており、

利用されやすい条件を兼ね備えている。また、非石灰岩帯では洞穴の数は少ないにしても、岩陰は
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もっと存在していたものと思われ、石灰岩に比べると岩の崩落は多かったであろうことから、その

数も少なくなったことが考えられる。今回の調査では、その規模や条件などから生活の場として適

地と認められたところは、ほとんど遺跡として確認されている。ただ、川に近い所や洞穴内からの

流出が認められる所では、水の影響があり使用されていないのが現状である。このような分布状況

で、石灰岩帯にある遺跡は平地では確認できにくい骨や貝類などの遺物の発見が期待される。また、

瓢箪穴遺跡の例で見ると、比較的規模の大きい洞穴は、その立地条件により旧石器時代の遺物が発

見される可能性はあるが、旧石器時代の地層に達する前に落盤などの岩石が存在するものとみられ、

今後の調査で大きな支障になるものと思われる。

今回の調査で遺跡としては確認されなかったが、洞穴の規模や立地条件から遺跡の可能性が捨て

きれない洞穴が数カ所あり、今後の調査によっては新たな洞穴・岩陰遺跡が確認できる可能性は高

い。また、今回踏査を行わなかった市町村においても、非石灰岩帯の中で洞穴或いは岩陰が存在す

る可能性が十分にあり、注意していく必要がある。

(9)九戸・二戸地区の概要

九戸・二戸地区は岩手県の北部に位置し、前者には久慈市、種市町、大野村、山形村、野田村、

普代村、後者には二戸市、一戸町、浄法寺町、軽米町、九戸村が含まれる。両地区の面積は2,176.97

2晶で岩手県の約14.2%を占めている。

洞穴は九戸地区の久慈市及び山形村に集中していて80ヶ所以上が確認されている。二戸地区にお

いては数ヶ所しかみつかっていないことと、周知の洞穴遺跡がないことから今回の調査では九戸地

区を重点的に行った。九戸地区には北部北上山地のほぼ中央に位置する安家石灰岩地帯があり、カ

ルスト地形が発達していることから多くの石灰洞が分布しているが、その中には山形村の3ヶ所の

洞穴遺跡が確認されている。今回はこの3ヶ所を含めて調査したが、新たな遺跡は見つけることは

できなかった。もう一つ、内聞木洞穴が遺跡として周知されているが、後述のように不明である。

本地区における洞穴遺跡の調査は、浄法寺町出身の敵中田島禄郎氏によって大正12年に成谷洞穴

と権の穴(下岩穴)の発掘調査に始まる。その後、考古学的な洞穴調査はしばらく行われることはな

かった。平成元年度に山形村教育委員会が実施した村内遺跡詳細分布調査で、よしだれ岩(よしの

しだれ)遺跡を調査した結果、遺物は採集できなかったが、聞き取り調査で過去に土器や石器が出

土したことがあるとの情報を得て、遺跡として報告している。以上の3遺跡が周知の遺跡である。

成谷洞穴は、山形村霜畑に所在する。遠別岳(標高1,235m)と平庭岳(標高1,060m)を水源とする

小河川が合流した遠別川が形成した沖積地とその背後の山との境にあり(標高約340m)、現在は畑

の客土によって入口が塞がれてしまっている。山形村遺跡分布調査報告書3 (1992 :山形村教育委

員会)によると「現在出土遺物の行方は不明だが、縄文時代前期の土器片や奈良時代の土師器片と

共にツキノワグマ・ニホンザル・イノシシなどの動物遺骸が発見されている」、 「弥生土器が発見さ

れている」とある。

権の穴は、山形村中国字内聞木に所在する。成谷洞穴から直線距離にして約8.5km南東、遠島山(標

高1,263m)を水源とする小河川が形成した長さ約600m、幅約250m程の谷底平野と山地との境に開

口している(標高約470m)。谷底平野には、縄文時代早期・晩期、奈良時代の集落跡内聞木Ⅱ遺跡、

奈良時代の集落跡内聞木Ⅲ遺跡の2遺跡があるが、権の穴周辺からは遺跡は確認されていない。今

回の調査では落盤が厚く遺物を採集することはできなかったが、地元の方の所有している資料には、

縄文時代後期、晩期、弥生時代後期、奈良時代の土器片が含まれていた。
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内聞木集落のある谷底平野の深奥部、権の穴より南(上流)に約500m程いったところの絶壁の基

部に開口している内聞木洞(上岩穴)は山形村遺跡分布調査報告書3によると小田島民が調査した遺

跡で、縄文時代の遺跡として古くから知られていたと報告されている。しかし、地元の複数の方か

ら調査したのは権の穴であるとの話を聞くことができたため、氏が調査したのは権の穴で間違いな

いようである。内聞木洞の入口は現在客土により平坦に整地されており、遺物を採集することはで

きなかった。また、洞内に入り約100m程奥まで遺物の採集を試みたが1片も採集することはでき

なかった。

よしだれ岩遺跡(よしのしだれ)は、北上山地の北端部の山中を流れる戸呂町川の右岸、川から傾

斜45度以上の急斜面を約40m程登ったところ(標高約180m)に位置している。洞内より弥生時代後

期の土器2片、土師器と思われる土器1片を採集することができた。

成谷洞穴と権の穴は北上山地の北端の山から放射状に伸びる小河川が形成した谷底平野と山との

境、つまり山地の基部にあり、平坦面から全く山を登ることなく洞内に入れる事で共通している。

一方、よしだれ岩遺跡は山地(急斜面)にあり立地条件がかなり異なっていた。

遺跡表凡例

33頁以下の表の記載内容は、以下のとおりである。なお、第1表を索引として、第1図一第8図

で大体の位置を確認し、個々の遺跡の表で、遺跡の内容と詳細の位置を確認していただければ幸い

である。また、次のように機関名を省略する場合がある。教育委員会→教委。博物館→博。高等学

校→高校。なお、一部写真のない遺跡があることをお断わりしておく。

N○○ ;岩手県内洞穴遺跡の通し番号。第1表の番号と同じ。

遺 跡 名;岩手県遺跡基本台帳に登録されている遺跡名。今後変更する予定の遺跡は変更後の

名称。 ( )内はよみがな。

遺跡コード;岩手県遺跡基本台帳に登録されているコード名。 〔 〕内に記載。

別 称;遺跡名としたもの以外の呼び方。 ( )内はよみがな。

所 在 地;遺跡の所在する市町村字名地番等。 ( )内は詳細図NO.

図 幅;国土地理院発行1 /25000地形図番号。

洞穴の成因;洞穴の岩帯。石灰岩、凝灰岩等。

標高・比高差;海抜高度と隣接する河川との比高差。

立地・目印;立地は、河川、沢との関連を中心に記載。

時 期;( )内は詳細時期。

残 存 状 況;良好、一部破壊、壊滅に区分して記載。 ( )内は詳細。

調 査 歴;遺跡調査を中心とした過去の主な調査歴を記載。調査年一調査者。

規 模;洞口の幅、奥行、高さで記載。単位m。

遺 構;過去の調査において確認された遺構を記載。 ( )内は記載されている文献←調査

年。

遺 物;過去の調査及び今回の調査で確認された主な遺物を記載。 ( )内は詳細。 〔 〕内

は資料保管場所。

資料保管場所;出土資料が保管されている機関等。 B、 C表では、遺物の欄に記載。

文 献;関連文献を、巻末の文献一覧表の番号で記載。

備 考;他の欄に入れられなかったことで、特筆すべき事項を記載。
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第1表 岩手県内洞穴遺跡一覧表(1)

ヽ(). 造∴∴跡 名 弛iノく 両 肌∴村 戊 囚 嘩八二等(追跡、壊滅か否か) 宅乱つ有里 位置 1刈 本宮での記敢 
1 きる穴 イ iI 手 堵∴室 町 信I天“ 肥土 I 第生し幻1 1).5し) 

間中 ′‾ヽ { ; 手 葛∴巷 町 I 十、十: Uよ し追跡の可論断生少ない) 信 
i ・工二言」i 1).5(主 了 

良品一問芸 { ii 手 校∴居∴持 I 英でl子安山岩-7 肥土 =高・晩) 第2因3 l).討I 

∴† 弛ケ緬=i北第1潮穴 盤 上 漉 直 質実若質′変成岩 地よ く偉) I 
i 第3 ∴∴j」 I)言l 

:l 弛ナ緬i=南端2洞 博 白 I 盛 ∴:∴高 イ捕月 イ㍉高 弟之し、刈5 l).5i 

亘 手Iし木沢若 貴 鵠∴聞 盛 勾∴有 ・) 

請 友 用i 第二■‖国7 
ー 

l 三ノ布告穴 紫∴波 幕 町 有庚- 請 丈(後∴ 晩●つ、弥生、了 子規 第 図6 1).5I 

8 用久保川端 紫∴汲 楽 町 有l天i 縄文(後、晩上 弥生、後) しi吏跡 」,星 図6 書)言う2、了一-8 

9 きつねた 紫∴被 磐 波 町 石l天i 班女 〈、後)、弥′上●? 子規 第 刈6 1).52 

iO たJなき穴 三 波 終∴彼 町 有l天“ 純友(後●?) ‾親 」,待 ∴=、 l).5こZ 

11 片口i 紺だ 三 波 紫∴波 町 有I天i 純友 周 i リノ ∴=、 p.5ヱ 

工 弥真上穴 †∴‖ 大∴通 町 † I大字 縄文(前、後)、奈良、幸宏 周 i 寮 1埴) p,53 

占う 上の若潮穴 早 買 大 通 町 子 実字 寮 丈、弥生 軒別 ∵∴子 ∴÷l「) p.53、9 

11 アバクで油圧†こ :∴‖ 大 通 町 I天与 縄文∴中子二割、i高一後)、弥生 周 第3 “刈8 p.33、8-t) 

15 成し実刑笑 早 ‾買 大 通 町 イ I大字 置 丈(後、晩) 周 i 弟3 ×18 p.3」、さへ〔) 

白、 ヤス穴 = 質 言 上:†I I天台 ; 千しi∴昔 新規 第3図10 I).53 

i丁 束を 油穴 1 †l手 嶋町 ●) 不詳 間欠 i 第 ∴」i」 
ー 

18 千言 ノー、 l 1 有 ’安11けさ 縄文 寸 i 第3 1刈11 l).5工10 

中 月i /“\ 「 
i」 

l 事 安1吊 網走 埴 第 ∴」= 【).5・ま 

’7 根号 ∪げ二第1 上 部 工
- 事 宏)吊 不詳 持 第3 “刈12 p.5ノ仁10 

●) 振出 潮穴第番 上∴咋 l 叫∴高 ’安川- 縄文 腔 喜 第こう図は p.55、10 

●) 祝樟 直三第」 i I り∴高 安川“ 不-。 雄 第3図12 I).55、10 

●ブ 
「 宮地 ∴∵: i i i」∴有 不明 不し, 用宗 i 第」[幻13 p.5う 

●つ 

1 瑠 1 萱 事 子」:ふ十 イ二〇, 尋 i 算:自明13 p.56 

?51臆 ∴i 当言;I∴ l 1 直 火11i イこ,, 頼 i 第十的1しま l).5(う 

26 手品j、凧iJ穴 l 
i」 

l 有 不明 (帝石により破壊) I 知 弟上図1しま l).56 

27 不動周 」∴† 
一

閃 有 ( Ii“読篤実若 う 丈 I 美 窮上図17 1).5了、1登 

28 子 亡穴 」J醤 来) i 町 イ 大岩 地文 I 
i 第5図20 I〕.壷、11 

39 寄 ∴; 」j 磐 来i i 町 I 大岩 町史 l己 
i 第 図20 p.57 

30 I Ii収 ′“\ j 磐 束I i町 信I火“ 純友 l 
i ∵工 図20 p.15 

31) i 十の∴十二 亘 磐 星i i 町 信I天若 不詳 親 第 図書0 I〕.5了 

3 I i :高二言同穴 了 磐 束i i 町 子 大岩 町女 川免) 轟瑚, 弟 図20 p吉崎、Il 

3 
i 専念の穴 両∴磐 束I i町 I 十、十: 縄文、? 新規 第5図20 事).58 

当 十 〔∴ ′\ 〕 束i i町 子 大岩 縄文(晩)、幸宏 I 如 第5図20 P.35、11 

言 子安観音穴 J 束I i町 I 天才 縄文 知 第5図30 p.58 

36 束本町の穴 」J笠 束I 」 町 有庚若 不詳 現 第5図番0 p.58 

3丁 羽根堀の穴 」了 等 束l 〇 時 子十.∵∴ 槌夫 新規 崇5中将0 p.59 

38 ′、クチ穴 】i磐 束) i 町 ∴仕∴†; 縄丈(晩) 周知 第5図2() l).・)6 

子中 掠) 洞穴 亘 磐 夫 〔 町 I 大岩 イこ高 新胡, 窮上図19 p.59 

1 し =l 十㌧ 亘 磐 
I、

小 町 信疾し 親王 I,i頼町? 第臆1 可19 p.17、11 

∴千丁 l〇割二 穴 」j 磐 i崎∴母 有I天し 縄文(後)、弥生 周 i 第 可20 p.36、11 

∴工 紹穴 」J醤 i母 材 I 大音( イこ高 二(布佐洞穴と同じ●つ 周 i.? 第 図20 事).59 

1 笑ノ浩第1 」j 磐 花∴来 町 高砂く質砂岩 し周航だが、3つの判定があり、詳細不明,I 周 i 第」図18 p.60、〇二 

1 :∴士ユワ左 司 気1i i 大刀 波子向 I 天台 召 丈 新規 薫くう可美はi p.6(「 

15 行 沢第1i し 士 I 天頂 寝三 両 I 大岩 宣 丈∴用免) 告 i 第6図31 I).(う() 

ふ16 行 1尺雄二言問 気 有 」 大月 寝三高 l ∴∴子 親王(彼) 用 l 第6珂21 事).6I 

しlT 間合 穴 気 有 i 大力 汲三両 I 大音( 上(甲一晩)、弥生、奈良、幸宏 十王跡 第6し、刈21 l)言う了 

し18 小 間穴 気II i 主 用 町 I 大信 拙文(牛一晩)、弥生、幸宏、近世 持 第7図22 1)∴犯 

了19 成上 ′\ 気1I i 主 田 町 I 大岩 地文 (十・後・晩),/別称駕丁証i商 腔 算7図22 p言9 

50 主星 幸の穴 気1I i 主 町 I 大岩 哩‾丈(後・晩) I 実 第7図2之 重).・1了 

51 ’=ヽィ子 :; 気 有 」 町 I 天与 地ズ(後・晩) 周知 第了図2之 p.61 

く) 填持切こうも口実 気 有 i i 町 子 天† 立∴:直言 胡, 弟7図3之 p.61 

) 凍高水潮穴 気1i ( 町 1 吹† 縄‾丈(牛・前i後)、弥生、中世 I 知 第両“硬1 事).」(1 

ふま 鬼九潮穴 気 Ii J 町 子 天与 親支(後) 周知 純8 母35 p.62 

:) 靖撃 = 気 有 iI † 町 石庚` 縄文 新規 第了 ∴高二∴千 l).62 

言 ’品氾 葡 気 Ii l 用」 i川手 石I天- 他丈(後i晩’つ、弥生 烏 知 第8図25 p.62 

し) ’臆品龍第 一若 ∴: 気 仙 用」 「用言 信伏" 不↓. Iこ 知 第8 母之5 p.63 

) 一品巳第 二若 ∴ 気 イi ii 剛i =i上 石庚“ 不,- 周知 第8 1筆に5 p.63 

:) 木l白i軸 ∵∴: 気 イI 用」 1両手 I 天で 葦 友 両年」施主∴擁、生 周知 第8 1く】登5 p.`18 

6い 事項穴 気 仙 用」( 口中 大岩 イく.I 周知 第8 対義5 l).6こう 

61 木魚洞傭 気Ii 間 同点 l 大岩 イく.I 周航 第8 1美に5 I).6∠1 

6こZ 仙薬般若侵 気Ii i 川」( 1川手 イ 明 不詳 周 I 朽8 高二5 ー 

6こう 女イ 潮概 気 高 1i 用」I 萱同子 有I天与 誼 丈 音口上一晩)、弥生、幸宏 用 I 第8図25 I).(11、13 

6il 「立場 二間伊 教ヽ 卑 町 イ 庚与 丈 用 i 第9 雄6 i).6ィ、1」 

65 雄高 間タラ瑠 神位 釜∴石i事 I天与 詰 丈 l 
i 第9 1壇T p.61 

66 大部お気I月号 芸 用丁十 丁 子i∴吊 砧 反ソ 丈I中) I た i 堆9 可30 p.(う5 

6了 描法沢上で「 十十二 紺井 釜 石 吊 子 I天台 イ捕月 〈上昔羅皮片) I 
i 第9図30 l).65 

68 潮来 当、∴!∴ 神位 石 打 信 大昔 純友 「, 夫 算9図登8 ー 

69 幼時 二十千 野竹 野 直 l 大岩 し/㌻ 回先見できず) I 知 第9図29 - 

70 夕子虻上竹.妨穴 男卑 近∴野 間 有I大岩 不詳 左 知 第9閃こう0 p.65 

ー18 -



第2表 岩手県内洞穴遺跡一覧表(2)

No. 遺 跡 名 地 区 市 町村 成∴∴囚 時代等(遺跡、壊滅か否か) 軒発見の古畳 位置図 本番での記報 

71 沓掛観音穴 上閉伊 遠 野 市 石灰岩 不詳 周知 第9図30 p.66 

72 松林洞穴I 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文(早) 新規 第10図31 p.66 

73 松林洞穴Ⅱ 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 不詳 新規 第10図31 p.66 

74 残映穴毒殺冶 下閉伊 岩∴東 町 互i\浩子 縄文、近世 新規 第10図31 p.67 

75 桃の木洞 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文 新規 第10図31 p.67 

76 川口相良向かい洞穴 下閉伊 岩∴東 町 :白i\若 縄文(中・晩)、弥生 周知 第10図31 p.67 

77 おなめ穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 弥生 周知 第10図31 p.68 

78 龍泉洞 下閉伊 岩 泉 町 五言i\†。 奈良、平安 周知 第10図32 p.68 

79 龍泉洞新洞 下閉伊 岩 泉 町 iii\告 縄文(草創・早) 周知 第10図32 p.42 

80 横道 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文(前・中・晩) 周知 第10凶32 p.68 

8l 頼通岩陰 下閉伊 岩 泉 町 五i\∵, 縄文 周知 第10図32 P.69 

82 三沢岩陰 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 弥生 周知 第10幽32 p.69 

83 三沢洞穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 弥生 周知 第10図32 p.69 

84 しんいち岩陰 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 旧石器、弥生 新規 第10図32 P.70 

85 瓢箪穴 下閉伊 岩 泉 町 石庚岩 旧石器、縄文(草創・早i晩)、弥生 周知 第10図32 P.43、14-15 

86 赤六二洞穴 下閉伊 岩∴東 町 石灰岩 縄文・弥生 周知 第10図32 p.70 

87 女神岩陰 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文、弥生 周知 第10図32 p.48 

88 白土六のロ 下閉伊 岩 泉 叩 石灰岩 縄文(中i晩) 周知 第10図32 p.70 

89 六の口十万六 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文 周知 第10図32 p.71 

90 穴岩洞穴 下閉伊 岩 泉 町 石庚岩 弥生 周知 第10図32 p.71 

91 乙茂岩陰 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文 周知 第10図32 p.71 

92 大穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 弥生 新規 第11図33 p.72 

93 中里洞穴I 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文 周知 第11図33 p.72 

94 中里洞穴Ⅱ 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 不詳 周知 第11図33 p.72 

95 中里大穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文(前)、弥生 周知 第Il図33 p.49 

96 中倉洞穴 下閉伊 岩 泉 町 石I大岩 縄文(前) 周知 第11図33 p.49 

97 申籠洞穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文 周知 第Il図33 p.73 

98 見内用Ⅲ 下閉伊 岩∴東 町 砂岩 縄文(前・晩) 周知 第】1図34 p.73 

99 岩谷洞穴 下閉伊 岩 泉 町 石灰岩 縄文(前一晩)、近世 周知 第11図34 p.44、第3章 

100 下医者徳沢岩陰 下閉伊 岩 泉 町 粘板岩 紐二丈 周知 第Il図35 P.73 

10l 謬枝重苦 九 戸 山 形 村 石灰岩 弥生 周知 第Il図36 p.74 

102 成谷洞穴 九 戸 山 形 村 石庚岩 弥生 周知 第12図37 p.74、16 

103 権の穴 九 戸 山 形 村 石灰岩 縄文(後・晩)、弥生、奈良 新規 第12図39 p.74、16 

104 内聞木洞穴 九 戸 山 形 村 石灰岩 縄文 周知 第12図39 
ー 

1001 山辺内洞穴 岩 手 岩 手 町 水 (遺跡でない可能性あり,) 第2図2 ー 

1002 ばくち穴 盛 岡 盛 岡 市 (遺跡の可能性あり) 第2図4 ー 

1003 鬼ケ瀬山北第2洞穴 盛 岡 盛 岡 市 変成岩 不明(遺跡である可能性が高い) 第2図5 ー 

1004 鬼ケ瀬山西洞 盛 岡 盛 岡 市 不明(遺跡である可能性が商い) 第2図5 ー 

1005 鬼ケ瀬山南第l洞 盛 岡 盛 岡 市 不明(遺跡である可能性が高い) 第2図6 ー 

1006 無名穴2 紫∴波 紫 波 町 石庚岩 (遺跡ではないようである) 第2図6 ー 

1007 口沢洞穴 江 刺 江 刺 市 石灰岩 (追跡とは確認できなかった) 第4図15 文献39 

1008 霧山洞穴 江 刺 衣 川 村 (遺跡とは確認できなかった) 第4図書6 文献69 

1009 穴ノ沢第2 両 輯 花 泉 町 凝灰贋砂岩 (聞知だが、3つの洞穴があり、不明) 周知? 第4図18 ー 

1010 穴ノ沢第3 画 賛 花 泉 町“ 凝灰質砂岩 (周知だが、3つの洞穴があり、不明) 周知? 第4図18 
ー 

101l 膳棚洞穴 気 仙 大船渡市 石灰岩 (遺跡とは確認できなかった) 第6図21 
- 

1012 ホホユワ右洞 気 仙 大船渡市 (li\若 (遺跡とは確認できなかった) 第6図21 
ー 

1013 立ちきり洞 気 仙 大船渡市 (遺跡とは確認できなかった) 第6図21 
ー 

10重4 沢穴 気 仙 大船渡市 (遺跡とは確認できなかった) 第6図21 
ー 

1015 川内洞 気 仙 大船渡市 (中は調査できなかった) 第6図21 
ー 

1016 奥火の土熊の穴 気 仙 住 田 町 右i\十 (遺跡の可能性高い) 第7図23 
ー 

1017 母沢岩陰 上閉伊 遠∴野 市 石庚岩 (遺跡とは確認できなかった) 第9図30 ー 

1018 母沢第5洞穴 上閉伊 逼 野 市 石灰岩 不明(遺跡の可能性あり) 第9図30 
ー 

1019 観音岩第2洞穴 上閉伊 連 野 市 石灰岩 不明 第9図30 
ー 

1020 氷渡の水穴 下閉伊 岩∴東 町 (遺跡ではないようである) 第10図31 
ー 

1021 かさどり穴 下閉伊 岩 泉 町 (遺跡ではないようである) 第10図31 
ー 

1022 能の穴No.1 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは確認できなかった) 第12図38 
ー 

1023 能の穴No.2 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは確認できなかった) 第12図38 
- 

1024 尻跳洞 九 戸 久 慈 市 (工事によ()消滅) 
ー ー 

1025 サンバチ穴 九 戸 久 慈 市 (工事により消滅) 
ー ー 

1026 くますけ穴 九 戸 久 慈∴市 (工事によ事前成) 
ー ー 

1027 おっかない沢の穴 九 戸 久 慈 市 (佳境椀には不適) 第12図40 
ー 

1028 川向いの穴 (

「- 久 慈 市 (住環境には不適) 第12図40 
ー 

1029 山根洞 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは確認できなかった) 第12図40 
- 

1030 岩井窟 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは確認できなかった) 第12図40 
ー 

1031 1032 1033 

掠短大 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは確認できなかった) 第12図40 
- 

上戸鎖洞 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは思われない) 第12図40 
ー 

ゴミ穴 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは思われない) 第12図40 
- 

1034 水夫No l 九 戸 久 慈 市 (避跡とは思われない) 第12図40 
ー 

1035 水天No 2 九 戸 久 慈 市 (遺跡とは思われない) 第12図40 
ー 

1036 (名称不明) 九 戸 山 形 村 (遺跡と確認できず) 第】2図39 
ー 
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第1図 岩手県内洞穴遺跡分布図

(番号は第2図一第12図に対応)
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第2図
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第3図 岩手県内洞穴遺跡位置図2
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第4図 岩手県内洞穴遺跡位置図3
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第5図 岩手県内洞穴遺跡位置図4

ー
24
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第6図 岩手県内洞穴遺跡位置図5
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第7図 岩手県内洞穴遺跡位置図6
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第8図 岩手県内洞穴遺跡位置図7
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第9図 岩手県内洞穴遺跡位置図8
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第10図 岩手県内洞穴遺跡位置図9
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ー
30

-



第12図 岩手県内洞穴遺跡位置図1 1
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No. 

8犀●遺跡コ‾ト塵鵠(需品こゆう 〔しE69-0033〕 どう) 

所在地 紫波郡紫波町舟久保字百沢47
i図可 

NJ-54-13-11-4、陸中折壁 

洞穴の 石灰岩 標 高;230m 立地i山裾・県道から約5 00m北へ。 
成 因 比高差;3-4m 目印‡ 

時 期 縄文(後、晩)、弥生(後)
i残存状況十弼 

皮壊 

調査歴 

昭和7(1932)年一小田島禄郎、昭和62(1987)年一束山ケイビン グクラブ 

規 模 
幅1、奥176、高0・6mi遺構 

圭焼土遺構(炉?) 

人口 遺物 

縄文土器(後期中葉・後葉、晩期大洞BC式)、弥生土器、石器( 石鎌、石箆、石匙、掻器、磨 
製石斧)、石製品(石棒)、骨角器(骨針) 

自然 遺物 

哺乳鋼骨(シカ、イノシシ、クマ、アナグマ?、カモシカ?、ウシ ?)、魚骨(サケ科) 

備 考 
県指定史跡。現在の洞口は人工で、本来の洞口は東側にある。試‡ 屈、盗掘多数。新洞口の南側 
畑地でも、多量の土器出土。 

資料保 管場所 

岩手県立博物館(小田島コレクショ 

M.N 牛、 雪洞411寄食 010¶ 華講、重瀦 

を

支霜1 

含† 112・†二〇 

一命 

ン) 

個人 

文 献 

76 
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No. 

14i謹・遺跡コ‾ト辛チ厭

〔MFOl‾0095〕 

所在地 稗貫郡大迫町外IIi日宇大倉掛
i図可 

NJ-54-13-12-4、大迫 

洞穴の 石灰岩 標 高膏90m 立坤 八木巻川の右岸・町道の脇に開口(標柱あり) 
成 因 比高差i約8m 目印i 

時 期 縄文(草創・前一後)、弥生 
i残存状況上部破壊(町道工事で削平) 

調査歴 

昭和57(1982)、62(1987)年一大迫町教育委員会、平成7(1995)-10(1998)年-アバクチ 

洞穴、風穴洞穴遺跡発掘調査団 

規 模 
幅約8、奥約12、高約2mi遺構: 

告示生時代の墓嬢(人骨あり)、縄文時代前期の集石遺構 

人口 遺物 

縄文土器、石器(石錬、石匙)、骨角器(鹿角製ヤス)、弥生土器、骨角器(貝輪、貝製平玉) 
ほか 

自然 遺物 

人骨、哺乳類骨 

備 考 

資料保 管場所 

土器→大迫町教育委員会、石器→慶 

/音 

応義塾大学文学部、骨類→東北大学 
医学部 
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No. 

15l謹●遺跡コ‾ト雪穴(かさあな)

〔MF‘01-O195〕 

所在地 稗貫郡大迫町外II圃奇
i図幅申-54-13-12-4、大迫 

洞穴の 石灰岩 標 高点13m 立地‡八木巻川の右岸の山の中腹 
成 因 比高差膏勺12nl 目印圭 

時 期 縄文(後、晩) 
i残存状況上部破壊 

調査歴 

平成8(1996)-10(1998)年-アバクチ洞穴・風穴洞穴遺跡発掘調査団 

規 模 
幅約l、奥約10、高約1nli遺構 ‡なし 

人口 遺物 

縄文土器、石器 

自然 遺物 

ナウマンゾウ、ヘラジカなどの絶滅種を含む獣骨 

備 考 
内部は高さ約3.5m 

資料保 

土器→大迫町教育委員会、石器→慶 ○○漢書臆 

:∴∴;∴ 
応義塾大学文学部、獣骨→愛知教育 
大学 

管場所 
51 lま 

丁

子 十一一 
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←←/・′ 5l 
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文 献 
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No. 

34i謹・遺跡コ‾ト雪穴(くまあな)

〔NE69‾2201〕 

所在地 東磐井郡東山町長坂字小豆用
i図幅申-54-14-10-4、澗 

洞穴の 石灰岩 標 高上25m 立地;猿沢川右岸 

成 因 比高 差;約27m 目印; 

時 期 縄文(晩)、平安 残存状坤良好 

調査歴 

大正13(1924)年一鈴木貞吉・青木禎次郎、大正14(1925)年一小金井良精・大山柏・八幡一郎・ 

池上啓介・長谷部言人・小田島禄郎、昭和54(1979)、56(1981)年一岩手県立博物館、昭和56 

(1981)年一洞窟学研究会 

規 模 
幅3・5、奥300十α、高4・5mi遺構 

再葬墓(基本的には安置で、一部に掘り込みがある) 

人口 遺物 

縄文土器(晩期→大洞A’式)、土師器(平安)、石器(掻器、磨製石斧ほが、土製品(装飾品?)、 

骨角器(刀子状・ニホンジカの中足骨を加工・平安時代、貝輪) 

自 然 
人骨、哺乳鋼骨(ニホンジカ、イノシシ、ノウサギ、ネズミの類、コウモリの類)、魚鋼骨(サ 

ケ科の一種)、腹足類(トコブシ、ユキノカサ)、斧足類(ホタテガイ、エゾイシカゲガイ、ハ 

遺 物 
マグl)、カワシンジュガイ)、陸産貝類(キセルモドキ、ヤマキサゴ、ニッポンマイマイ、ヒ 

ダリマキマイマイ) 

備 考 
内部はクランク状を呈し、段差を持つ。最初の曲がり角までほほほ平坦で、遺物も比較的多い。 

資料保 管場所 

岩手県立博物館 

鈴木貫き調査地点 

臆寡言麗闘闘国書 
露…置…謹露 

文 献 

52 

岩手珊瑚区
小金井’大山調査地点。_人種三言蒜 

∴∴÷‾ ∴ 

二 〉・、・く中.) ).①〉う,. ∴∴∴∴二言 

予/ 」、1ヽ I 

轍灘 膨㌘諦-1ぐ 誓、 ∴∴叫∴子∴鉦∴∴∵∴子 

緒 圭年 子∴●\ ノ〆. :∴:ボ∴∴二言:ヾ∴:†古∴∴∴ 

i,犠)に偽勅 願 

締 / ・】8 ∵● 

詰黒∴騒∴∴∴∴∴∴::一∴∴∴∴∴::.∴∴∴.∴: 

ィ・音‾ ̃「◆∴ 

1.’,‾↓ ∵∴.∴∴÷∴∴ 

葦, ヽソ 

∴ ∴∴ 

{冊,/饗_響 
題 」で∴: 

擦 -」尋 

主謀∴ 

∴∴
∴∴∴:∴ ∴: ヾ∴∴∴∴∴

言 
浮

麹蔓懸懇請慈襲幾態 

∴∴予言∴∴∴ 言∴ヽ∴
∴ 

ー
35

-



ー
36

-



ー
37

-



No. 

48i謹●遺跡コ‾ト塵誤こま詰まいとあな,〔NFO7-0032〕 

所在地 気仙郡住田町上有住字小松149の6
i図幅申-54-14-5-4、陸前八日町 

洞穴の 石灰岩 標 高;203m 立 地圭気仙川左岸。道路沿い。標柱あり。 
成 因 比高差;7.5m 目 印‡ 

時 期 
縄文(早・前・中・後・晩)、弥生、平安、近世i残存状況上部破壊 

調査歴 

平成7-11(1995-1999)年一岩手県立博物館 

規 模 
幅5、奥292十α、高40mi遺構 

i焼土、ピットなど 

人 口 
縄文土器(早期赤御堂式・早稲田5類、前期初頭・大木6式、中期大木7式・8a・8b式、9式・10式、 

後期初頭・中葉・後葉、晩期大洞A式)、弥生土器(前期砂沢式、後期天王山式)、土師器(9-10 

遺 物 
世紀)、石器(石鉄、石匙、不定形石器、磨石、石錘)、土製品(円盤状土製品)、石製品(円 
盤状石製品)、骨角器(骨針・釣針・貝輪・穿孔品)、古銭(寛永通宝)、陶磁器(現代) 

自然 遺物 

哺乳鋼骨(ネズミ科の一種、ノウサギ、ツキノワクマ、タヌキ、キツネ、イノシシ、ニホンジ 
カ、オオヤマネコ?)、鳥鋼骨(キジ科の一種)、魚鋼骨(ニシン?、サケ?、サバ?、カツオ 
・マグロ属、フサカサゴ科の一種)、腹足鋼(アワビ、スガイ、クロクマキビガイ、クマキビガ 
ィ、オオヘビガイ、ウミニナ、エゾクマガイ、タカラガイ科の一種、イボニシ、チヂミボラ)、 
二枚貝鋼(コベルトフネガイ、ベンケイガイ、クマキガイ、ムラサキインコガイ、イガイ、ホ 
タテガイ、マガキ、カワシンジュガイ、アサリ、イソシジミガイ、オオノガイ)、蔓脚亜鋼(チ 
シマフジツボ) 

備 考 
洞口が二つある。 

資料保 管場所 

岩手県立博物館 

・」《/方 言∴∵ 

大船渡市立博物館 

陸前高田市立博物館 

住田町民俗資料館 

文 献 

103,37,43 膠)ハ∴
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No. 

49i謹●遺跡コ‾ト 

‡蔵王洞穴(ざおう)

〔MF96-2121〕 ‡蛇王洞穴(じゃおう) 

所在地 気仙郡住田町上有住字葉山64-1 図申NJ-54-14-5-4、陸前八日町 

洞穴の 石灰岩 標 高i 160m 立地圭国道の傍らに標柱と案内板。 

成 因 比高差i 7.6m 目印; 

時 期 縄文(早・後・晩) i残繍 
加良好 

調査歴 

大正11(1922)年一松本彦七郎、大正13(1924)年一柴田常恵、昭和39(1964)年一洞穴遺跡調査特 

別委員会(芹沢長介) 

規 模 
幅10、奥約4、高2mi遺構 

? 

人口 遺物 

縄文土器(早期→押型文・蛇王洞Ⅱ式・明神裏Ⅲ式・大寺I式・槻木工式・舟大島下層式) 

自然 遺物 

骨片・歯 

備 考 

資料保 管場所 

東北大学 
●′ ′′ 岩手県立博物館 

大船渡市立博物館 

薄∴s∴寓音】昨 

文 献 
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No. 

53i謹・遺跡コ‾ト車間諾告期
〔NFO7-2084〕 

所在地 気仙郡住田町世田米字上城144-1
i図幅申-54-14-6-3、世田米 

洞穴の 成因 

石灰岩 

時 期 縄文(早・前・後)、弥生、中世
i残存状況上部破壊(調査と観光開発による) 

調査歴 

昭和46(1971)年一草間俊一・小片保ほか調査、調査年不詳一小田島禄郎 

規 模 
幅5、奥500、高2mi遺構 

墓? 

人口 遺物 

縄文土器(早期蛇王洞Ⅱ式・赤御堂式、前期初頭、後期中葉)、弥生土器(後期赤穴式)、石器(石 

鉄、石斧、掻器、凹石)、骨角器(骨針、貝輪)、古銭(洪武通宝) 

自然 遺物 

人骨片 

備 考 
石灰石輸送路から約1.5km奥に民家とビニールハウスがあり、丸木橋からの途中に水道タンク 
がある。 

資料保 管場所 

9 

:∴∴ 
文 献 

103,38,64,10,37,43,45,66, 

ヾ態.。C置・
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No. 

85i謹・遺跡コ‾ト菅笠嘉 

んあな)

〔KG5l-0082〕 よ) 

所在地 下閉伊郡岩泉町岩泉字大北川 
車幅車J-54-13-1-4、岩泉 

洞穴の 石灰岩 標 高上78m 立地 ;三沢の左岸。 

成 因 比高差膏Om 目印 

時 期 旧石器、縄文(草創・早・晩)、弥生 
i残存状況車好 

調査歴 

昭和36-37(1961-1962)年一江坂輝弥、昭禾 口41(1966)年一岩泉町教育委員会、平成7(1995) 

年--瓢箪穴発掘調査団 

規 模 
幅20、奥25、高10mi遺構 

土坑 

人口 遺物 

旧石器(斜軸尖頭器、スクレイパー)、土器、 石器、石製品、骨角器 

自然 遺物 

哺乳鋼骨(クマ・旧石器時代、シカ) 

備 考 
30万年前以前に開口。洞口部天井の崩落著し い。 

資料保 管場所 

岩泉町民会館 

粟’人 言∴ミ÷∴÷ふ言 「蟹↓ -「) C区ゲ 色事=コ==要害ゴm 

東北旧石器文化研究所 

文 献 

32,10,91,95,98,111 
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No. 

99i謹・遺跡コ‾ト雪穴(いねや)

〔KF55 -1082〕 

所在地 下閉伊郡岩泉町釜津田字上乗宿 図幅;NJ-54-13-5-4、 早坂高原 

洞穴の 石灰岩 標 高…約590m 立地i関沢の西岸・国道沿い、岩谷トンネル の真下。 
成 因 比高差i7m 目印‡ 

時 期 縄文(前項、近世
i残存吋 

調査歴 

昭和50(1975)年一県教委調査 

規 模 
i遺構 …なし 

人口 遺物 

縄文土器、土製品、石製品、骨角器 

自然 遺物 

サルほか 

備 考 
本書で報告。 

資料保 管場所 

岩手県教育委員会 

文 献 

67,96,ほか 
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No. 32 
遺跡名・遺跡コードi川底第2洞(かわそこだいにどう) 〔NE78-0304b〕 

別称 

所在地 東磐井郡東山町田河津字高金
i図帽章54-14-15-1・一関 

洞穴の 石灰岩 標 高烏om 立地;山谷川右岸・川底洞穴の南 
成 因 比高差膏勺4m 日印; 

時 期 縄文(晩)
i残存状況車好 

規車高2.6、奥278+ 遺享縄文土器片、獣骨片(クマ、ウサギ)、炭化物〔東山 文章 
模…a、高2m 物!ケイビングクラブ〕 献… 

備 考 
両1土位吊が奥にあり特異な遺跡。昭和56年一滴商学研究会、昭和58、60年一束山ケイビングク ;ラブ調査。 
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No. 38 
遺跡名・遺跡コードらヤクチ穴 〔NE78鵜1324〕 

別称 同寸根掘洞窟(はねぼり)、長田山洞穴(ながたやま) 

所在地 東磐井郡東山町長坂字羽根堀
i図巾 

高三NJ-54-14-15-l,一関 

洞穴の 石灰岩 標 高膏勺45nl 立地山谷川左岸・石灰岩採掘抗の背後。内部に町教 
成 因 比高差膏勺30m 日印!委建立の文化財標柱。 

時 期 縄文(晩?)
i残存状況; 

良好 

規車高2.9、奥3.5、 
遺 縄文土器、「石襲」、石鍛 〔岩手県立博物館〕 文中4,5、6、8,10、 

模至高1-2m 物 献i20.52.71.75 

備 考 
明治38年一柴田常恵他、大正14年一大I両日、小金井良精他、昭和元年一小国島禄郎、昭和56年 
ー洞窟学研究会調査。 
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No. 59 
遺跡名・遺跡コ一寸木戸口蠣蝿穴(きどぐちこうもりあな) 〔NF54-0277〕 

別称 

所在地 陸前高師矢作町字木戸口
i図幅車54-14-6-4・今泉 

洞穴の 石灰岩 標 高上50m 立地i生出川右岸・県道から沢沿いの道を迂回して、 
成 因 比高差同寸7m 目 印i杉の植林地を抜ける。 

時 期 縄文(前一晩)、弥生
i残存状況車好 

規車高3、奥508、高 
〕 

∴∴:∴∴∴:∵∴∴: 
文…22,6l,86, 

横車.5m 献宰0 

備 考 亘箇所の洞口。遺物多量。昭和54-57年一明治大学地底研究部調査。 
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No. 95 
遺跡名・遺跡コ一寸中里大穴(なかさとおおあな) 〔KG62-2305〕 

別称 圭おかゆえの穴(あな) 

所在地 下閉伊郡岩泉町中里字中里
i図可 

NJ-54-13-2-1、田老鉱山 

洞穴の 石灰岩 標 高上90m 立地‖尺の右岸 
成 因 比高差i20nl 目印‡ 

時 期 縄文(前)、弥生
i 

残存状和良好 

規 幅5、奥13、高 

諜器諾票雷撃鷺讐拾シ“〔善 
文章 

模 10m 献… 

備 考 平成5(1993)年一岩泉町教委調査。 
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No.コード 
1i〔KFO4-2326〕 

2 

l〔KF15-2063〕 
3 〔KE14-0037〕 

遺跡名 /別称 

ざる穴 

明神穴(みょうじんあな) /車門鍾乳洞(くるまかど しょうにゆうどう) 

長嶺岩陰(ながみねいわかげ) 

所在地 岩手郡葛巻町葛巻17地割地内 岩手郡葛巻町葛巻17地割地内 
岩手郡松尾村大字松尾字法生 坊?地内 

図 幅 NJ-54-13-5-3、陸前五日市 NJ-54-13-5-3、陸前五日市 NJ-54-13-13-3、平館 

成因・標 不明 不明 石英質安山岩 

高・比高 約800m・- 約720m・- 340m・不明 

立地・周 

分水嶺付近・道路ヘアピン カーブから伸びる林道を約 lkm東進。 

車門地区に案内板あり。進行 不明・長者屋敷公園内 
圏の目印 方向に対し道路右側の斜面下。 

時 期 
縄文 縄文 縄文(前、晩) 

残存状況 良好 良好 一部破壊(土砂流入) 

遺

構 遺物 

縄文土器〔個人〕 

備 考 

林道北側にある。柳善寺住職 洞穴内は流水激しいか、グア 周辺には多量の縄文前期(円 
が事情に詳しい。 ノが多量に堆積。図面等は岩 筒下層C式?)、晩期(大桐 

手県博が保管。 B-C2式)土器散布。 

文 献 なし 104 なし 

位置図 
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No.コード 
4i〔しE39-0048〕 5i〔しE39-0048〕 7i〔しE68-2345〕 

遺跡名 /別称 

鬼ケ瀬山北第1洞穴(おにが 鬼ヶ瀬山南第2洞(岩陰)(お 三ッ石岩穴(みついしいわ 
せやま) にがせやま) 

あな) /三ッ石洞穴(みついし) 

所在地 盛岡市根田茂鬼ヶ満山 盛岡市乙部字大ケ牛鬼ケ瀬山 紫波郡紫波町赤沢字漆沢 

図 幅 NJ-54-13-11-3、区界 NJ-54-13-1l-3、区界 NJ-54-13-15-2、日詰 

成因・標 凝灰岩、水流による侵食 不明 石灰岩 

高・比高 約650m・- 約707m・- 180m・約3m 

立地・周 

鬼ヶ瀬山山頂の岩塊北側・自 然林と植林の境界の小道を登 る。 

鬼ヶ満山山頂の岩塊南側基 農道を進むとブドウ畑の中に 
園の目印 部・北第1洞参照 小さな社があり、そのそば 

時 期 
縄文(後) 不詳 縄文(後?、晩?)、弥生? 

残存状況 良好 良好 良好 

遺 構 縄文土器(後期) なし 土器、獣骨 

遺 物 〔盛岡市中央公民館〕 

備 考 

岩陰の南には平坦なテラス。 昭和62(1987)年一束山ケイ 

立地条件から遺跡と登録。 

ビングクラブ調査(きつね穴 遺跡も) 

文 献 15,17 15,17 76 

位置図 
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No.コード 
9i〔しE69-1064〕 10i〔しE69-1065〕 11i〔しE88-1302〕 

遺跡名 /別称 

きつね穴 たぬき穴 片山洞穴(かたやま) 

/無名穴 

/岩谷観音洞(いわやかんの んどう) 

所在地 紫波郡紫波町赤沢字御蔵山 紫波郡紫波町字御蔵山 紫波郡紫波町佐比内字館前 

図 幅 NJ-54-13-1l-4、陸中折壁 NJ-54-13-1l-4、陸中折壁 NJ-54-13-15-2、日詰 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 205m・2m 220m・15m 150m・約3m 

立地・周 沢 山の斜面・きつね穴遺跡より 山麓・洞口付近に鳥居、岩谷 

園の日印 100m東側 観音の案内板 

時 期 
縄文(後)、弥生? 縄文(後?) 縄文 

残存状況 良好 一部破壊 
一部破壊(観音様参拝のため の整備) 

遺 構 土器、敲石、獣骨 縄文土器、フレイク、炭化物 石鍼等(洞口整備の際出土) 
遺 物 〔大迫町教育委員会〕 〔大迫町教育委員会〕 

備 考 

洞口から7-8m程入った や広い場所に遺物が散乱。う 口、周囲の畑からも遺物出土 三ッ石岩穴の備考参照。 

や 同 ○ 

穴が遺跡ではなく、岩陰が遺 昭和62(1987)年一東山ケイ 
跡。崩落激しい。 ビングクラブ調査 

文 献 76 なし 76 

位置図 
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No.コード 
12i〔しF70-2330〕 13i 

〔しE7l-1371〕 

16i〔しD69-1023〕 

遺跡名 /別称 

弥兵工穴(やへいあな) 上の岩洞穴(かみのいわ) ヤス穴 

所在地 稗貫郡大迫町内川日宇白岩 稗貫郡大迫町内川日宇飛内 和賀郡沢内村 

図 幅 NJ-54-13-1l-4、陸中折壁 NJ葛54十3-1l-2、早池峰山 NJ-54-19-3-4、北川舟 

成因・標 石灰岩 石灰岩 溶結凝灰岩 

高・比高 230m・3m 730m・約230m 約900m・- 

立地・周 稗貫川の左岸・石灰岩の露頭 上岩山山頂付近 

尾根の東側斜面・和賀岳の登 山道から林道へ、沢の合流点 から尾根筋を登る。 
閏の日印 している一帯の西端 

時 期 
縄文(前、後)、奈良、平安 縄文、弥生 近代以降 

残存状況 良好 良好 良好(崩落著しい) 

遺 構 
÷ 

縄文土器、土師器、獣骨(シ 土器 哺乳鋼骨(カモシカ、ニホン 

遺 物 カ中lい〔大迫町教育委員会〕 〔大迫町教育委員会〕 サル、ノウサギ、テン)〔個人〕 

備 考 

下部の穴から遺物出土。 

平成11(1999)年、大迫町教 育委員会ほかで試掘。洞口の 下は崖。 

骨に焼痕。解体作業場。 

文 献 4 9 40 なし 

位置 図 
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No.コード 
18i〔ME58鵜1372〕 19l〔ME59- 

1159〕 

20i鴫7-1016〕 

遺跡名 /別称 

赤部洞穴(あかぶ) /箱岩(はこいわ) 

月 山堂洞穴(つきや まどう) 根岸洞穴第1(ねぎし) 

所在地 江刺市梁川字赤部 
‡ 工刺市梁川字柳沢 江刺市岩谷堂字根岸159番地 

図 幅 NJ-54-14-13-1、口内 NJ-54-14-9葛3、 野手崎 NJ-54-14-13-2、陸中江刺 

成因・標 安山岩 . 

安山岩 勺340m・- 

安山岩 

高・比高 約430m・- 糸 50m・不明 

立地・周 

山頂部・国道JAから晴山線 を北上、道路沿いの標柱から 約Ikm北西へ。 

山頂部・月山神社そ ば 広瀬川左岸・岩瀬橋から川沿 
園の目印 いに数十m上流の崖面基部。 

時 期 
縄文 縄文 縄文 

残存状況 良好 良好 壊滅(道路工事で洞口封鎖) 

遺 構 住居址、石錬その他の石器(文 縄文土器、石器(県道 ‾跡台帳) 

焚火跡、縄文土器(中期)、 石鍼、石匙、「曲玉」(県遺跡 台帳) 
遺 物 献20より) 

備 考 

住居址というより原石採掘 
原石採掘場。今回は 忍できず。 

遺跡の確 根岸洞穴(群)として遺跡周 
場。今回は遺跡の確認できず。 言 知。 

文 献 19,20,57 1 9,57 19 
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No.コード 
21l〔ME97-1016〕 l〔ME97-1016〕 23i〔ME 

89-1 394〕 

遺跡名 /別称 

根岸洞穴第2(ねぎし) 根岸洞穴第4(ねぎし) 馬馳洞穴(まは せ) 

所在地 江刺市岩谷堂字根岸229の2 江刺市岩谷堂字根岸229の2 江刺市玉里字玉ノ 木沢 

図 幅 NJ-54-14-13-2、陸中江刺 NJ-54-14-13-2、陸中江刺 NJ-54-14-9- 4、人 首 

成因・標 安山岩 安山岩 不明 

高・比高 60m・不明 60m・不明 約170m・- 

立地・周 根岸洞穴群。東北油化の工場 根岸洞穴群。第2に近接。 不明・人首街道沿 い。 

圏の目印 の南側の丘陵緩斜面。 

時 期 
縄文 縄文 不詳 

残存状況 良好 良好 一部破壊(ヒュー ム管 埋設) 

遺

構 遺物 
嘘跡、縄文土器(遺跡台帳よ り)〔岩手県博小田島コレク ション〕 

備 考 

洞穴というより岩陰。小田島 洞穴というより岩陰。洞穴群 文献57中の所在地 
は間 、らは 違い。 横穴伸 禄郎調査(昭和初年頃)。 の上部台地畑より縄文中期土 縦穴で、最下部カ 

器片広域に出土。 びる。 

文 献 19 19 19,57 
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No.コード 
24i〔MF90-1139〕 25l〔NEO8-1385〕 26i〔NEO8臆2314〕 

遺跡名 /別称 

阿茶山洞穴(あちゃやま) 毘沙門洞窟(びしゃもん) 居内洞穴(いない) 

/泥棒岩(どろほういわ) 

/毘沙門岩窟(びしゃもんが んくつ) 

/かもり穴 

所在地 江刺市米里字面新田 江刺市藤里字石名田25 江刺市藤里字日照田 

図 幅 NJ-54-14-9-4、人首 NJ-54-14-13-2、陸中江刺 NJ-54-14-13-2、陸中江刺 

成因・標 花崗岩 火山礫を含む岩帯 不明 
高・比高 約300m・- 120m・不明 約100m・不明 

立地・周 阿茶山山腹・平田牧場から牧 草地を横切り、阿茶山牧野組 

伊手川右岸にある愛宕山中腹 伊手川左岸(蛇行部分)・毘 

・愛宕山自然公園中の奥の院 南側。 

沙門洞窟の対岸 
園の目印 

合の作業道を数百m歩いた地 点を下る。 

時 期 不詳 不詳 不詳 

残存状況 良好 良好 破壊(採石による) 

遺

構 遺物 

なし? 古銭(遺跡台帳による) 

備 考 

入口狭い。案内人必要。洞窟 洞穴というより岩陰。内部に 
というより岩陰。 社。愛宕山は中世城館。 

文 献 19,57 19 19,57 
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No.コード 
27i〔NE82-0306〕 29l〔NE68-1378〕 31i〔NE78-0304c〕 

遺跡名 /別称 

不動窟(ぶどうくつ) 女 臣穴(ひめあな) 

川底下の穴(かわそこしたの あな) 

所在地 一関市厳美町本町字下真坂80 
不 

東磐井郡東山町田河津字石の 東磐井郡東山町田河津字高金 
-2 森28番地 

図 幅 NJ-54-20-3-l、本寺 NJ-54-14-14-2、前沢 NJ-54-14-15-1、一関 

成因・標 浮石流凝灰岩(厳美層) 
6 

石灰岩 石灰岩 

高・比高 190m・30m Om・約10m 55m・約10m 

立地・周 

本寺IiI左岸の山の中腹・本寺 川の中を渡って林の中を過ぎ た竹林付近。 
夏 1里 

山川の右岸の崖の中程・県 山谷川の右岸・川底第2洞穴 

団の目印 首橋から夏山川を湖る。 と近接 

時 期 
縄文 縄 文 不詳 

残存状況 良好 部破壊 良好 

遺 構 縄文土器 

縄 片 

文土器、貝製装飾品、獣骨 

人為的に破壊された獣骨片 (シカ他)〔東山ケイビング クラブ〕 
遺 物 

備 考 

洞床に黒土堆積。 i 園内は乾燥し、土砂の流入著 昭和63(1988)年一束山ケイ 
しい。 

ビングクラブ調査。洞口前は 平場がなく狭い。 

文 献 なし 5 2,71,75 75 
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No.コード 
33i〔NE68-2325〕 35i〔NE69-2161〕 

36 〔NE79-0112〕 

遺跡名 /別称 

高金の穴(たかがねのあな) 子安観音穴(こやすかんのん 束本町の穴(ひがしもとまち 

あな) /マリア観音洞(がんのんどう) 

のあな) 

所在地 東磐井郡東山町田河津字高金 東磐井郡東山町長坂字西本町 東磐井郡東山町長坂字東本町 

図 幅 NJ-54-14-14-2、前沢 NJ-54-14-10-4、沖田 NJ-54-14-11-3,千厩北部 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 
高・比高 85m・約5m 60m・約15m 55m・約5m 

立地・周 

山谷川に注ぐ小河川の右岸・ 県道高金バス停から小河川に 沿う道を下る。 

猿沢川右岸の崖の中腹・マリ 小河川の右岸・旧県道今泉街 
圏の目印 ヤ観音の奥 道に接する。 

時 期 
縄文 縄文 不詳 

残存状況 良好 一部破壊(観光開発) 良好 

遺 構 縄文土器、獣骨片(人為的破 

人為的に破壊された獣骨片 (シカ他)〔東山ケイビング クラブ〕 
遺 物 壊)〔東山ケイビングクラブ〕 

備 考 

開口部と川原の間は急傾斜。 観光整備により洞床はコンク 昭和56(1981)年一洞穴学研 

リートで固められ、周辺には 究会、昭和59(1984)年一束 
多数の石仏が安置。 山ケイビングクラブ調査。 

文 献 75 52,71,75 75 
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No.コード 
37i〔NE78-1356〕 39i〔NF52-2334〕 42i〔NE79-O112〕 

遺跡名 /別称 

羽根堀の穴(はねぼりのあな) 松井洞穴(まつい) 

猪穴(いのししあな) /地蔵穴(じぞうあな) 

所在地 東磐井郡東山町長坂字長平 東磐井郡大束町大原字松井 
東磐井郡川崎村門崎字石蔵 161番地2 

図 幅 NJ-54-14-15-1、一関 NJ-54-14-10-2、陸中大原 NJ置54-14-15-1、一関 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 30m・2m 190m・約6m 57m・鵜 

立地・周 囲の目印 

山谷川の右岸 砂鉄川右岸の岸壁 布佐洞穴の右側。洞内に看板。 

時 期 
不詳 不詳 不詳(布佐洞穴と同じ?) 

残存状況 良好(土砂流入) 良好 良好 

遺 構 近世の鍾乳石採集痕跡。 人骨 土器片、古銭片(今回の調査 
遺 物 で採取) 

備 考 

洞口入り口は二箇所。 明治38(1905)年一柴田常恵、 昭和45(1970)年調査(団長 

鈴木貞次郎調査 高橋泰三)。 

文 献 52 1,71,73 36,41 
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No.コード 
43i〔oE17-2005〕 44i〔NF27鵜0176〕 45i 

〔NF27-1140a〕 

遺跡名 /別称 

穴の沢(あなのさわ) ホホユワ左洞(ほほゆわきど 行入沢第l洞(ぎょうにんさ 
う) わだいいちどう) 

所在地 西磐井郡花泉町金沢字穴の沢 大船渡市日頃市町字上坂本沢 大船渡市日頃市町字上坂本沢 

図 幅 NJ-54-14-15-2、有壁 NJ-54-14-6-l、盛 NJ-54-14-6-l、盛 

成因・標 凝灰質砂岩 石灰岩 石灰岩 
高・比高 100m・- 170m・37m 220m・20m 

立地・周 

丘陵緩斜面・町道を芭蕉石碑 脇の旧道にそれ、大きなため 池の西側。 

石灰岩の路頭に開口 林道から沢(上に砂防ダム) 
園の目印 沿いに登った石灰岩の露頭 

時 期 
遺跡でない?(亜炭採掘にお ける試し掘り?) 

縄文 縄文(晩) 

残存状況 良好 良好 良好 

遺 構 縄文土器、獣骨片〔岩手県立 

縄文土器、哺乳頬骨(イノシ シ、シカ)、烏骨(種不明)、 貝類(アサリ、ウチムラサキ) 

遺 物 博物館〕 

備 考 

7個の洞穴があったとの情報 開口部は縦に長い。 昭和60(1985)年一東山ゲイ 

があり(現存は3個)、どの洞 穴が遺跡指定されたのか不明。 

ビングクラブ調査 

文 献 14 70 70 
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No.コード 46 〔NF27-1140b〕 
51i〔NFO5-0343〕 52i〔MF85-1164〕 

遺跡名 /別称 

行入沢第2洞(ぎょうにんさ 管岩洞穴(すげいわ) 奥新切こうもり穴(おくにい 

わだいにどう) /中上の岩穴(なかがみのい ぎり・あな) 

わあな)? /蠣幅穴(こうもりあな) 

所在地 大船渡市日頃市町字上坂本沢 気仙郡住田町上有住大畑 気仙郡住田町上有住字奥新切 

図 幅 NJ-54-14-6-1、盛 NJ-54-14-5-4、陸前八日町 NJ-54-14-5-4、陸前八日町 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 220m・20m 150m・20m 300m・4m 

立地・周 沢を挟んで第1洞の向かい 気仙川左岸・道路際 新切川右岸・砂防ダム近くの 

園の日印 保安林の看板の上 

時 期 
縄文(後) 縄文(後・晩) 縄文(晩) 

残存状況 良好 良好 良好 

遺 構 縄文土器片 土器、石器 縄文土器(晩期大洞A式)、 

遺 物 獣骨〔陸前高田市立博物館〕 

備 考 

昭和60(1985)年一東山ケイ 奥に向かって下がる。幅8、 近くに車の待避所あり。 

ビングクラブ調査 奥5、高2m。 

文 献 70 103,43,37 56 
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No.コード 
54i〔NF25-2159〕 55l〔NF24-0112〕 i〔NF34-2224〕 

遺跡名 /別称 

鬼丸洞穴(おにまる) 折壁Ⅱ(おりかべに) 宝龍洞窟(ほうりょう) 

/鬼のマヤ /権現穴(ごんげんあな) 

所在地 
気仙郡住田町世田米合地沢 (鬼丸?) 

気仙郡住田町下大股地内 陸前高田市矢作町字的場 

図 幅 NJ-54-14-6-3、世田米 
NJ-54-14-10-1、鷹巣山、 NJ-54-14-6-1、世田米 

NJ-54-14-6-3、世田米 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 250m・約4m 約150m・約3m 250m・10m 

立地・周 合地沢上流の左岸 沢に面する・県道246号沿い 生出川支流の右岸・県道を宅 
園の目印 地前で曲がり海童神社へ。 

時 期 
縄文(後) 縄文 縄文(後?、晩)、弥生 

残存状況 良好 良好(洞口部に神社) 

遺 構 縄文土器、加工痕のある動物 一部破壊(県道により削平) 

縄文、弥生土器、動物遺存体 (イガイ、シカ)〔大船渡市博、 岩手県博〕 
遺 物 遺骸 

備 考 

他に二箇所洞穴。県道跡地図 土器片、骨片 開口部から50mの地点で弥生 

の出土位置間違い。 土器採集。碑あり。 

文 献 103,37,43 なし 22,86 

位置図 

(、_ 

《’慰驚 

露」重態 i● 

÷∴ 詰 

写 真 

’-鳩が● .上下浪
〉 い.、・/・証鼻 年 一\ " 

! I ヽ 

重農葛

ノ

当・\看漢言下\i一 

:寒 ;1も ーに_ 
十∴∴皿 ヽ・・、二 言讃, ■青五・’▲裏ト 

‾ィ、‾;薫 

‾‾こミラ音 .惹…繋整園髭 

曾 子やど ら子 
〕霧 者 

ヽ:i′

ヽ 一生・、 ‾‾÷‾ 

謂∴∵∴+予 審を-′ 賀音’- 

簿‥譜、音 
音∴○○・ I 

‾

ふ 

蓬遵垂謡請 翳 高 

十 千㌧ 

●〕 

- こノ 

…・ 

蕊測琵閣議繋醸‾ ヽヽ ●1→音-臆 l 

薦 困瑠牽 

.J_
=遭墓室、 言、ヽ一i 警竃 

千言でい、 

蕉 

’

ヽl 

∴∴∴
一∴∴∴∴∴∴∴∴

∴∴∴、 

∴∴∴〕∴」:∴言 、繋蟻∴- ー∴譜姦溺 こ 

二’ら二三寄、へこ薫く軍ナノ
‥

__ .た←“1‾ .

一ふ.;r、 

く ー.、‾言∴●“つ
●

寵.、 辛二㌔}掌や・,・ 善報 

一㌧すす′- ご9「○○’:“∴∴∴∴・〇、、,. ‾′--、\∴∴・ 三三学課璃 .音二番、一 ,髪慧 

・・臆撥 

ー
62

-



No.コード 
57i〔NF34-2232〕 58i〔NF34-2225〕 60i 

〔NF54-132 2〕 

遺跡名 /別称 

J 

宝龍第一岩陰(ほうりょうだ 宝龍第二岩陰(ほうりょうだ 座頭穴(ざとうあな) 
いちいわかげ) いにいわかげ) 

所在地 陸前高田市矢作町字的場 
陸前高田市矢作町字的場 陸前高田市矢作町字木戸 口 

図 幅 NJ-54-14-6-3、世田米 NJ-54-14-6-3、世田米 NJ-54-14-6-4、今泉 

成因・標 
2 

石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 70m・20m 250m・5m 110m・約3m 

立地・周 
′ 

生出川支流の右岸・第二岩陰 生出川支流の右岸・海童神社 生出川右岸・県道沿いに 看板 
園の目印 の北側の屋上30m の脇に標柱あり。 

時 期 
不詳 不詳 不詳 

残存状況 良好(土砂流入) 良好(内部にガラスビン等廃棄) 良好 

遺 構 人骨? 土器、石器(スクレイパー ?)、 

遺 物 動物遺存体(シカ・鳥?) 

備 考 巾 つ 

高10、奥1、高1m。位置違 県道左脇に住宅がある所を右 洞口から20mで石器、流 し水。 

可能性あり。 折。位置違う可能性あり。 流水内にシカの骨。 

文 献 ∵ よし なし 22 
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No.コード 
61i〔NF54-0392〕 64l〔MGll-0384〕 65i〔MF49-2126〕 

遺跡名 /別称 

赤魚洞窟(あかうお) 馬場野(ばばの) 

雄岳洞タラ窟(おだけどうた らくつ) 

所在地 陸前高田市矢作町字木戸口 大槌町大槌字馬場野 釜石市橋野町第32地割 

図 幅 NJ-54-14-6-4、今泉 NJ-54-13-4-3、陸中金沢 NJ-54-14-5-1、陸中大橋 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 150m・約30m 70m・11.5m 420m・30m 

立地・周 囲の目印 
生出川左岸・県道から墓地へ 行く道にそれると朽ちかけた 標柱 

金沢川左岸・県道沿い 雄岳沢の左岸 

時 期 
不詳 縄文 縄文 

残存状況 良好(土砂流入) 一部破壊音前回都制平、穴に詰め物) 良好 

遺 構 土器 縄文土器(晩期)、獣骨 縄文土器片、骨片、黒曜石 
遺 物 〔釜石市教育委員会?〕 

備 考 

洞内から流水。その水を引く コンクリ-トの吹きつけによ 

ためのパイプ敷設。 り、中に入れない。 

文 献 22 なし 84 
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No.コード 
66i〔MF69-2144〕 67i〔ⅣIF79-1069〕 

70 〔人lIF68-2121〕 

遺跡名 /別称 

大橋桜沢岩陰(おおはしさく 枯松沢土倉洞穴(かれまつざ 沓掛銭鋳穴(くつかけぜにか 
らざわいわかげ) わつちくら) 

けあな)/観音岩第3洞(か んのんいわだいさんどう) 

所在地 釜石市甲子町第1地割 
釜石市甲子町第2地割地崎国 有林内 

遠野市上郷町細越字沓掛 

図 幅 NJ-54-14-5-1、陸中大橋 NJ-54-14-5-1、陸中大橋 NJ-54-14-5-1、陸中大橋 

成因・標 粘板岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 260m・4nl 310m・1.6m 575m・2.5m 

立地・周 桜沢左岸・桜沢付近の貯水池 沢の左岸・県道がカーブする 早瀬I 右岸・仙人トンネル手 
から沢の奥へ、簡易取水口付 前の駐車場から奥へ、一番奥 

園の目印 辺りから沢沿いに 近 の洞穴 

時 期 
縄文(中) 不詳 不詳 

残存状況 良好 良好 一部破壊(石灰岩採掘) 

遺 構 土器 土器片 土器 

遺 物 〔釜石市教育委員会〕 〔釜石市教育委員会〕 

備 考 

桜沢に通じる歩道あり。 河床との比高差少なく、時期 前面は石灰岩採掘により広場 
は新しい? となっている。 

文 献 84 84 なし 
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Ⅳ0.コード 
71i〔ト4F68-2142〕 72i〔KFO8-1337〕 73i〔KFO8-1336〕 

遺跡 名 
沓掛観音穴(くつかけかんの んあな)/観音岩第工洞(か 

松林洞穴I(まつばやしどう 松林洞穴Ⅱ(まつぼやしどう 
けついち) けつに) 

/ 別称 
んのんいわだいいちどう)・ 観音窟(がんのんくつ) 

所在地 遠野市上郷町細題字沓掛 下閉伊郡岩泉町安家字松林 下閉伊郡岩泉町安家字松林 

図 幅 NJ-54-14-5-1、陸中大橋 NJ-54-13-5-1、安家 NJ-54-13-5-1、安家 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 570m・2.5m 280m・12m 285m・17m 

立地・周 

早瀬川右岸・仙人トンネル手 前の駐車場から奥へ、最初の 洞穴 

安家川の左岸・擁壁裏 安家川左岸・I遺跡の奥(上 
圏の目印 流側) 

時 期 
不詳 縄文(早) 不詳 

残存状況 良好 一部破壊(盗掘) 一部破壊(ビン等捨ててある) 

遺 構 土器、「食屑」 石器 土器片 
遺 物 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 

備 考 入り口に早瀬観音を祀った 跡。 

幅2.5、奥4.5、高l.5m 幅7、奥7、高4m 

文 献 2 77 77 
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No.コード 74 

i山F98-2273〕 
75 〔KGOO-2160〕 

76i〔KFO9-0359〕 

遺跡名 /別称 

銭吹穴鍛冶(ぜにふきあなか 桃の木洞(もものきどう) 川口相良向かい洞穴(かわぐ 

じ) 

ちあいらむかい)/相良向か いの穴(あいらむかいのあな) 

所在地 下閉伊郡岩泉町安家字松林 
下閉伊郡岩泉町安家字年々 下閉伊郡岩泉町安家字年々 

図 幅 NJ-54-13-5-l、安家 NJ-54十3-1-3、沼袋 NJ-54-13-1-3、沼袋 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 450m・約30m 430m・約80m 300m・約100m 

立地・周 囲の目印 

長内川右岸 年々沢左岸 安家川右岸の山腹上部 

時 期 
縄文、近世 縄文 縄文(中・晩)、弥生 

残存状況 一部破壊 一部破壊 良好 

遺 構 縄文土器、密鋳銭枝銭、鉄澤 土器片 土器片、石器、骨針、骨角器 
遺 物 〔個人・岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 

備 考 

偽金造りの跡という伝承。平 角礫散在(洞奥からの流 昭和63(1988)年一日本洞穴 
成7(1995)年一町教委調査。 れ?)。幅7、奥1,650、高10m。 学研究所調査。幅5、奥300、 

幅17、奥47、高4m。 高3m。 

文 献 94 なし 83,78 

位置図 

′くしo-臆∴ ー\\∴」-一‾ ふ上 場\\1\、 

\、“、’\ ノ音=‾音 ‾ニ蔓 吾平「両 名二二三 ノ/懇 

写 真 

:ヾ\∴ 

欝聖 ∴(.. 

∵∴ 
∴÷∴; 

‾工/ 

′ノ’、l 
老 

音音’〆 

′ 

∴∴ 一一 

’卜占 

ゴ 書・十十∴ 、∵ 

寸 言∴∴十 

豆言二∴二子 

} 

’, 聡 ‾ ‾

う臆. 

∴∴∴十∵一∴ ∴÷ 

上、.、 

.l ㍉.吾、,._ 

ー∴ 

‾報葛 窪肇き 二 
.王に‾_ .-,○○、饗窺竃 、__二宮 

〃漢書易い∴ 

ゝ」 

鰹驚襲翳肇‾ 溺醗-・讃麗 ∑

畠二韻事藻誓言歳 \、滝惑警護・.、 

-
67

-



No.コード 
77i〔KFO9-2240〕 i〔KG50-0237〕 80i〔KG50-0387〕 

遺跡名 /別称 

おなめ穴(おなめあな) /大穴(おおあな) 

龍泉渦(りゅうせんどう) 横道(よこみち) 

所在地 下閉伊郡岩泉町安家字江川 下閉伊郡岩泉町岩泉字神威 下閉伊郡岩泉町岩泉字横道 

図 幅 
NJ-54-13-5-1、安家、 NJ-54-13-1-3、沼袋 

NJ-54-13-1-4、岩泉 NJ-54-13-1-4、岩泉 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 380m・約90m 160m・20m 175m・- 

立地・周 江川川左岸・開口部に木が一 清水川の左岸・龍泉洞入口の 洞沢右岸 
圏の日印 本立つ 上部に開口 

時 期 
弥生 奈良、平安 縄文(前・中・晩) 

残存状況 良好 壊滅(入口がふさがれている) 一部破壊 

遺 構 土器片、石器、骨角器 土師器 縄文土器、員 
遺 物 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 

備 考 

平成2(1990)年一日本洞穴学 龍泉洞の旧人洞口。清水川神 岩陰。幅5、奥5、高2.5m。 
研究所調査。幅7.5、奥35、 社の両あり。幅3、奥1、500、 岩泉高校郷土研究部の試掘ト 
高7.5m。 高6n「。 レンチあり。 

文 献 82,91 91 91 
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No.コード 
81i〔KG50-0367〕 

82 

i〔KG51-0062〕 83i〔KG51-0072a〕 

遺跡名 /別称 

横道岩陰(よこみちいわかげ) 三沢岩陰(みさわいわかげ) 三沢洞穴(みさわ) 

所在地 下閉伊郡岩泉町岩泉字横道 
下閉伊郡岩泉町岩泉字大北川 下閉伊郡岩泉町岩泉字大北川 

図 幅 NJ-54-13-1-4、岩泉 NJ-54-13-1置4、岩泉 NJ-54十3-1-4、岩泉 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 230m・- 160m・30m 160m・30m 

立地・周 横道遺跡の上部 三沢の左岸、一番上流側 三沢の左岸、瓢箪穴の斜め下 

園の目印 上流側 

時 期 
縄文 弥生 弥生 

残存状況 良好 一部破壊 一部破壊 

遺 構 縄文土器 弥生土器、石器 弥生土器 

遺 物 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 

備 考 

昭和63(1988)年一日本洞穴 昭和36(1961)年一江坂輝弥調 昭和36(1961)年一江坂輝弥調 

学研究所調査。幅6、奥2、 高3m。 

杏。幅15、奥14、高8m。 査。幅15、奥10、高3m。 

文 献 77,91 91 91 

位置図 
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No.コード 
84l〔KG5l-0072b〕 86i〔KG51-1156〕 88i 

〔KG61-0051〕 

遺跡名 /別称 

しんいち岩陰(いわかげ) 赤穴洞穴(あかあな) 

白土穴のロ くち) 

(しらんどあなの 

所在地 下閉伊郡岩泉町岩泉字大北川 下閉伊郡岩泉町岩泉字外川日 下閉伊郡 岩泉町岩泉字白土 

図 幅 NJ-54-13-1-4、岩泉 NJ-54-13-1-4、岩泉 
NJ-54-l NJ-54-l 3-1-4、岩泉、 3-2-3、有芸 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 
l= 高・比高 155m・30m 200m・160m 110m・10 

立地・周 三沢の左岸、瓢箪穴の約20m 

小本川に面する鉄山中腹・女 神橋手前の町道に入り、ロッ クシェルターの上 

鼠入用右 

岸の段丘状の地形・ する。 園の目印 下 道路に面 

時 期 
旧石器、弥生 縄文(中・後・晩)、弥生 縄文(中・ 晩) 

残存状況 一部破壊 壊滅 良好 

遺 構 石器、弥生土器 土器片、石器、骨角器 土器、骨 

角器 民会館〕 遺 物 〔東北旧石器文化研究所〕 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町 

備 考 

平成10(1998)年一瓢箪穴発掘 昭和62(1987)年一日本洞穴学 岩陰状。日 

召和62(1987)年一日 井究所調査。幅12、 m° 

調査団調査。幅2、奥2、高 研究所調査。幅5、奥160、高 本洞穴学石 
1.5m。 2.5m。 奥15、高5 

文 献 なし 91,10,77 10,77,9 1 

位置図 
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No.コード 89 〔KG61-0040〕 
90i〔KG50-2190〕 

91 〔KG6l-0304〕 

遺跡名 /別称 

穴の口上方穴(あなのくち 穴岩洞穴(あないわ) 乙茂岩陰(おともいわかげ) 

じょうほうあな) 

/尼額の穴(あまぶでいのあ な) 

所在地 下閉伊郡岩泉町岩泉字白土 下閉伊郡岩泉町尼額字松坂 下閉伊郡岩泉町乙茂字上向 

図 幅 
NJ-54-13-1-4、岩泉、 NJ-54-13-1-4、岩泉、 NJ-54-13-1-4、岩泉、 

NJ-54-13-2-3、有芸 NJ-54-13-2-3、有芸 NJ-54-13-2-3、有芸 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 200m・100m 130m.16m 200m・160m 

立地・周 鼠入用右岸、白土穴の口遺跡 尼額大沢右岸・中に穴岩神社 猿沢川左岸の山頂近く 

園の目印 の上部。 あり。 

時 期 
縄文 弥生 縄文 

残存状況 良好 壊滅 一部破壊 

遺 構 骨角器 土器、石器、人骨 縄文土器 

遺 物 〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 〔日本洞穴学研究所〕 

備 考 

昭和62(1987)年一日本洞穴学 幅10、奥60、高4m。 昭和62(1987)年一日本洞穴学 

研究所調査。幅4、奥12、高 研究所調査。幅4、奥1.5、高 

3m。 3m。 

文 献 77,91 10,91,77 77,9l 
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No.コード 
92i〔KG72-0393〕 93i〔KG62-1354〕 94i〔KG62-1344〕 

遺跡名 /別称 

大穴(おおあな) 中里洞穴工(なかさとどうけ 中里洞穴Ⅱ(なかさとどうけ 

ついち) /よこゆえのあな 

つに) 

所在地 下閉伊郡岩泉町猿沢字外山 下閉伊郡岩泉町中里字中里 下閉伊郡岩泉町中里字中里 

図 幅 NJ-54-13-2-l、田老鉱山 NJ-54-13-2-1、田老鉱山 NJ-54-13-2-1、田老鉱山 

成因・標 石灰岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 200m・Om 180m.10m 185m・15m 

立地・周 沢の奥部・入口に摂待不動妙 沢の右岸・砂防ダムから3番 中里洞穴I遺跡の真上。 

園の目印 王の石碑。 目の沢を450m奥へ。 

時 期 
弥生 縄文 不詳 

残存状況 良好 良好 良好 

遺 構 土器片 縄文土器 石器 

遺 物 〔岩泉町民会館〕 

備 考 

昭和62(1987)年一日本洞穴学 平成元(1989)年一日本洞穴学 平成元(1989)年一日本洞穴学 

研究所調査。幅8、奥1,300、 研究所調査。幅6、奥15、高 研究所調査。幅2、奥3、高 
高2.5m。 2.5m。 2m。 

文 献 77 79,87 79,87 

位置図 
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No.コード 
97」 

〔KG72-0050〕 

98l〔KG45鵜1350〕 100i〔KF94-2284〕 

遺跡名 /別称 

申籠洞穴(さるごめ) 見内川Ⅲ(みないかわさん) 下医者待沢岩陰(しもいしゃ 
/笠松穴(かさまつあな) まちぎわいわかげ) 

所在地 下閉伊郡岩泉町猿沢字日向前 下閉伊郡岩泉町門字見内用 
下閉伊郡岩泉町釜津田字天板 屋 

図 幅 NJ-54-13-2-3、有芸 NJ-54-13-5-4、早坂高原 NJ-54-13-6-4、害鷹森 

成因・標 石灰岩 砂岩 粘板岩740m・約15m 

高・比高 180m・約36m 470m・7m 

立地・周 主要地方道猿沢トンネルの乙 見内川左岸 沢の左岸 

園の目印 茂側約150mから松林上部へ。 

時 期 
縄文 縄文(前・晩) 縄文 

残存状況 良好 良好 良好 

遺 構 縄文土器、動物遺存体(ツキ 縄文土器(前、晩) 石器 

遺 物 ノワグマ)〔岩泉町民会館〕 〔岩泉町民会館〕 〔日本洞穴学研究所〕 

備 考 

昭和62(1987)年一日本洞穴学 幅4、奥4.5、高1.5m。 平成元(1989)年一日本洞穴学 

研究所調査。幅7、奥35、高 研究所調査。幅1.5、奥2、高 

5m。 0.5m。 

文 献 91,77 83 79,89 
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No.コード 
101iロF37-2005〕 

102 ロF56鵜2175〕 
103iロF87-1121〕 

遺跡名 /別称 

撃枝垂岩(よしだれいわ) 成谷洞穴(なりや) 権の穴(ごんのあな) 

/ヨシノシダレ /下岩穴(しもいわあな) 

所在地 九戸郡山形村戸呂町11地割 九戸郡山形村霜畑11地割 九戸郡山形村小国 

図 幅 Nk-54-18-7-2、大川目 Nk-54-18-8-3、陸中関 Nk-54-18-8-2、端神 

成因・標 露岩 石灰岩 石灰岩 

高・比高 180m・約40m 約350m・約5m 約470m・約3m 

立地・周 囲の目印 

小国川左岸・旧道沿い 遠別川の左岸・県道脇 沢の右岸・桂の大木 

時 期 
縄文、弥生 弥生 

縄文(後・晩)、弥生(後)、奈 良 

残存状況 良好 
一部破壊(畑の客土に塞がれ ている) 

一部破壊 

遺 構 縄文土器(晩期)、弥生土器、 弥生土器 土器片 

遺 物 石器、土師器?、動物の骨? 〔地元個人蔵〕 

備 考 

三つ開口。動物の骨は洞外聞 大正12(1923)年一小田島禄郎 大正12(1923)年一小田島禄郎 
口部付近から。 調査。 調査。落盤ひどい。 

文 献 80 88 なし 

位置図 
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第3章 岩手県内重要洞穴遺跡(岩谷洞穴)調査報告

l.概要

岩谷洞穴は、北上高地の北部に位置する下閉伊郡岩泉町釜津田字上乗宿にある洞穴遺跡である。

北上高地は、丘陵性山地が連なる浸食の進んだ純平原であり、地質的には古生界の石灰岩や粘板岩

それに白亜紀に買入した花崗岩や変成岩が基盤となって複雑な分布を示している。このような地質

構造から水系や山系も入り組んでおり、各地に石灰岩が分布する。

特にも岩泉町は、石灰岩が広く分布し、鍾乳洞の発達がみられ、百以上に及ぶ同穴が確認されて

いる。洞穴遺跡も昭和初期から知られ、近年においても旧石器時代の調査が実施されている瓢箪穴

洞穴はじめ赤穴洞穴や竜泉新洞等著名な洞穴遺跡が多く分布する。また、岩泉町の小本川流域は、

藩政時代より「小本街道」として、別名「鉄の道」、 「塩の道」として内陸部と沿岸部を結ぶ重要な

地域であった。遺跡の名前が付けられている岩谷付近は、街道沿いの牛馬宿があったとされる地域

である。

遺跡は、大森山(1004m)と権現山(942m)に挟まれた山間で、小本川の支流である三田貝川

に流れ込む関沢に面し、南方の石峠から北流してくる関沢の西岸に位置する。また、当該洞穴は、

盛岡より早坂峠を経て門から岩泉、小本に通じる国道455号(旧、主要地方道盛岡岩泉線)沿いに

あり、早坂峠から岩泉方面にしばらく下り、最初のトンネル(岩谷トンネル・長さ36m)の真下に

ある。洞穴は石灰岩が部分的に張り出した路頭基部に開口している。

洞穴の標高は約590mであり、近接する関沢の河床から約7m程のところに開口する。遺跡は、

トンネル工事の際に人骨らしいものが多く出たという報告を受け、岩泉土木事務所の依頼を受け、

岩手県教育委員会文化課の現地調査で洞穴遺跡であることが確認された。トンネル工事自体はほぼ

完成していたことから、落盤を防ぐための応急措置のため、 1975年7月に緊急発掘調査が行われた。

トンネル工事及び道路の拡幅工事等によって、洞穴の開口部分は土砂で埋まり、一部開口部は確

認されたものの、奥行き等については不明である。ただし、言い伝えによると、街道を往来した人

が洞穴で休んだとか馬喰の博打場になっていた等の言い伝えがあることからするとかなりの広さを

持っていたと推定される。

発掘調査は、開口部入り口のごく狭い範囲幅2.5mX l m程の面積で開始された。ただし下位に

行くに従って幅が広くなっており、幅が4m程まで確認されている。

最上層の黒色土は、中央部では数cm程の厚さを持つ灰層が数枚確認できた。ただし、壁際では剥

落した石灰岩が多く、中央部より低くなっており柔らかく、層を明確に確認できなかった。しかも、

遺物は壁際から後晩期の遺物が出ていたが、後期と晩期の層を区分できなかったし、装身具等もこ

の壁際の不明確な黒色土から出土したものが多かった。

黒色土の下位の暗褐色の層は、 1 -10cm程の灰の層が何重にも見られた。この層は1 m以上もの

堆積が見られ、かなり長期に渡り生活の痕跡が確認されている。時期は縄文時代前期末から中期中

葉を主とすると考えられる。若干の骨角器や石製装身具も出土している。

さらにその下位にはやや褐色の強い層があり、壁際では大形の石灰岩を含む層であり、前期前葉

までの土器を確認している。しかし、調査範囲が狭く危険であったことと工事による破壊が及ばな

いことからここまでで調査を終了した。この層の下位にも遺物が存在する可能性は高いと考えられ

る。

ー
75

-



岩谷洞穴は、貝殻象瑛製や川真珠貝製等多くの装身具類が出土したことが、特筆されるが、内陸

部と沿岸部の交流を示す遺物ともいえる。また、自然遺物の中では、サルが非常に多いと云うこと

も特徴のひとつである。

今回の再整理に当たり調査時の記録を捜したが、アルバムの一部以外見つけることはできなかっ

た。したがって、以下の個々の遺物に記載されていたグリッド(区) ・層位名をそのまま使用したが、

詳細は不明である。区名としては、 OA区、 A区、 C区、 D区、 E区、 F区、層名として、撹乱、

表土黒土、 1層、工b層、 Id層、 1-2層、 Ⅱ層、 Ⅲ層、 Ⅳ層、 Ⅳb層、 Ⅳc層、 Ⅵ層、 Ⅵb層、 Ⅵ

c層、 Ⅶ層、 Ⅶb層、 Ⅶc層、 Ⅷ層、 Ⅷa層、 Ⅷb層、 IX層、 Ⅸb層、 IXc層、 Ⅸe層、 Ⅸh層、 Ⅹa層、 X

b層、 Ⅹe層がある。土層はおそらくこの逆の順に堆積しているようであり、その層順は基本的にど

この区にも当てはまるようである。

なお、調査時の写真もあまり良いものがなく、今回は省略することとした。

2.出土遺物

(1)土器

最初に出土土器の概要および再整理の経過について述べておく。

調査では、 30×40×20c皿のコンテナ10箱分(復元前)の土器が出土している。 1点近世の揺り鉢

が出土した他は、いずれも縄文土器である。

各層の出土土器の傾向を見ると、表土黒土-1層→後期中葉一晩期、 I b層→後期前葉、 1-2

層→中期後葉一後期前葉、 Ⅲ層→中期後葉(大木8 b式新)、 Ⅳb層→中期中葉、 Ⅵ-Ⅶc層→中

期前半、 Ⅷ-IXb層→前期末一中期初頭、 IXc-IXe層→前期前半、 IXh-Xb層→前期初頭とな

るが、混入も多くあくまで傾向である。まな今回定量的に示す余裕がなかったが、粗製土器も意

外に多いという印象も持った。

再整理をするにあたって、土器は次のような状態だった。水洗、注記は全て終了し、ビニール袋

に収納され、ビニール袋には出土位置・層が記されていた。また、無文土器とそれ以外を別に収納

しているものもあった。一部接着剤で接合されているものがあり、接合作業は済んでいるものと判

断した。袋を開けてみても、接合できそうな土器はなかった。このような次第で、再整理は、図化

のための選別から始めた。

選別の基準は以下のとおりである。出土土器をざっと見た所、下層から上層に向かって新しい時

期の土器が多くなる傾向は認められたが、同じ袋に入っているものを見ると、混在しているという

印象が強かった。そこで、出土土器の全ての時期、型式を網羅することを主眼とし、それに、ある

程度出土量を反映させることを目的として、次のような選別基準を立てた。無文・地文のみ(ただ

し、特殊な原体で時期・型式区分の目安になるようなものは有文扱い)のものは、 10×10em以上

の破片のみを選ぶ。文様を持つものは、 5×5em以上の破片を選ぶ。ただし、それ以下でも、同

じ時期・型式の破片が他になければ選ぶ。まだ底部のみの破片は、 1/2周以上残存しているものだ

け選別した。なお、小型土器は、この限りではないが、実際に図化が可能なものは2点のみであっ

た。

この基準によって256点の土器が選別されたが、紙幅の関係で90点前後に絞る必要があった。そ

こで、 256点の土器から、撹乱層以外で、同一地点・同一層出土土器が1点のみの場合は必ず選び、

複数出土している場合は、全体の出土量に比例させて2-5点程度を、大きいものから順に選んだ。

ただし、他に同一時期・同一型式のものがない場合は、小さくても選んだ。これで約50点となり、
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残りを撹乱層から、大きいもの、これまでに選んだものの中にない時期・型式のものを中心に、 40

点程度を選んだ。

掲載土器の概要。まず時期・土器型式。縄文時代前期初頭→18 (早期?)、 81 (円筒下層a式に

近い?)、 84、 85、 86。前期前葉→18 (円筒下層a式?) ?、 75 (円筒下層bl式?)。前期後葉→

3 (円筒下層dl式)、 4 (大木6式)、47 (dl式)、52 (円筒下層d式)、78 (大木5式)、80 (d

l式)、 83 (円筒下層C式?)。中期初頭一前葉→45 (円筒上層a2式)、 59 (大木7b式)、 60、 61

(7b式)、62(7a式)、65(7b式?)、67(7b式)、70(7b式?)、74(7a式?)、76(糠

塚式?)、 77 (7b式?)。中期中葉→58 (大木8a式)、 59 (8a式?)、 64 (8a式)。中期後葉

→40 (大木8b式新)、43 (8b式新)、44 (8b式新)、48 (8b式新)、53 (8b式)、54 (9式)、

55 (8b式)。中期末→37 (大木10式新)、 38 (10式新)、 39、 41 (大木10式古?) ?、 42?、 46 (10

式古)。

後期初頭→35 (上村式)、 36 (上村式)。後期前葉→20、 24 (螢沢式?)、 25 (螢沢式一十腰内工

式古中間型式)、 29 (大場式新)、 30 (大湯式新)、 3l、 32 (十腰内I式古)、 33 (大湯式?)、 34 (大

場式新)、 51 (宮戸Ib式新?)、 63、 66 (大湯式新)、 71、 72 (十腰内I式前後)。後期中葉→1 (後

期中葉一後葉)、 16 (新山権現社3式?)、 21 (新山権現社1式?)、 22 (新山権現社3式)、 28 (新

山権現社2式)。後期後葉→7 (痛付土器第Ⅲ段階)、 14 (第Ⅱ段階)、 19、 56?。晩期初頭一前葉

→6 (大洞B2式)、 13 (Bl式古)、 15 (BC2式)。晩期中葉→8 (大桐C2式古)、 9 (C2式後半)。

晩期後葉一末→2 (大桐Al式?)、 10 (A’式古)、 11 (A’式新)、 23 (A式?)。

5は近世である(19世紀の在地産のもののようである)。筆者の不勉強で時期が特定できないも

の→12 (大洞C2式?)、 73 (十腰内I式?、弥生時代後期?)、 82。その他、地文だけなどのため

に時期が特定できないもの→17 (後一晩期)、 26 (後期中-)、 27 (後期後葉?)、 49、 50、 52 (前期)、

57、 68、 69 (後期前葉?)、 79。なお時期・土器型式の認定に当たっては、参考文献に掲げた文献

を参照した。

最後に表の補足。 8の口唇部の突起は三角形と逆ノ字の陰刻の連続である(金子1995: Ⅳ群3

類a l類の変形)。 10は内外面摩耗。 20は胎土に1-2Ⅲ程度の石を多く含む。 23の頸部には三日

月形の刺突列。全体に残り悪く白いもの(石灰岩?)が付着している。 29二30らしい。 30の補修孔

は表裏両側からせん孔している。 45の突起口唇部に刻目列。 67のボタン状貼付文の両側に低い隆帯

があり、その上に縄(R)の側面圧痕を刺突状に施している。 80は縄の側面圧痕を羽状に施してお

り、口縁部から胴部上部にかけて右傾、左傾、左傾、 (隆帯)、左傾、右傾となっており、胴部の撚

糸文は、左側と右側で異なっており、左側は右傾、右側は左傾となっている。
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1988 「縄文時代後期初頭土器群の研究(2)」 『よねしろ考古』 5よねしろ考古学研究会

三宅徹也1989 「円筒土器下層様式」 「縄文土器大観1 草創期 早期 前期』小学館
1989 「円筒土器上層様式」 『縄文土器大観1 草創期 早期 前期』小学館

山内清男 1930 「所謂亀ヶ岡式土器の分布と縄文式土器の終末」 「考古学」 1-3
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N() 出土地点・図位 器種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
i人」高j (J封蓋午など) 

備 考 
卒エ 記事1 

l 車名不明・上撹乱 鉢?・胴部 縄文(しR)→洗練→ミガキ ナチ? 

2 A「,く ・批乱 鉢・=綾部 凋1対のÅ突起i暗描突起はさんで野蒜した沈隷・沈 →縄文(しRII ナデ? 外面スス・文様帯器面平坦 

3 E「X∴振乱 深鉢・=縁部 縄(し)の側面圧痕・略語上に刺突刺・調ナこ縄文( 節?Rし●7) ナデー? 

」 E匡・振乱 深鉢・胴部 ナデ→深い沈線 ミガキ? 

5 車名不明・批乱 括鉢(1/3同) ロタロ成形→底三部付近ナデ 

6 A直・表土黒土 注目・=縁皿部 B突起(・ミガキ) ミガキ 

l A直・表土黒土 深鉢・胴部 縦長の刻目→丸くて高い癌状突起 ナデ 内面スス付着 

8 ÅI ・表土黒土 潅鉢・=績都 =唇部削り出しによる突起列(・外面整形雑) ナデ P.77 

9 Ai ・表土黒士 深鉢・口綾部 i」縁部刻日列・胴部縄文(しR)-→頚部ナデ ナデ 外面スス・内外面軽耗 

10 Ai ・表土黒土 ・=綾部 
1出‥i了i=」ヽし、/ヽ突起モ・はさ/してl新主’毒したみ二督免・i:宕′置↓二 

ミガキ? 内面1条水平洗練 P、了了 よ,乙ノ空 I十三 仁子三文・女工i∴(二油川)こ’究.起 

11 Ai ・表土黒土 高杯・胴部 洗練深いが交点ナデでつぶされている ミガキ? 外面やや摩耗 

12 Ai ・表土黒土 鉢・=綾部 口唇部押出こよる小波状・縄文(しR)→流浪→ナデ ナデ(雑) 内外面スス付着 

13 A高言表土井上 深鉢・=縁郡 大波状i塵・深く削申込んだ三叉丈・縄文成し)→ 線→ミガキ ミガキ 

1」 A「 ・表土黒土 深鍋・=縁部 人、高と1)こ l定ま・l"l長話こ高I=’l白二づご/lr「る’突起 ・糾帖文(R) 
ミガキ? 病状突起は柏円形で低い 一一一一一一で主しiこ 二硝十-雄i同大ウニ上土-一- ミ ブ′キ 

15 A喜 ・表土黒土 深鉢・山綾部 B突起・縄文(Rし)→洗練 ナデ 外面摩耗 

16 A喜 ・表土黒土 鉢 4大波状=縁・縄文(R」)→太く薄めの沈線→ミガキ ミガキ 1/2周弱 

l了 C匡・表土黒土 深鉢・胴部 縄文(Rし)→所々指なで(故意ではない?) ナデ 外面全面スス付着 

18 Ei ・表土黒土 深鉢・胴部 桟位の綾経文(・底部は尖底?) ヘラナチ窪 

第13図 岩谷洞穴遺跡出土土器(1)
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No 出土地点・層位 諸種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
l人J面 (調整など) 

備 考 
仁王 記録 

19 E区・表土黒土 深鉢(1/4周弱) 上面押圧した台形突起・縄文(しR)→底部付近ほかナデ ナデ(雑) 内外面スス付着 

20 E区・表土黒土 深鉢・口綾部 ヘラナデ→網目条撚糸文(R) ナデ l/3周弱 P.7了 

21 OA区・l層 深鉢・口綾部 突起・縄文(Rし)→太く深い洗練→ミガキ ミガキ 雑鵬宗族垂の辞を薫っ鳥の 

22 OA区・1層 深鉢・口綾部 大波状口縁・口縁刻目列(・ミガキ?) ミガキ? 

23 OA区・1層 台付鉢・口縁部 小波状口緑・口唇部突起頂都をはさんで断種し冨鵬i薄文冊)→汚損 ナデ? 口緑内面水平洗練 P.了7 

24 OA区・1層 深鉢?胴部 太めの太い洗練→ナデ・縄の側面圧痕2列(上Rし、下R) ナデ 

25 OA区・1層 深鉢・□縁部 口結託隆帯状、上に縄文(しRI→淀線・縄文(しRl→流浪→ナデ ミガキ●? 外面スス付着 

26 OA区・1層 深鉢・底部 縄文(Rし)・底面網代痕(消えかかっている) ミガキ? 外面スス付着 

27 OA区・1層 注口部 一丁前沈線(一周する?)(・ミガキ) 指なで 

28 OA区・Ib層 深鉢・胴部 縄文(しR)一押し引き刺突列、洗練→ミガキ ナデ 内面オレンジ色 

29 OA区・Ib層 深鉢・胴部 縄文(Rし、0段多条?)→深く鋭角的な沈線→ナデ ナデ 文様の間に縦の刻日列 P.了了 

30 OA区・工b層 深鉢・口綾部 波状口緑・縄文(Rし、0段多条)→深く鋭角的な洗練、刺実利 ナ升丁寧) 突起内面水平短沈線・制射し P.77 

31 OA区・Ib層 深鉢・胴部 網目状撚糸文(し)→ナデ ナデ 

32 OA区・Ib層 壷?頭部? 細く深い洗練 指なで 

第14図 岩谷洞穴遺跡出土土器(2)
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No 出土地点・層位 諸種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
〇人Jせけ (,調整など) 

備 考 
本文 記載 

33 D区・1-2層 深鉢・口綾部 口唇部縄文・縄文(しR) ナデ 外面スス付着 

34 D区・1-2屑 深鉢・口綾部 突起・縄文(しR)→太く深い洗練、横位の刺突列 ナデ 突起内面4条洗練・縄文(しR) 

35 C区?l-2屑 深鉢・胴部 ヒレ状突起、縄文(しR)→ナチ・太めで浅い沈線 ナデ 

36 D区・1-2層 深鉢・胴部 縄文(しR)→太く浅い洗練→ミガキ ミガキ? 外面スス付着 

37 D区・1-2層 深鉢・胴部 太い洗練→縄文(しR)→ナデ ナデ 

38 D廊∴1-2層 深鉢・胴部 縄文(Rし)→太い沈線→ナデ ナデ 外面スス付着 

39 D区・1-2層 深鉢・胴部 撚糸文(R) ナデ 外面スス付着 

40 D区・1-2層 深鉢・口縁部 ナデ・縄文(RしR)→洗練→太く高い略語・深い刺突 ナデ 

4l D区・l-2層 深鉢・口縁部 沈線→縄文(しR)→ナデ ナデ 翻妨し(表側からせん孔) 

42 E区・Ib層 深鉢・胴部 縄文(しR)→洗練 ナデ 

43 E区・Ⅲ屈 鉢(1/′2闇弱) 波状口縁・縄文(Rし)→隆帯→ミガキ・低い台形状隆帯 ミガキ 

44 E区・Ⅲ噛 深鉢・胴部 低い台形状隆帯・縄文(しR)→ミガキ ミガキ? 

45 A区・Ⅳ檀 深鉢・口綾部 突起、隆帯上に縄(R)の側面庄痕・2本一組の縄(R)の側面圧痕 ナデ 内面スス付着 P.47 

第15図 岩谷洞穴遺跡出土土器(3)
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No 出土地点・層位 器種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
「句[由 (調整など) 

備 考 
本文 記載 

46 C区・Ⅳb層 深鉢・胴部 縄文(RしR)→太く浅い沈線、ナデ(ミガキ?) ナデ 

47 C区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 口緑部ボタン状突起、縄(しR)の側面庄痕、断面山形隆帯、縄丸しR) ナデ 内面スス付着 

48 C区・Ⅳb層 深鉢・胴部 断面台形隆帯・縄文(RしR)→隆帯に沿ってナデ ナデ(丁寧) 

49 C区・Ⅳb層 深鉢・底部 底部付近ナデ・底面網代痕 ナデ 胎土に小石顕著に含む 
50 C区・Ⅳb層 深鉢・底部 底部付近ナデ・底面網代痕 ナデ 

51 C区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 口綾部隆帯状・胴部縄文(しR)→沈線→ナデ ナデ 

52 E区・Ⅳb層 深鉢・胴部 撚糸文(R) ナデ 胎土繊維混入 

53 E区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 突起頂部口唇部刻日列・隆帯太く高い ナデ 外面剥落 

54 E区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 口綾部肥厚・隆帯、縄文(RしR?)→ナデ→ミガキ ミガキ 

55 E区・Ⅳb層 深鉢・胴部 低い隆帯・縄文(Rし?)〇一ナデ ナデ 

56 E区・Ⅳb層 深鉢・ロ綾部 断面三角形の細い隆帯・羽状縄文(Rし.しR.0段多条) ナデ 

57 E区・Ⅳb層 深鉢・底部 縄文(しR) ナデ(雑) 内面におこげ付着? 

58 E区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 口線内外面隆帯・縄文(しR)→洗練 ナデ 

59 E区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 大波状口縁・縄文(しR)の側面圧痕による文様 ナデ 

第16図 岩谷洞穴遺跡出土土器(4)
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No 出土地点・同位 器種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
内血j (調整など) 

備 考 
本文 記載 

60 F区・Ⅳb層 深鉢 対向するニケ月形突起・縄文(Rし)-→ナデ ナデ 外面スス付着? 
61 F区・nIb層 深鉢・胴部 縄文(Rし)-→縄(しR)の側 面庄痕による文様 ミガキ? 

62 F区・Ⅳb層 深鉢・胴部 抑圧による横並びの突起状・その下に半裁竹管による文様←雑文(しR) ナデ 胎土に小石顕著に入る 
63 F区・Ⅳb層 深鉢・口綾部 抑)返し日露・その下および頸 に縄(しR)の側面圧痕←縄文(しR) ナデ 
64 F区・Ⅳb噛 深鉢・口綾部 熊田外面 親指大鳴子しi□駿芭. 筒矧i赦Rし音→浅い槻 ミガキ? 

65 E区・Ⅵ層 案鉢・口綾部 波状口 景?深く太い縄(しR)の側血圧痕 ナデ 

66 E区・Ⅵ層 案鉢・口綾部 口唇部縄文・縄文(しR.0殿多条)・細く深い洗練、刺突列 ミガキ? C区Ⅳb層出土破片と接合 

67 E匝・Ⅵb層 案鉢・口綾部 突置口綾部横位の逆流猥・口鱒 縄(R〉の倒血圧剰こよる文様・縄文(しR) ナデ 胎土に小石顕著に入る P.77 

68 F区・Ⅵb層 栄鉢・底部 底面網代痕 ナデ 
69 E区・Ⅵc噛 栄鉢・白線部 折り返し□縁・縄(しR) ナデ 
70 F区・Ⅷ層 深鉢・口綾部 (ナデ) ナデ F区Ⅳb届出土破片と接合 
7l E区・Ⅷb層 深鉢・口綾部 網目状撚糸文(R) ナデ 胎土に小石顕著に入る 
72 F区・Ⅷb層 胴部 縄文(しR)・→洗練〇一ナデ ナデ 外面赤色付着物 
73 F区・Ⅶb層 口綾部 半裁竹管状洗練の底に細い竹管状刺突 ナデ 
74 F区・Ⅶe屈 深鉢・口綾部 口緑肥時・縄文(しR)→細く深い洗練、刻日列 ナデ 口緑内面水平に断面三角形隆帯 

75 E区・Ⅷ層 莱鉢・口縁部 撚糸文(R)→太い隆帯→隆帝上に沈線 誹れで高l 口緑文様なし(ナデ) 
76 E区・Ⅷa層 深鉢・口綾部 隆帝上に縄(Rし)→の側面庄痕 ナデ 
77 F区・Ⅷa層 深鉢・口綾部 口綾部肥厚・縄文(Rし)一際帝→撞帯上に縄(Rし)の側面圧痕 ナチ ミ署i) 

第17図 岩谷洞穴遺跡出土土器(5)
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No 出土地点・層位 器種・部位 外面(文様・装飾、地文、原体など) 
ト句面 (調整など) 

備 考 
本文 記載 

78 E区・Ⅸ層 深鉢・口綾部 2個1対の三角形突起・半裁竹篭工具による文様 ナデ(雑) 

79 E区・Ⅸ層 深鉢・胴部 縄文(しR) ナデ 外面スス付着 

80 E区・Ⅸb層 深鉢・口綾部 低い隆帯→刺突、縄(し.R)の側面圧痕・胴部株糸文〈し.R) ナデ 胎土に繊維混入 P.77 

81 E区・Ⅸc層 深鉢・胴部 横位綾繰文 ナデ 胎土に繊維混入 

82 E区・Ⅸc層 ・底部 四脚・くし描状況線文(・底面に指紋) ナデ 

83 E区・Ⅸe層 深鉢・頚部 
IJ綾拙く良) の1則I巾l臆士寝〔t二よ る二丈二本舵・甑や「雄を辞書上Iこ 

ナデ 外面スス付着 細(R) の偶i月面主上痕・肋j窪に余斗縄文:(しR) 

84 E区・Ⅸh層 深鉢・底部付近 縄文(しR)(・尖底と思われる) ナデ(雑) 胎土に繊維混入 

85 E区・Xa層 深鉢・口綾部 口唇部抑圧、一部刺突・縄文(しR) ナデ(雑) 胎土に繊維混入 

86 E区・Xb層 深鉢・口綾部 休部斜縄文(しR)→口唇部抑圧 ナデ(雑) 胎土に繊維混入 

第18図 岩谷洞穴遺跡出土土器(6)
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(2)石器

ア 概要

本洞穴遺跡から出土している石器は、礫石器及び剥片石器を合わせてコンテナ0.5箱程度である。

このほか、明瞭に石器と認識することが困難な礫類がほぼ同量保管されていたが、今回分析し報告

の対象としたのは、これを除いたものである。

イ トウール(第19図一第21図、第3-4表)

いわゆるトウール(以下石器と呼ぶ)は96点出土している。その内訳は、第3表一第4表のとお

りである。そのうち、出土層位がほぼ明らかなものは74点で、土器の時期別出土傾向を参照するこ

とにより、それらのおおよその帰属時期を推定することができる。これ以外は表面採集・撹乱層及

びその他の不明層出土のもので、帰属時期を推定する場合にはその形態等によることになる。

(a)石鉄

石鉄は57点出土し、本洞穴遺跡出土石器の中で最も高い割合を占めている。形態は、茎を有する

いわゆる有茎のものと、有しない毎茎(凹基、平基)のものの両者が出土している。有茎石鉄は後

期前葉以降多数を占めるようになる。石材は硬質頁岩、珪質頁岩を用いる割合が高く、チャート・

ギョクズイがそれに次ぐ。表裏いずれかの面に主剥離面と考えられる広い面を残すものが多い。欠

損は、基部により多く認められる。先端部に衝撃剥離の認められる例が3点ある。

(b)石匙、スクレイパー類

石匙もしくは石匙と考えられる石器は11点出土している。いずれも剥片を素材とし、長軸または

短軸の一端にノッチを入れてつまみ部を作り出す。 Ⅵ層(中期初頭)中で最も多く出土する。それ

より下位の層ではあまり明瞭でない。 25, 60は、肉眼で刃部に光沢が観察される。石材は硬質頁岩、

珪質頁岩が用いられ、それ以外の石材は認められない。このほか、つまみ部の作り出しの認められ

ないスクレイパーエッジを有する石器が9点出土している。頁岩のほか、鉄石英、ギョクズイが用

いられているものが少数ある。 46はギョクズイが用いられているもので、先端を尖頭部の作り出し

と見るなら石鍛または尖頭器として分類することも可能である。

(C)礫石器類

磨石4点、敲石5点、凹石5点出土している。いずれも握拳大以下の川原石を用いている。 14は

両端に敲打痕を有しほほ中央部に擦痕を有している複合石器。前期末葉一中期初頭と考えられる。

48は長軸の一端に敲打痕が認められる。 61は表裏面の敲打による凹部のほか、端部にも敲打痕が観

察できる。 62は一方の側線部に研磨痕が認められ、他方に敲打痕が観察される複合石器。このほか、

磨製石斧の基部が出土している。明確ではないが、礫素材と考えられる。

り まとめ(第22図)

本洞穴遺跡から出土した石器及び剥片類は少量であるが、県内における数少ない洞穴遺跡調査例

であることや、同一層中で共伴した土器片からおおよその帰属時期が特定できることなどから、貴

重な情報を提供できるものと考えられる。ここでは、剥片類から見た場合の遺跡の形成と、剥片類

の石材について触れておく。

(1)遺跡の形成

剥片類を、 20mm以上の最大長を持つものとそれ未満のものに分けている。ここでは前者を剥片、

後者を砕片と呼んだ。剥片は、出土層位等の明確なものは107点、総重量879.3gである。砕片は表

面採集等のものを含めて84点である。石器数に比して、剥片・砕片の数量が少ないように見受けら

れる。これは、発掘調査時のロスによる部分もあると考えられるものの、洞穴内における石器製作
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や剥片類の廃棄の機会が極めて少なかったことを予想させるものである。なお、石核は出土してい

ない。第22図A-Dに、出土区及び層位別剥片類一覧を示した。

(b)石材について

本洞穴遺跡から出土した剥片石器を含めた剥片類の石器石材は、硬質頁岩(珪化が著しいものを

珪質頁岩として分離した)、ギョクズイ(酸化鉄による赤化の著しいものを鉄石英として分離した)、

チャート及び粘板岩(ただしこの石材は石製品加工により生じたものかもしれない)である。北部

北上山地の縄文時代の遺跡に一般的に見られる黒曜石や硬質のホルンフェルスは認められなかっ

た。

これらの石材の重量比を時期別に見たのが第22図Eである。資料数が十分でない時期もあるものの、

中期前葉以降石材が多様化し、特に後期中葉以降は、鉄石英の大型剥片が大きく影響しているもの

の、硬質頁岩の比率が著しく低下している。この傾向は、この地域の他遺跡の一般的傾向と合致す

るものと思われる。
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第21図 岩谷洞穴出土石器(3)

第3表 岩谷洞穴出土石器一覧(1)
出土区 層 位 型 式 石 材 長 幅 厚 重量 祈 れ 原球面 備 考 図面番号 

1 E Xe スクレイパー 硬質頁岩 103.2 55.5 13.8 92.5 主剥離面 
2 E Xde 敲石 123.8 78.3 47.9 690.8 

3 E X 石匙? 硬質頁岩 60.9 28.5 12.3 19.9 基部 
4 E Ⅸc 石鍛 硬質頁岩 22.7 18 3 0.9 1 

5 F Ⅸc 石銭 硬質頁岩 41.5 12.5 7 2.8 2 

6 E Ⅸb 石鍍 硬質頁岩 26.7 19.8 5 2.1 ○ 3 

7 E Ⅸb 石銭 硬質頁岩 30.7 19.8 2.9 1.5 

8 E Ⅸb 石鎖 チャート 37 15.9 5.5 3 主剥離面 
9 E Ⅸb 石銭 チャート 37.1 15.6 54 3 主副能面 
10 E Ⅸ 麿石 137 6L7 46.5 59L7 14 

11 E Ⅸ スクレイパー ギョクズイ 98.3 33.4 14 44.9 左縁 主剥離面 
12 E Ⅸ スクレイパー チャート 63.2 37.5 16.4 28.4 主剥離面 
13 E Ⅷb 石錬 硬質頁岩 20.7 18 3.3 l工 先端部 7 

14 E Ⅷb 石錬 硬質責苦 40 16 3.8 2.1 5 

15 E Ⅷb 石鋏 硬質頁岩 19.6 16.8 5.1 l.7 先端部 4 

16 E lⅢb 石銀 硬質頁岩 39.3 19.2 5 2.8 

17 E lⅢb 石鍛 硬質頁岩 36.2 19.4 3.3 2.1 

18 E Ⅷb 石鍍 硬質頁岩 21.7 16.7 4.3 1.4 先端部 ○ 6 

19 E Ⅷb 凹石 168 45.6 18.7 216.7 

20 E Ⅷb 凹石 133.6 61.2 34.6 367.8 

21 F Ⅷb 石鍛 硬質頁岩(珪質) 31.4 12.7 5.2 1.7 10 

22 F Ⅷb 石鎌 硬質頁岩(珪質) 23.4 16.2 3.6 1.2 
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A 出土区毎剥片敬

覆賃 買轡 珪賃 買岩 飯石 葵 ギョク ズイ チャー ト 

撹乱 5 1 2 

表土鼠色土 4 
i

4 1 

I 
1 1 4 2 

でも‾‾‾‾‾ 1 

Ⅱ i 

2 

Ⅳ 1 

0 7 ! 2 1 1 

覆賃 珪賃 

鹸石 英 貫砦 責砦 ギョク ズイ チャー ト 

表摸 十 

真土購色土 4 1 1 

Ⅲ 1 

Ⅳa i 

匹_ 14 ま 2 

‾ 

Ⅵ 7 1 1 

Ⅵc 1 
1 

Ⅶe 1 1 

Ⅷa 3 1 

1種b 1 

Ⅸ 1 l 

Ⅸb 4 ー 
Ⅸc 2 

迅」 1 

Xま臆、_ 1 I 

強乱 2 1 

B 岩谷洞穴出土剥片鞍

出土し硬質位置し鹸石 ギョク チヤ 粘槙 

〇位 i責岩 貫着 英 ズイ ート 岩 

杜重さi 8 o 5 1 
1

子 0 

I 1 0 1 4 2i o 

Ib 1 0 
i

o O音 O( 0 
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2 O O 
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Ⅶe li o 0 1 0 0 
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Ⅶc = o 0 0音 o
9 

Ⅷa 3i l「 O音 O 0 0 

Ⅷb! 2i 」O 0 0 0 

Ⅸ 11 1, 0 0 i∴∴引 0 

Ⅸb 「

5 O「 o l Oi O 

Ⅸci 2音 Oi o音 O 
1

0: 0 

Ⅹa1 1 Oi O〉 0 oi o 

Xe 十 † 
】 o音 oi O音 o 

合冊1 65 12 7音 18i 4i l 

E 岩谷洞穴剥片類石村出土屑位(時期)別重量比(数字は資料数)

調細く●)中瓶前脚苦汁「制札で〇、 ・十
〇〇中東〈重)曲出回登雑へ↓田“H〇〇回整l軍車上書主事〇着J請ヽ・∴ ・ 、子∴亡∴ 」 i

C 岩谷洞穴出土砕片資料敬一覧

出土i 位置 建賃 鉄石 ギョク チャー 

区 i 掃位 .貫着 貫岩 音其 ズイ ト 

E 表土意色出 2 

OA 表土具色土 3 1 

A
i 

I 1 1 1 1 

oA‾i I 2 

°A Ib 1 

C_⊥⊥皇 i
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A 撹乱 i
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C 撹乱 

°A 撹乱 )

1 

全き† 14 0 2 1音 l 

D 岩谷洞穴出土剥片重量(g)

出土厚着軽質鉄石iギョク チヤ 栴檀 
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Ⅵc「2互 Oi29 0 o 

Ⅶe 4.5i O音 2 0 0 

Ⅶb 3.9i o」 Oi o言 0 0 

Ⅶc 2.4音 oi o】 0 0 0 

Ⅷa 10.9看 4.9: 0 0 o O 

Ⅷ占 25.4「 0 0 0 Oi O 

Ⅸ 3,8音 2.9 O1 0 oi O 

ⅨbI 25.7i O 0 4.6 O音 o 
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第22図 岩谷洞穴出土別片類データ
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第4表 岩谷洞穴出土石器一覧(2)

出土区 層位 塑 式 石 材 長 幅 惇 重量 折 れ 原敬面 備 考 図面番号 
23 F Ⅷb 石鍬 硬質貞岩 29.6 15.5 5.6 2.2 先端 9 

24 F lⅢb 宥鍍 硬質巧者 24.了 19.3 4.2 l.7 主剥離面 8 

25 E lⅢa 石箆i? 硬質貞岩 3ら6 43.8 了.4 13.1 先端部 

26 E lⅢa 百錬 硬質貢岩 30 国.8 3.4 1.5 11 

2T E lⅢa 石鍛 硬質貴著(珪質) 31.2 18.8 4.7 2 主剥離面 12 

28 F lⅢa 石鎌 硬質質岩 37.6 12.8 3.8 L7 13 

29 E lⅢ 石匙●? 硬質貴著 74.9 25.6 10.1 19.了 基部 ○ 

30 E Ⅷb 石匙 硬質頁岩(尭質) 51.2 25.8 6.5 9.3 15 

31 E Ⅵc 石匙●? 硬質頁岩 22.4 3l.3 7.5 4.6 基部 主剥離面 17 

32 E 1伍 石銭 硬質頁岩 25.7 12.9 4.1 0.9 ○ 16 

33 D 11b 石匙 硬質頁岩 59.5 22.7 14.3 16.3 左緑 18 

34 E Ⅵ 石匙 硬質頁岩 69 18.1 5.8 9.3 火 24 

35 E Ⅵ 石匙 硬質頁岩 42.6 39 9.5 1L6 火 22 

36 E Ⅵ 石匙 硬質頁岩(珪質) 39.7 93.3 8.6 27.2 26 

37 E Vl 石匙 硬質頁岩 42.9 54 了.3 15.6 刃部光沢 25 

38 E Ⅵ 石鍛 硬質頁岩 26.4 16.8 十十 1.6 21 

39 E Ⅵ 市銀 硬質頁岩 22 16.2 3.4 l.2 20 

40 E 11 古鏡 硬質頁岩 50.5 =.8 6.2 3.5 基部 19 

41 Eo「F Ⅵ 右鍛 硬質質岩 38.了 13.4 3.3 1.5 23 

4之 E Ⅳro「Ⅸ 有錬 硬質頁岩(珪質) 29 19.1 5.2 2.3 58 

43 E Ⅳe 石鍾 56.T 4l.3 14.4 4上2 

44 C Ⅳrb 麿でi 104 89.4 38.l 5了9.了 

45 E ⅣIb 続石 了4.9 61.4 28.4 186.了 

46 E 爪音.b 巌石 86.了 52.9 28.3 156.7 

4了 E h’b スクレイパー 硬質頁岩 4了.8 16.9 10 7.6 ○ 主剥離面 

48 E 凡手b 摩製石斧 緑泥岩 53 28 15 35.6 先端部 基部のみ 27 

49 F ⅣIb 石匙 硬質頁岩 42.3 47.3 6.2 9.5 有縁 28 

50 F nrb 凹石 103.8 103.8 45.4 665.9 長軸欠損 

51 E Ⅳa 麿石 132.9 75 82 813 

52 C 皿 石鍛 硬質頁岩 29.9 量2.7 4 l.3 29 

53 C Ⅲ 石鍛 ギョクズイ 2l.2 20.8 4.6 1.3 基部 3l 

54 C Ⅲ 石鍛 硬質頁岩 31.5 18.9 」.6 2 30 

3e D I" Ⅱ スクレイパー 硬質貴著 39.4 25 8 5.2 有縁 火 

56 D I・Ⅱ スクレイパー’? 鉄石英 2l.2 23 9 4.2 先端部 火 

5了 D I・Ⅱ 石鍍 ギョクズイ 16.8 13.1 2.5 0.4 

58 Å 表土黒土 市銀 チャート 2くま./ま 10.5 4.1 0.9 32 

59 A 表土黒土 石鍛 チャート 20.2 ll.6 4 0.5 先端部 衝撃剥離 33 

60 A 表土聖二土 石鍛 ギョクズイ 24.2 14.9 3 l 基部 34 

61 A 表土黒土 有鍛 ギョクズイ 之0.8 14.1 3.4 0.7 基部 35 

62 A 表土黒土 石緻 硬質頂岩 ?5.6 15.1 2.4 0.9 基部 主剥離面 37 

63 A 表土黒土 石鎖 チャート 20.4 12.3 6 l.2 基部 36 

64 A 表土黒土 石鉄 チャート 26.3 17.8 5.3 3.3 主剥離面 

65 E 表土黒土 磁石 144.3 96 56.2 1316.6 

66 E 表土黒土 巌石 122 52.6 5l.9 495.5 48 

67 E 表土黒土 スクレイパー 硬質珪岩 46.9 2上2 8.2 了.2 主剥離面 45 

68 E 表土黒土 石鍛 硬質頁岩 18.8 1L4 3.4 0.6 基部 42 

69 E 表土黒土 石鍛 チャート 19.4 9.8 4.1 0.4 基部 

70 E 表土黒土 石鍛 チャート 30.了 l了 3.3 」7 主剥離面 41 

アユ E 表土黒土 石鮫 硬質東署 15.4 11.5 2.5 0.2 基部 40 

72 E 表土黒土 石鍛 硬質頁岩 20 ll 3.9 0.8 ○ 38 

了3 E 表土黒土 石餓 硬質頁岩 32 13 4.4 l.6 基部 39 

了4 A Z 石鍛 硬質貴著(珪質) 27.了 15.6 6.8 1.了 基部 主剥離面 56 

了5 A Z 石鍛 硬質頁岩(珪質) 19.5 16.1 3.1 0.5 先端部 衝撃剥離(樋状) 
76 A Z 石鍛 硬質貴著 16.2 9.9 3 0.4 基部 先端のみ 57 

il A Z 石鍛 硬質頁岩(珪質) 29.4 13.3 5.1 l.8 先端、基部 先端衝撃剥離 55 

78 A 0 スクレイパー●? チャート 23 ご 4 1.9 左縁 主剥離面 46 

了9 A 0 石鍍 ギョクズイ 18.4 10 3.9 0.8 基部 44 

80 A 0 石鍛 硬質頁岩 】0.5 13.8 1.9 0.2 基部 先端のみ 52 

81 A 0 石鍛 チャート 16.4 12 3.9 0.7 基部 先端のみ 51 

82 A 0 石鍛 硬質頁岩(珪質) 3l.6 12.4 4.7 1.7 基部 43 

83 Å 0 百錬 チャート 25.2 1l.2 3 0.5 47 

84 A 0 古鏡 硬質頁岩 12.」 14.3 2.了 0.4 先端部 基部のみ 49 

85 Å 0 石錬 チャート 20.2 13.9 4.5 l.1 先端 50 

86 
り 初期枇乱 門石 123.`4 70 53.5 807.1 

8了 E 撹乱 尖頚器 硬貨頂岩 48.1 28.4 10 1L2 53 

88 F 枇乱 石鎖 硬質頁岩 26.l 15.1 6 2.量 54 

89 F 撹乱 石館 硬質負岩 18 12 4.了 0.7 先端部、基部 
90 Å 撹乱 スクレイパー 硬質頁岩(珪質) 39.ヱ 38.7 10.7 16.3 ○ 
91 

り ・) 石匙 硬質貝岩 5l.6 61.8 8.4 25.8 刃部光沢 60 

92 
り ・) 磨石 150 79.3 37 802 62 

93 
り り 石鍛 ギョクズイ 33.2 14.3 4.9 l.了 基部アスファルト 

94 
り り 石鍛 硬質頁岩 26.6 14 3.5 0.8 

95 
り り 凹石 93.5 60 47.8 355.4 61 

96 
り ・) 磨製石斧 緑泥岩 46.4 36.6 18.2 45.2 先端部 基部のみ、整形凍残す 59 
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(3)土製品・石製品

土製品は合計10点出土している。種類別にみると、土偶1点、土製垂飾品4点、腕輪3点、種別

不明2点である。石製品は4点出土している。けつ状耳飾り1点、垂飾品等3点である。

1は中英の板状土偶の肩部片である。肩から腕にかけては、ほぼ直角に曲がっている。表、裏面

とも上半部に刺突文が施文されている。残存長5.1、残存幅4.7、厚さ1.4e肌、重量は319である。

E区表土黒土の出土である。

2は土製垂飾品で、上端は丸味を帯びたつまみ状の形で、その下で一旦すぼまり、くぼんでいる。

下半は逆さのU字形に作り出されている。中央のすぼまる部分には焼成前の0.3cm程の孔があけら

れている。 Ⅳ75A区3層出土、長さ3.1、幅2.3、厚さ1.lem、重量は6.4qである。写真図版5-6。

3、 4は土製環状腕輪片である。 3は幅l.6で最大厚0.65cmで重量は2.2gである。 4は幅1.6、

最大厚0.5cm、重量は1.79である。内外面に宋彩がなされている。 3、 4とも全面にミガキが加え

られており、 A区出土である。

5-7は耳栓で、いずれも中央のくぼんだ所に孔があけられている。 5は全面朱彩され、直径l.2、

孔径は0.l、厚さ0.7e皿、重量は0.9gである。カクラン出土である。 6は欠損品で、約半分のみが

残存している。全面朱彩され、直径1.5、孔径0.2、厚さ0.6cm、重量0.79である。 D-I ・ Ⅱの出

土である。 7は全面朱彩で、直径l.3、孔径0.2、厚さ0.9cm,重量l.3gである。 Ⅳ75C区Ⅳ層出土

である。

8は直径0.8c皿の柱状の土製品である。 4つの刻目が施文されている。重量は1.19である。 D-

Ⅳb出土である。

9は種別不明の土製品で、 C区3層出土である。土器の取っ手の可能性がある。外面は、朱彩で

磨かれている。中央がややくぼんでおり、ナデによる調整がなされている。上端面は器面から剥離

したもので、下端は欠損している。残存長2.4、幅2.2、厚さ0.7cm、重量は3.99である。

10-13は石製品である。10は一部が欠損したけつ状耳飾りで、 OA区Ⅱ層出土である。最大長3.1、

最大幅3.3、最大厚0.35cmである。重量は4gである。両面とも、擦痕が観察できる。中央と、その

上に孔があけられており、それぞれ最大直径は、 1.2、 0.6c皿である。石材は粘板岩である。写真図

版5-5。 11はE区Ⅲ層出土のもので、台形状の形を呈している。中央よりやや上に最大径l.lonの孔

が両側からあけられている。全体に擦痕がみられ、最大長5.5、最大幅2.7、最大厚1.4c肌、重量は34.3 g

である。 12はC区Ⅲ層出土のもので、長楕円形の扁平な石に、最大径0.5ぐmの両側からの穿孔がみ

られるものである。最大長3.6、最大幅1.65、最大厚0.4cm、重量は3.9gである。写真図版5-2。

13はカツオブシ形石製品である。長さ10.3m、幅3.6、厚さl.13cm,重量64.6gである。上方が尖っ

ており、その側面に擦痕がみられる。裏面下端には欠損が見られる。写真図版4-左下。

14a-14cは、同一の資料の破片と考えられるもので、それぞれ粘土板の上に、漆と思われる接

着材を敷き、その上に貝を象眼している。 14aは10枚の貝破片が埋め込まれ、図の左上端の破片に

は擦痕が残っている。左下のスクリーントーン部分は剥落した貝破片を示しているので、この資料

には11の貝破片が存在したことになる。埋め込まれた貝の厚さは0.lcm程である。厚さは0.3cmで軽

く湾曲している。図の上端のラインは製品が屈曲する所で、内面の上3/lは、いわいる生きている

面である。上3/l程を除いて、剥離した面で占められており、スクl)-ントーンで示した。下のラ

インも製品の屈曲するラインに近い。したがって幅1.6となる。残存長2.2em、重量はl.Ogである。

Ⅳ75E区表土、黒土出土である。

14bは、長さ1.7c皿の三日月状に加工された貝破片が3枚埋め込まれたものである。貝破片は図
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に向かって、右端→中央の破片の順で埋め込まれている。左端との前後関係は不明である。表面に

は擦痕が観察できる。資料の上下は屈曲する部分になっており、幅が推定できる。内面は上端と中

央の島状に残された部分を除いて、剥離面に占められている。残存長1.2、幅1.8、厚さ0.4cm、重

量は1.2gである。 CA区カクラン出土である。

14Cは貝破片が3つ埋め込まれているものである。既に剥落した貝破片の痕跡が5つあり、計8

つの破片が存在したものと考えられる。 14aと比較すると貝が摩滅している。内面では上端がわず

かに残存している。内面を斜めに横断するように窪みがあるが、何の痕跡かは不明である。上のラ

インと下の一部に生きている面があり、幅l.lcmとなる。残存長1.4、厚さ0.2cm,重量は0.6gである。

これら3つは、断面形が若干反っている点、残存幅から象眼された腕輪の一部と推定される。幅

にバラツキがあることから、部位によって腕輪の幅が異なっていたと推定できる。写真図版5-14-16。

琉拍片も3点出土しているが、原形を留めておらず、粉状になっている。いずれもE区のⅣb-

Ⅹ層から、 0.19、 Ⅷa層から0.1g、 Ⅷb層から0.69出土している。
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(4)骨鳥貝器

骨角貝器は合計54点出土している。

1は加工痕のある鹿角である。先端部は擦痕が集中し、尖っている。基部は折れている。擦痕は

裏面の下半部を除いて、ほぼ全体に存在している。長さ10.2、幅1.2、厚さ0.85c皿、重量は10.89

である。

2は鹿角製で、残存長13.7、幅l.4、最大厚0.9cm、重量15gである。先端が丸みを帯びいる。擦

痕は先端や側面に見られ、下端は折れている。表黒Ⅹe出土である。

3は猪下顎犬歯製のもので両端は折れている。内面の湾曲する側に擦痕がみられる。残存長8.5、

幅l.5cm,重量は7.3gである。 E区のXa層出土である。写真図版5-18。

4は骨製で扁平に加工されたものである。表裏面は丁寧に加工され、非常に滑らかで、光沢があ

る。表面は縦方向に研磨されている。裏面はほぼ平になっている。最大長6.7、最大幅2.0、最大厚

0.3cmである。両端は折れている。重量は2.89である。哺乳類骨が素材と思われる。 E区表土出土

である。

5は釣り針である。長さl.4、幅0.8、厚さ0.12cm,重量0.1gである。返しが付いている。針先

部長は0.5cmである。写真図版5-20。

6は先端部につまみが付くものである。残存長2.0、幅0.7、最大厚0.51c皿、重量0.6gである。

先端が丸く加工され、その基部には沈線が巡る。下端は、その断面の観察から、加工を全周に施し

た後、折り取りしたものである。 E区表黒出土である。

7は、 6と同様、つまみが造り出されるもので、残存長4.8、幅l.l、最大厚0.63、重量1.49で

ある。つまみ部の上下には沈線が施文されている。つまみ部以外の断面は半円形となっている。 E

区表黒出土である。

8は牙鎌か錨、あるいは垂飾品と考えられるものである。長さ2.5、幅l.3、厚さ0.2、孔径0.35cm、

重量0.4gである。穿孔は両側からである。裏面には擦痕が観察できる。OA区カクラン出土である。

写真図版5-19。

9は、髪針のつまみ部分と推定されるものである。頂部は丸く作り出され、沈線が2条平行に刻

まれ、最初の沈線に直径0.5emの穿孔がなされている。残存長は3.0、最大幅l.1、軸径0.4c皿、重量

1.37gである。動物にかじられた跡と思われる痕跡が残っている。 E区表黒カクラン、 Ⅹe層出土

である。

10、11は骨角器の破片である。10は全体に擦痕があり、残存長2.45、幅0.45、厚さ0.45c皿、重量0.5g

である。 11は残存長l.05、幅0.5、厚さ0.25cm,重量0.6gである。ともに焼成を受け、 A区Ⅲ層出

土で、素材は哺乳類骨と思われる。

図示しなかった骨器がある。刺突具の先端破片は残存長0.9、幅0.3cm、で重量は0.05gである。

鹿角製と推定される。 F区Ⅸc層から出土している。もう一つの刺突具破片は、残存長1.5、幅0.5cm、

重量0.229である。全体に擦痕が見られ、面、接が形成されている。哺乳類の骨が素材と考えられ

る。 E区Ⅷa層出土である。また、平面形が長楕円形の骨器が1点出土している。残存長3.6、幅l.7、

厚さ0.3。皿、重量1.8gである。厚さにややバラツキがあるが、扁平なものである。 E区Ⅷb層出土

である。カットマークのある鳥骨製製品が1点出土している。残存長0.9、幅0.4e皿、重量0.29で

ある。カットマークは鳥骨長軸に直行する形で上下端と中央に残っている。 E区表土、黒土(壁際)

出土である。このほか、加工痕のある骨が、カクランから2点、 E区カクラン(表黒Ⅹe層)、 E区

表土黒土、 E区表黒(カべギワ)、 E区表黒土から各1点づつ出土している。工a層からはへラ状
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の骨器1点、 E区カクラン(表黒Ⅹe層)からは穿孔のあるもの1点が出ている。

12、 13は椎骨に穿孔がなされるものである。 12は直径2.l-l.95、厚さ0.85cm、重量は1.39であ

る。 E区カクラン出土である。 13は直径1.4-1.45、厚さ0.9cm、重量は0.79である。素材は共に、

サメ類椎骨で、 E区Ⅸ層出土である。図示していないものには、椎骨に穿孔あるもの1点がE区カ

クランから出土している。

14は淡水産二枚貝に両側からの3つの穿孔がなされているものである。うち2つは完全な形で確

認できるが、 lつは4/1弱しか残存していない。残存長1.5、幅0.9、厚さ0.2cm、重量0.59である。

15aは2つの穿孔がされるものである。残存長l.2、幅0.7、厚さ0.2cm.重量0.2gである。 15bは

2つの穿孔がされるもので、残存長1.2、幅0.9、厚さ0.2cm,重量0.2gである。 15cは2つの穿孔

がされるもので、残存長1.5、幅0.8、厚さ0.2cm、重量0.59である。 4つとも側面にも加工痕・擦

痕がされている。穿孔径は0.25-0.3cmである。 15a-Cは、断面の観察からすると、その左右両端が、

加工を全周に施した後、折り取りしたもので、猪牙製である。写真図版5-2l-24。

16、 17、 19、 20は両側から穿孔されている。 16は全面は丁寧に磨かれ、光沢に覆われ、擦痕は観

察できない。直径0.8、孔径0.2、厚さ0.4cm、重量0.39である。 17は焼成を受けたもので、全体に

擦痕があり、さらに光沢もある。直径0.6、孔径0.2、厚さ0.3c皿、重量0.29である。 18は穿孔部分

に段がつくものであり、片側からの穿孔で、 E区Ⅲ層出土である。直径0.7、孔径0.2、厚さ0.2cm、

重量0.1gである。 19は縁辺の一部が欠損しているが、直径0.9、孔径l.5、厚さ0.2on、重量0.3gで、

E区Ⅳ層出土である。 20は表裏の器面の一部が剥落している。直径1.0、孔径0.3、厚さ0.3c皿、重

量0.39である。 16、 17、 20は猪犬歯製である。

21は貝製品である。貝の縁辺にキザミを入れ、鋸歯状に加工したものである。表面の大部分は剥

離しており、縁辺部分しか本来の厚さを留めていない。残存長は4.6、残存幅2.25、厚さ0.2cm、重

量4.09で、カラスガイがドブガイ製と考えられる。D区l,2層出土である。図示しなかったものに、

FⅦb層から巻貝を加工し、軸状にしたものが1点ある。

22は貝に穿孔がなされるものである。0.1cmの穿孔が1箇所なされている。残存長5.55、残存幅3.7、

厚さ0.lcm,重量は3.5gで、穿孔は両側からである。淡水性二枚貝製と思われる。 E区Ⅳb-X層

出土である。写真図版5-23。

23はタカラガイ製の垂飾品である。両端が欠損しているが、残存長5.7、幅1.5、厚さ0.9cmである。

内面の切断の際の明瞭な擦痕がある。重量は9.39である。 E区表土黒土からの出土である。写真

図版5-17。

24は貝製品で縁辺が鋸歯線状に加工されている。外面は縁辺よりの下方しか残存していない。残

存長1.5、残存幅l.8、厚さ0.lcm、重量0.9gで、エゾアワビが利用されたものと推定される。

25、 26は貝輪である。内外面とも磨滅している。残存長4.0、幅0.9、厚さ0.23cm、重量1.9gで

ある。E区カクラン、表土黒土Ⅹe層出土で、貝種は不明である。26は、残存長3.5、幅0.7、厚さ0.36cm、

重量1.2gである。フネガイ科サルボウもしくは、アカガイ製で、表採資料である。また図示しなかっ

た貝輪が2点ある。 1つはカサガイ類で、 E区Ⅸ層から出土している。貝種不明のものはE区表土

黒壁際から出土している。

27は穿孔されたイシガイ左殻製品である。残存長3.4、残存幅1.8、厚さ0.1c皿、重量2.19で、 O

A区1層a出土である。内面には3箇所の穿孔があり、図の左端は穿孔途中のものである。その右

は、 2つの穿孔が重なっている。左側に穿孔途中の孔があり、その右側にそれを切った形で貫通す

る穿孔がある。孔径は0.3cmである。
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28は内面に外側からの穿孔があるものである。殻高3.3、殻長3.2、高さ1.4cmで重量5.5gである。

外面の左側に0.15-0.2e皿の大きさの孔があるが、人為的に穿孔されたものではない。内面の一部

には擦痕、直径0.15-0.2cmの孔があり、面が形成されている。タマキガイ製で、 E区表土出土で

ある。

29-31はカサガイ類の殻頂部に孔のあいているものである。 29は長径2.4、短径2.3、厚さ0.2、

高さ0.8cmで、孔は長径l.6、短径1.2cmである。重量2.2g、 E区表黒出土である。 30長径l.9、短

径l.5、厚さ0.l、高さ0.6cmである。孔径は長径0.8、短径0.6on,重量0.5g、 E区表黒出土である。

31は長径2.1、短径l.4、厚さ0.1、高さ0.3cmである。孔径は長径0.8、短径1.2c皿で、重量は0.7g

である。 E区表黒出土である。

32は貝に孔があけちれたもので、切断されたところは平滑な面となっている。大きさは長径2.8、

短径2.4、厚さ0.2、高さ0.7cm、重量1.5qである。孔径は長径2.1、短径1.5cmとなっている。表土

出土である。33は長径l.65、短径1.5、厚さ0.1、高さ0.5cm、重量0.4gで、孔径は長径0.8、短径0.6cm

である。孔に見える部分は断面の観察から割れによるものと判断できる。 34はアマオブネガイに2

つの穿孔をしたものである。孔の周りには擦痕がある。長径1.6、短径1.4、厚さ0.2、高さl.Oem、

重量1.Ogである。上の孔の径は0.4-0.5、下の孔の径は0.45-0.5cmで、 F区Ⅷa層出土である。

29-33はカサガイ類製である。

35は長径l.8、短径1.3、厚さ0.5ぐ皿、重量1.0。である。両側から穿孔されおり、孔径は0.2c皿ほ

どである。 F区Ⅷa層出土、貝製である。

36は真珠に穿孔したものである。長径0.8、短径0.6、厚さ0.4cm、重量0.3gである。孔径は0.2e皿

で、両側から穿孔である。写真図版5-3。また、図示できなかったが、直径0.36ぐmの球形の真珠が

1点出土している。重量は0.29である。写真図版5-4。

実物の所在不明で図示できなかった資料が1点ある。鳥骨に3つの穿孔がなされるもので、長さ

5.2cm (写真図版5の上段左端)である。
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動物遺存体

今回は1975年の調査資料のうち、表土や撹乱を除いたものとサンプル資料を1mmメッシュで水洗

フルイにかけたもの10袋を対象とした。種名表は掲載しないが、詳細についてはそれぞれの出土一

覧表を参照していただきたい。動物の種名については、参考文献としてあげているものに準拠して

いる。

以下で遺物の大きな種類ごとに岩谷洞穴遺跡の動物遺存体を概観していく。

貝類は、ヤマキサゴ、カワシンジュガイが圧倒的に多い。カワシンジュガイは食用のためと考え

られるが、ヤマキサゴは陸産の貝類で洞穴内で自然死したと考えられる。海産の貝類も若干含まれ

るが、ほとんど岩礁性の巻貝である。小本川の河口付近の環境を反映していると考えられる。河口

に内湾的な環境もある気仙川上流の小松洞穴遺跡とも内容は異なるようである。

ほ乳類はイノシシ、シカなどのほかツキノワグマ、カモシカ、ニホンザルが多いのが目に付く。

また、洞穴内に生息していたと思われるコウモリ類の骨も出土している。ネズミ類も多いが食用に

されたかどうかは疑問である。

両生類では、ヒキガエルがほとんどを占めている。上腕骨からみると雄が雌よりかなり数が多い

ようである。カエル類の同定については現生標本が十分でないため、野苅・長谷川(1979)による

検索表を用いている。ヒキガエルはほとんど単一種で且つ出土量が多いこと、人為的に傷をつけら

れた痕跡を持つものがあることから食用として捕獲されていたと考える。

魚類については、淡水産の魚類より、海産のものがずっと多い。淡水産のものとしてはヤマメと

考えられる小型のサケ科魚類、コイ科魚類などが少量出土しているのみである。多くはカツオ・サ

バ属・ソウダガツオ属・フサカサゴ科等の海産魚類である。出土部位から見ると、頭部の骨はごく

少なく、椎骨が最も多い。サバなどの腐りやすい魚を海岸部で加工して持ち込んでいる可能性が高

い。持ち込まれる方法に交易の様なものが考えられるが、岩谷洞穴側から海岸部の人へ対価として

何があったのか興味深い。水洗フルイの資料からはイワシ類も出土している。

以上簡単だが概要となる。より遺跡の性格を明確にするため河口部の遺跡や他の地域の洞穴遺跡

との比較など今後の検討課題としていく必要がある。鳥類は出土しているが、今回、分析できなかった。

今回の遺物の同定の際には陸前高田市の佐藤正彦氏、洞穴遺跡調査員でもある陸前高田市立博物

館の熊谷賢氏の多大な御協力を得ている。また、岩手県立博物館には館所蔵の骨格標本を利用させ

ていただいた。

参考文献
野苅家宏、長谷川薯和 1979 : 「日本産蛙類の骨学的研究」 ㌻伊江島ナガラ原西貝塚」

岡田要、今泉古典 1960: 『原色日本哺乳類図鑑』

渡部息、重、奥谷喬司 1983: 『学石井西部具図鑑 貝I」

渡部忠重、奥谷喬司 1983: 「学研西部具図鑑 貝=』

益田一他 1984: 『日本産魚類大図鑑上

乗正雄 1982: 『原色円本陸産貝類図鑑ニ

水洗フルイのデータ
袋番号 体積cc 重量 母 土器 g チップ g エノキ g 炭化物 g 袋に記された記号等 

1 12300 10.84 13l.8 0 0.4 8.l 記号あるが不明 

2 11700 10.04 36 0 0 ll ⑤ 

3 9000 7.85 43.3 0.了 0.5 12.7 ① 

4 9600 12.75 6.3 0 0.2 2.1 記号なし 

5 8650 7.66 40.3 0 0.l 4.5 ⑧ 

6 5250 5.07 0 0.01 0.2 4 ⑪ 

7 6000 5.77 0 0.1 l.3 8.4 ll●73音㊧- 

8 6350 5.91 7.8 0 0.6 l.3 岩谷⑨ 

9 6900 5.96 7.2 0 0.3 3.4 ⑧ 

10 8550 7.65 35 0 0.1 12.2 ⑥ 

合計 84300 79.5 307.7 0.81 3.7 67.7 

保存サンプルを除いた体積・重量である。

-
97

-



貝類

地点 層 位 

マキガイ綱 ニマイガイ綱 

種 名 種 名 

ヤマキサゴ エソアワビ そ の 他 
カワシン ジュガイ 

マシジミ イカイ 
そ の 他 

左 右 左 右 左 右 

A 4 l 

C Ib 
2 5 

C IVb 2 

D l-2 チヂミポラ1 

E IVb バツラマイマイ1 l 2 

E Iヽ′b下部 l チヂミポラ1 5 4 ドプガイ・カラスガイの破片 

E \rI 
l 

E VIb 3 ドプガイ・カラスガイの破片 

E \rIc l 5 8 ハマダリ左1(繚痕あり) 

E VⅡ 2 

E l「Ⅱa 
l 1 l 

E VⅡb 2 4 

E l17Ⅲ 1 

E ヽ「Ⅲa 26 l 不明1 16 20 1 l 

マガキ左1、ドプガイ・カラスガイ の破片 

E lrⅢb 9 1 

イポニシ1、クボガイ1、ユキノカサガイl、マイマイ原1、 
43 46 3 

ムラサキインコガイ左1、ヤマトシ ジミ左2、ドプガイ・カラスガイの 破片・ハマダリ破片 

ミガキポラ?1、オオウケマイマイ破片 

E 萱X 95 2 
キセルガイモドキ2、オオウケマイマイ3、キセルガイ科 

25 23 2 2 l 

マツカサガイ左3、ムラサキインコ ガイ左1・右5、ドプガイ・カラス ガイの破片 

の一種1、ニッポンマイマイl、マイマイ属2 

E IXb 1 

ユキノカサガイ1、キセルガイモドキ7、ニッポンマイマ 
12 8 1 2 

ムラサキインコガイ左1、ドプガイ・ 
イ3、オオウケマイマイ1、マイマイ属1 カラスガイの破片 

E lXb(純灰) †吊 ニッポンマイマイ1、オオウケマイマイ(幼)1 

E IXb-3 1 

E 萱Xc 42 ユキノカサガイ5、ユキノカサガイ科の一種1 3 6 

E IXd 6 2 1 

E IXe 32 キセルガイモトキ1、ニッポンマイマイ1 2 

E IXf 24 
1 

E IXi 7 1 

E X 3 

E Xa 72 キセルガイモドキ1 l 

E Xc 65 オオウケマイマイ1、フトキセルガイモドキ1 2 3 

E Xd 3 l 

E Xe 46 
キセルガイモトキ1、フトキセルガイモドキ3、オオウケ 

3 2 

マイマイ1、シポリガイ1、バツラマイマイ1 

E XI 2 
l 

F l.Ⅱb 2 破片 カサガイ類1 工 8 1 

F ’Ⅱc 2 マイマイ属1 4 5 破片 

F l′Ⅲa 3 破片 マイマイ屈1 9 4 カモガイ右1 

F l′Ⅲb 
2 

F IXb 亘 1 フトキセルガイモドキ1 3 2 1 

F IXc 3 ムラサキインコガイ右1 

OA I 1 
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哺乳類

地点 層位 稲 名 蔀 位 左右 備考 

A 4 ムササビ? 下顎骨 左 l 

C lb ノウサギ 中足付 ∴ 
l 

E Ⅳb サル 下顎骨 右 l 

E Ⅳb シカ 下顎臼歯 1 

E Ⅳb下部 ハタネズミ亜科 下顎骨 左 1 

E Ⅸ アナグマ 下顎骨 左 l 

E Ⅸ イヌ科? 
中手あるい は中足付 

l 

E Ⅸ イヌ科? 下顎骨 右 l 

E Ⅸ イヌ科? 塞筋骨 1 

E Ⅸ イノシシ 胸椎 1 

E Ⅸ イノシシ 基筋骨 1 

E Ⅸ イノシシ 上顎I2 左 1 

E Ⅸ イノシシ 下顎pm 左 ) 

E Ⅸ イノシシ 上顎Il 左 獲 

E Ⅸ イノシシ Il 1 

E Ⅸ カモシカ 下顎PM2 右 1 

E Ⅸ カモシカ 下顎骨 右 2 

E Ⅸ 力、そシカ 下顎)12 左 1 

E Ⅸ キツネ? 基節付 2 

E Ⅸ クマ 末節骨 l 

E Ⅸ サル 下顎骨 右 1 

E Ⅸ シカ 中筋骨 左 1 

E Ⅸ シカ 基筋骨 左 1 

E Ⅸ シカ 下顎臼歯 左 1 

E Ⅸ シカ 焼骨 右 量 

E Ⅸ シカ? 寛骨 左 l 

E Ⅸ ジネズミ 下顎骨 左 量 

E Ⅸ ネズミ亜科 下顎骨 右 8 

E Ⅸ ネズミ亜科 下顎骨 左 11 

E Ⅸ ネズミ科 上顎骨 左 1 

E Ⅸ ネズミ科 上腕骨 左 l 

E Ⅸ ネズミ科 上腕骨 右 2 

E Ⅸ ネズミ科 大腿骨 左 l 

E Ⅸ ネズミ科 続骨 左 1 

E Ⅸ ネズミ科 尺骨 左 l 

E Ⅸ ネズミ科 尺骨 右 l 

E Ⅸ ネズミ科 大腿骨 右 4 

E Ⅸ ネズミ科 寛骨 右 1 

E Ⅸ ノウサギ 下顎骨 左 1 

E Ⅸ ノウサギ 下顎I 左 l 

E Ⅸ ノウサギ 下顎M 左 3 

E Ⅸ ノウサギ 第三中足骨 左 1 

E Ⅸ ノウサギ 軒二中子骨 左 1 

E Ⅸ ハタネズミ亜科 下顎骨 左 5 

E Ⅸ ハタネズミ亜科 下頚骨 左 1 

E Ⅸ ハタネズミ亜科 臼歯片 1 

E Ⅸ ハタネズミ亜科 上顎骨 右 2 

E Ⅸ ハタネズミ亜科 下顎骨 右 8 

E Ⅸ ヒト 尺骨 左 1 

E Ⅸ ムササビ? 踵骨 左 l 

E Ⅸ モグラ科 下顎骨 右 2 

E Ⅸ モグラ科 上腕骨 右 量 

E Ⅸb イノシシ 基筋骨 右 1 

E Ⅸb イノシシ 基節骨 左 1 

E Ⅸb イノシシ 下顎〉13 右 1 

E Ⅸb イノシシ 下顎切歯 左 1 

E Ⅸb イノシシ 第五中手骨つ 右 1 

E Ⅸb カモシカ 下顎〉13 右 l 

E Ⅸb シカ 基筋骨 左 ) 

E Ⅸb シカ 埋骨 左 ) 

E Ⅸb ネズミ亜科 下顎骨 右 3 

E Ⅸb ネズミ亜科 下顎骨 左 2 

E Ⅸb ネズミ科 下顎I 左 1 

E Ⅸb ネズミ科 上腕骨 左 l 

E Ⅸb ネズミ科 大腿骨 右 1 

E Ⅸb ネズミ類 下顎骨 左 1 

E Ⅸb ハタネズミ商科 下顎骨 右 3 

E Ⅸb ハタネズミ亜科 頭骨 l 

地点 楢位 種 名 部∴怖 左右 備考 

E IXb ハタネズミ亜科 下顎骨 左 1 

E Ⅸb モモンガ? 下顎骨 左 l 

E Ⅸb 食出目の-一睦 上顎骨 1 

E Ⅸb 不明 基筋骨 l 

E 

Ⅸb (純灰) 

イノシシ 側頭骨 左 1 

E 

Ⅸb (純灰) 

イノシシ P〉1 1 

E 

Ⅸb (純灰) 

イノシシ 接骨 右 1 

E 

Ⅸb (純灰) 

ネズミ亜科 下顎骨 古 l 

E 

Ⅸb (純灰) 

ネズミ亜科 下顎骨 左 l 

E 

Ⅸb (純庚) 

ハタネズミ亜科 上顎骨 l 

E 
Ⅸb (純灰) 

ハタネズミ亜科 下顎骨 右 1 

E Ⅸb-3 ネズミ亜科 下顎骨 右 り 

E Ⅸb-3 ネズミ科 上腕骨 左 l 

E Ⅸc イヌ 踵骨 左 1 

E Ⅸc イノシシ 上顎切歯 右 1 

E Ⅸc イノシシ 上顎I2 右 l 

E Ⅸc イノシシ 上顎骨 左 1 

島 Ⅸc クマ 構五中足骨 古 2 

E Ⅸぐ シカ 臼歯 1 

E Ⅸc シカ? 臼歯 l 

E Ⅸc タヌキ? 下顎犬歯 左 1 

E Ⅸc タヌキ? 下顎犬歯 右 1 

E Ⅸc テン 踵骨 左 l 

E Ⅸc ネズミ沌科 下顎骨 右 3 

E Ⅸe ネズミ亜科 下顎骨 左 3 

E Ⅸぐ ハタネズミ藤科 下顎骨 左 8 

E Ⅸe ヒト了 頭骨片 l 

E Ⅸぐ 小形くま乎し頼 腰椎 1 

E Ⅸc 不明 基筋骨 l 

E Ⅸd イノシシ 中筋骨 左 l 

E Ⅸd クマ 第三中手付 左 l 

E Ⅸd サル 下顎、13 右 1 

E Ⅸd シカ 上顎〉13 左 l 

E Ⅸd シカ 中筋骨 左 1 

E Ⅸd ネズミ亜科 下顎骨 右 り 

E Ⅸd ネズミ亜科 上顎骨 右 l 

E Ⅸd ハタネズミ亜科 上顎骨 右 2 

E Ⅸd ハタネズミ亜科 下顎骨 右 1 

E Ⅸd ハタネズミ亜科 下顎骨 左 ? 

E Ⅸd ヒト 第一中手骨 左 1 

E Ⅸe カモシカ 上顎臼歯 右 ? 

E Ⅸe ネズミ科 大腿骨 左 1 

E Ⅸe ハタネズミ亜科 上顎骨 l 

E Ⅸe ハタネズミ亜科 下顎骨 右 1 

E Ⅸ「 ネズミ科? 仙椎 1 

E Ⅸl ハタネズミ亜科 下顎骨 右 l 

E Ⅸg ネズミ薮神 下顎骨 右 り 

E Ⅵb イノシシ 腰椎 1 

E Ⅵb イノシシ 頬骨 左 1 

E ー冒b イノシシ 下顎骨 左 l 

E 1b カモシカ 中手骨 1 

E l音lb カモシカ 下顎、11 右 l 

E l音lb クマ 下顎骨 左 1 

E Ⅵb サル 下顎骨 右 l 

E Ⅵb サル 下顎骨 左 1 

E Ⅵb サル 下顎〉13 古 1 

E Ⅵb シカ 角 1 

E ⅥIb シカ 中節骨 右 1 

E lqb シカ 中手骨 1 

E Ⅵb シカ 椋骨 右 2 

E Ⅵぐ サル 腰骨 右 1 

E 1Ⅲb イヌ科 中手骨 1 

E Ⅶb イノシシ 軽骨 左 l 

E Ⅷb イノシシ 横付 古 1 

胃 Ⅷb イノシシ 第四中手骨 古 1 

E Ⅷb カモシカ 上顎白馴聞 右 1 

胃 Ⅷb カモシカ 上顎白即m2 右 1 

胃 Ⅶb サル 上胸骨 右 2 
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地点 噛位 種 名 部 位 左右 備考 

E lⅢb サル 上腕骨 左 2 

E Ⅷb サル 
下顎白歯 \=o「2 

左 2 

E Ⅷb シカo「カモシカ 下顎竹 右 l 

E Ⅷb ヒト 基筋骨 l 

E lⅢb ヒト 中筋骨 1 

E Ⅷb ヒト? 上腕骨 右 1 

E Ⅶa イノシシ 日劇片 1 

E lⅢa シカ 末節骨 左 1 

E lⅢa シカ 腰骨 左 l 

E lⅢa ネズミ藤村 下顎骨 左 1 

E 1Ⅲa ネズミ亜科 千顎骨 右 2 

E 1Ⅲa ハタネズミ亜科 下顎骨 左 l 

E 1Ⅲa ハタネズミ亜科 下顎骨 右 2 

E 1Ⅲa モグラ科 上腕骨 左 1 

E lⅢb イノシシ 下顎切的2つ 右 l 

E 1Ⅲb イノシシ 下顎骨 左 1 

E lⅢb イノシシ !距骨 右 l 

E lⅢb イノシシ 音下顎P\13 右 1 

E lⅢb イノシシ 第五中手付 右 l 

E lⅢb キツネ 第三中足骨 右 1 

E lⅢb キツネ 第四中居脅 右 1 

E lⅢb キツネ 符二中足脅 右 l 

E lⅢb キツネ 凝骨 古 1 

E 1Ⅲb キツネつ 塞筋骨 2 

E 1Ⅲb シカ 中足骨 1 

E lⅢb シカ? 末節骨 左 l 

E 1Ⅲb テン? 踵骨 左 1 

E 1Ⅲb テン? 距骨 左 1 

E lⅢb ネズミ戒科 下顎骨 左 1 

E lⅢb ネズミ科 上腕骨 左 1 

E 1Ⅲb ネズミ亜科 下顎骨 古 1 

E 1Ⅲb ハタネズミ重科 下顎骨 古 1 

E X ハタネズミ亜科 上顎骨 1 

E X ハタネズミ軒科 下顎骨 左 1 

E Ⅹ ハタネズミ亜科 下顎骨 右 1 

E Xa イノシシ 上顎C 右 1 

鴨 Xa イノシシ 上顎P〉12 右 1 

E Xa イノシシ P〉1 1 

E Xa 
ニホンキクガシ ラコウモi)了 

下顎骨 左 l 

E Xa ネズミ軒科 下顎骨 右 3 

E Xa ネズミ理科 下顎骨 左 l 

E Xa ネズミ科 上院骨 右 1 

E Xa ハタネズミ亜科 上顎骨 右 l 

E Xa ハタネズミ証科 下顎骨 右 ? 

E Xa ヒト? 顕骨片 1 

E Xぐ イノシシ 下顎骨 右 l 

E Ⅹぐ イノシシ 上顎12 左 1 

E Xc シカ 瑠骨 右 l 

E Ⅹぐ シカ 末節骨 右 l 

E Xぐ シカ 塙甲骨 右 1 

E Xぐ ネズミ罷科 下顎骨 右 2 

E Xぐ ハタネズミ亜科 下顎骨 右 1 

E Xd ハタネズミ轟科 下顎骨 左 1 

E Xe シカ 距骨 左 1 

E Xe シカ 基節骨 右 1 

E Xe シカ 塞筋骨 左 l 

「 Xぐ ネズミ科 大腿骨 左 1 

胃 Xe ハタネズミ鞘科 下顎骨 右 1 

E ⅩI シカ 下顎113 右 l 

丘 Ⅹ工 シネズミ 下顎骨 左 1 

E XI ネズミ亜科 下顎骨 盲 ? 

E XI モグラ科 上腕骨 左 1 

E区 1Ⅲb シカ 角先端部 1 

F Ⅷb イノシシ 下顎萱l? 左 1 

F lⅢl ネズミ託科 下顎骨 左 1 

F lⅢb イノシシ了 末節骨 左 l 



魚類1

地点 層位 祖∴∴∴名 部 左右 敷量 

E Ⅳib サケ科 般 1 

E Ⅳ’†) 尾 1 

E n●b サバ時 十 1 

E Ⅳb 板兜配細 撫 1 

E 八.b下郡 サケ科 十 1 

E 八’b下部 サハ妬 尾椎 .) 

E 八’bト調 ソウタカツオ屈 骨 1 

E 八’hト調 サハ妬 舌 千∵∵ 右 l 

E Ⅳ’h下部 ブリ帰 I宅穐 
i) 

E 11c カツオ 比碓 リ 

E \l、 サケ科 尾維 .) 

E \l: サバ煽 尾維 ′) 

E llぐ 破兜濫綿 骨 ′) 

E llぐ 不明 十十 1 

E l航 カツオ l 椎 1 

E l批 カツオ ) 骨 左 1 

E †1工 カワハ千千千 I 椎 1 

E †1工 タイ科 I 福 1 

E †1言 フサカサゴ科 I 
1 

E lⅢb 板兜亜細 雅骨 1 

E lⅢb タイ科 碓骨 1 

E lⅢb ブリ輯 I王権 1 

E Ⅶb 不明 椎骨 1 

E 1Ⅲa アイナメ科 尾 3 

E 1Ⅲa カツオ 腹 ∴† 

E 1Ⅲ種 カツオ 時雄 9 

E 1Ⅲa カツオ :∴言十六千 1 

E lⅢa サケ手 椎骨 ∴: 

E 1Ⅲa サケf 腰椎 3 

E 1Ⅲa サケ手 桂根 3 

E 1批1 サバf 高上組子 右 1 

E 1Ⅲa サバ 腹椎 

E lⅢa サバ I 稚 14 

E lⅢ種 校紀温綿 骨 13 

E lⅢa 枚兜配紳 遊離歯 1 

E lⅢ) ソウダカツオ履 椎骨 9 

E lⅢa ソウケカツオ椿 尾碓 6 

E lⅢa タイ科 I 椎 1 

E lⅢこ1 フサカサゴ科 囚廿 右 1 

E 1Ⅲ種 フサカサゴ科 版権 “) 

E l皿1 フサカサゴ科 尾椎 言 

E \工〇千 ブリ 雅骨 1 

E lⅢa ブリ 版権 3 

E 1Ⅲa ブi) 座礁 11 

E 1Ⅲa 不明 椎骨 ? 

E 1Ⅲa 不明 腰椎 1 

E l]:子 不明 世椎 ま 

E lⅢb アイナメ科 腹 1 

E 1Ⅲb アイナメ科 l 8 

E 1剛) カワハギ科 I 維 1 

E 1Ⅲb カツオ 粗骨 5 

E 1Ⅲb カツオ 腹柏 2了 

E lⅢb カツオ 履 ′18 

E lⅢ†) コイ 尾椎 1 

E lⅢb サケ科 腹碓 8 

E lⅢb サケ科 座礁 4 

E lⅢb サバ 前上訴骨 右 1 

E lⅢb サバ 腹植 14 

E lⅢI) サバ椿 尾椎 32 

E lⅢb 板的菰綱 椎骨 34 

E lⅢb ソウダカツオ様 椎骨 21 

E 1Ⅲb ソウダカツオ妬 腹雅 6 

E lⅢb ソウダカツオ鴫 居能 3 

E lⅢb タイ科 画」二諦骨 右 1 

E lⅢb ダイキ 腹 り 

E lⅢb タイ科 慢 6 

E lⅢb タイ科 逆鞘 1 

E lⅢb フサカサゴ科 舌 骨 ∴ 】 

E 1Ⅲb フサカサゴ科 手 碓 1 

E lⅢb フリ 腰椎 3 

E lⅢb プリ 尾 雅 6 

E lⅢb マグロ膚 尾 椎 1 

E lⅢb 不明 腰椎 1 

E lⅢb 不明 尾礁 1 

E lⅢc 板蝿駆網 椎骨 12 

E Ⅸ アイナメ科 腹稚 5 

地点 層位 浄∴∴∴名 郡 左右 数量 

E Ⅸ アイナメ料 I闘 l 4 

E Ⅸ マアジ 尾柏 仁 i 

E Ⅸ カワハギ科 腹 5 

E Ⅸ カワハギ科 尾 ′) 

E Ⅸ カワハギ科 〕∴りi:: 1 

E Ⅸ カツオ 骨 1 

E Ⅸ カツオ 腹楕 1 29 

E Ⅸ カツオ 履 26 

E Ⅸ カツオ 方骨 右 1 

E Ⅸ カツオ: 肩甲骨 右 1 

E Ⅸ カツオン I高沢萄- 3 

E Ⅸ サケ科 腹 15 

E Ⅸ サケ科 尾 1了 

E Ⅸ サハ屈 腹 18 

E Ⅸ サバ局 十 35 

E 【Ⅹ サハ碇 「〔諾高i 1 

E は 板鯉亜綱 遊離酌 1 

E Ⅸ 板鱒浦細 礁骨 49 

E Ⅸ スズキ 版穐 1 

E! Ⅸ ソウダカツオ楊 角骨 ;: 1 

E Ⅸ ソウダがノオ鴫 椎骨 29 

E Ⅸ ソウダカツオ撮 腹 た 4 

E Ⅸ ソウダカツオ減 尾 6 

E Ⅸ タイ科 履碓 1 

E Ⅸ フサカサゴ科 腹 13 

E Ⅸ フサカサゴ神 I七惟 12 

E Ⅸ フサカサゴ科 :極言㍉: 右 1 

E Ⅸ ブリ士 椎骨 .) 

E Ⅸ ブi)鴫 腹 3 

E Ⅸ ブリ成 尾 15 

E Ⅸ 不明 甚 骨 右 1 

E Ⅸ 不明 椎骨 3 

E Ⅸ 不明 腹 ∴ 

E Ⅸ 不明 叱碓 8 

E ⅨI) アイナメ圭臆 脱 ‡ 4 

E Ⅸb アイナメ科 尾維 4 

E Ⅸb カワハギ科 腹椎 ∵: 

E Ⅸ1) カワハギ科 I 椎 1 

E Ⅸb カワハギ料 背 百枚 1 

E Ⅸb カツオ 版権 4 

E Ⅸb カツオ 座碓 仁 

E Ⅸ1) カツオ ら対I章子 
ワ 

E Ⅸb カツオシ :∴言∴ 骨 1 

E Ⅸ1) サケ科 階弓i】i 1 

E Ⅸb サケ科 版権 ∴: 

E Ⅸb サケ科 色相 3 

E Ⅸb サバ碕 胞 1 

E Ⅸ1) サハ鴫 尾 主 3 

E Ⅸb 破兜租網 遊離 因 1 

E Ⅸb 板兜粧細 椎ノ 13 

E Ⅸt) スズキ 般維 5 

E Ⅸl) スズキ 尾椎 1 

E Ⅸb ソウダカツオ輯 椎骨 5 

E Ⅸb ソウダカツオ鴫 腰椎 1 

E Ⅸ1) ソウダカツオ様 I 椎 1 

E Ⅸb タイ科 腰椎 り 

E Ⅸb タイ科 尾椎 6 

E Ⅸb 7サカサゴ科 艇種 /) 

E Ⅸb フサカサゴ科 i 椎 ∴† 

E Ⅸb ワリ届 腰椎 3 

E Ⅸb ブリ楊 I七 5 

E Ⅸb 不明 焼鈍 右 1 

E Ⅸb 不明 雅′ 
り 

E Ⅸb 不明 腹 3 

E Ⅸb 不明 尾椎 2 

E Ⅸb臆2 カツオ 柁椎 1 

E Ⅸb臆2 ソウダカツオ届 椎骨 1 

E Ⅸb葛2 不明 惟 1 

E Ⅸb臆3 カツオ 陀 1 

E Ⅸb臆3 不明 Iで 1 

E Ⅸb臆4 校鯉i離日 維 一) 

E Ⅸ†)園丁 カツオ I七 4 

E Ⅸb臆8 カツオ 脱 1 

E Ⅸe カワハギ科 腰椎 1 

E Ⅸし カワハギ科 陀椎 1 

E Ⅸc カツオ ∴ 蹄;、 右 1 

E Ⅸぐ カツオ 尾稚 ∠4 

ー100鵜

地点 層位 練∴∴∴名 軌 左右 歓土」と 

E Ⅸぐ サケ科 脱 り 

E Ⅸe サバ婦 般 1 

E Ⅸぐ 碩蛇亜綱 ∴ 
1 

E Ⅸc フサカサゴ科 般 4 

E Ⅸc フサカサゴ科 柁 “) 

E Ⅸc 不明 腹 3 

E Ⅸe 不明 方骨 信 1 

E Ⅸc フサカサゴ科 脱椛 1 

E Ⅸ艮 イ岬i 方骨 ・う 

1 

E Xa フサカサゴ神 脱 ∴: 

E ヽ言 フサカサゴ科 寝棺 1 

E ヽ∴ ブリ嘱 履植 1 

E ヽ; カワハギ科 脱 5 

E Ⅹc カワハ宇和 I七 3 

E Xぐ サケ科 脱 1 

E Ⅹぐ ツワダカツオ鴫 I 極 1 

E 青d カワハギ科 般 1 

E Ⅹd カワハギ科 工 1 

E 青ぐ カワハギ科 尾椎 1 

E Xc カツオ“ノ 叱植 3 

E Ⅹe サケ科 版権 1 

E Xc サバ様 手 椎 り 

E Ⅹp ソウダカツオ鴫 骨 1 

E Xe フサカサゴ科 腹 り 

E Ⅹe フサカサゴ羊l 工 4 

E \、 ブリ様 尾碓 十㌧ 

E Xぐ マグロ揖 尾楕 1 

E Xぐ 不明 版権 .) 

E X暮 フサカサゴ科 擬飾付 丁子 1 

E lⅢa カツオ ∴;∵∴言∴ 右 1 

E Ⅶa 破線醇細 碓骨 1 

E Ⅶb カツオ 版権 1 

E lⅢb カツオ 柁植 1 

E lⅢb サケ科 施碓 1 

E lⅢb サケ科 柁椎 “) 

E lⅢb サバ 
l 般 ・4 

E lⅢb サバ 
! 叱 6 

E lⅢb 板兜 i綱 村 骨 ● 

E lⅢb スズキ Iで都 1 

E Ⅷb ソウダカツオ楊 般 1 

E Ⅷb ソウダカツオ橘 尾柑 1 

E Ⅷb タイ科 居惟 1 

E 1Ⅲb ブリ 腹 5 

E lⅢb ブリ 
も 尾椎 4 

E lⅢb ∵∵=i子 尾椎 1 

E lⅢb 不明 腹 3 

E lⅢb 不明 化粧 4 

E l航 アイナメ科 腹碓 `1 

E l航 アイナメ科 位椎 つ 

E lⅢe コイ 腹碓 1 

E lⅢc コイ科 I七 i 

E Ⅷぐ サケ科 脱 1 

E Ⅷc サバ妬 腹 ∵ 

E Ⅷc サバ妬 柁 `4 

E Ⅷぐ 枚蛇諏紺 椎骨 8 

E lⅢぐ ソウダカツオ揖 礁骨 1 

E lⅢぐ フサカサゴ科 了】止顎骨 左 1 

E l凪ぐ フサカサゴ科 尾 ? 

E lⅢc ブリ橘 腹 1 

E lⅢc 不明 ′) 

E Ⅶc 不明 I 推 つ 

E l皿を1 アイナメ科 般 1 

E lⅢa カツオ 脱 3 

E lⅢa コイ 叱 1 

E lⅢa サケ 般 1 

E lⅢこ1 サケ I 稚 1 

E lⅢ種 サバ鴫 胞穐 1 

E 1Ⅲa サバ様 尾礁 ? 

E 1田鶴 板兜現細 椎骨 i4 

E lⅢa ソウダカツオ妬 椎骨 .) 

E l皿a ソウダカツオ揖 尾椎 リ 

E lⅢa フサカサゴ科 尾 碓 1 

E lⅢa ブリ鴫 I亡 祁 1 

E lⅢ種 不明 般 1 

E 1Ⅲb カツオ 腹 .) 

E 1Ⅲb カツオ 尾権 9 

E 1Ⅲb カツオ? 層状廿 1 



魚類2

地点 層位 種∴∴∴名 部位 左右 備考 

F 1Ⅲb サケ手 † 腰椎 l 

F lⅢb サケ 「 尾稚 4 

F 1Ⅲb サバ妬 腹柏 5 

F 1Ⅲb サバ嘱 尾稚 13 

F lⅢ1) 板兜亜網 椎骨 5 

F lⅢb タイ科 尾椎 1 

F lⅢb フサカサゴ科 高上顎骨 右 1 

F lⅢb フサカサゴ科 腹椎 1 

両生類

地点 屈伸 種 名 部位 左右 備考 

C 工b ヒキガエル 貸付 左 1 

C Ib ヒギガエル 肩甲骨 左 1 

C Ib ヒキガ工ル 肩甲骨 右 1 

C Ib ヒキガエル 上腕骨 右 ワ 

C Ib ヒキガエル 仙椎 1 

C Ⅳ’b ヒキガエル 寛骨 左 1 

C Ⅳ’b ヒキガ工ル 上腕骨 左 l 

C Ⅳb ヒキガエル 貸借 右 2 

C Ⅳ「b 不明 椎骨 1 

E Ⅲ ヒキガエル 笹竹 右 1 

E 国子b ヒキガエル 上腕骨 左 1 

E 杓子b ヒキガエル 寛骨 左 1 

E Ⅳ「b ヒキガエル 肩甲骨 左 1 

E Ⅳ′b 不明 椎骨 ? 

E Ⅳ「h ヒキガエル 貸付 左 1 

E 几「h 不明 上腕骨 左 1 

E Ⅸ ヒキガエル 寛骨 右 5 

E Ⅸ ヒキガ工ル 上腕骨 左 5 

E Ⅸ ヒキガエル 肩甲骨 方 l 

E Ⅸ ヒキガエル 寛骨 左 6 

E Ⅸ ヒキガエル 仙稚 2 

E Ⅸ ヒキガエル 市甲骨 右 6 

E Ⅸ ヒキガエル 上腕骨 右 4 

E Ⅸ 不明 椎骨 30 

E Ⅸ ヤマアカガ工ル? 上腕骨 左 1 

E Ⅸb ヒキガ工ル 口旋骨 左 5 

E Ⅸb ヒキガエル 上腕骨 右 10 

E Ⅸb ヒキガエル 寛骨 右 5 

E Ⅸb ヒキカエル 覧骨 左 10 

E Ⅸb ヒキガ工ル 肩甲骨 右 5 

E Ⅸb ヒキガエル 肩甲骨 左 6 

ハ虫類

地点 魁偉 種∴∴∴名 部位 

E tX ヘビ類 椎骨 

E 1ヽ∴ ∴、言も「 骨 

E lxc ヘビ類 廿 

E 萱)こe ヘビ類 椎骨 

E Ixc ヘビ類 椎骨 

E \仁 ヘビ類 椎骨 

E Ⅹe ヘビ類 椎骨 

F \’llc ヘビ類 椎骨 

地点 噛付 種∴∴∴名 部位 左右 備考 

F lⅢb ブリ 尋 腰椎 1 

F lⅢb ブリ 瓦 尾樵 1 

F lⅢb 不明 腰椎 3 

F Ⅸb アイナメ科 般 1 

F Ⅸb カツオ 柁推 1 

F Ⅸb サケ科 椎骨 1 

F Ⅸb 板鄭亜鯛 椎骨 2 

F Ⅸb フサカサゴ科 高士顎骨 左 1 

地点 陣伍 種 名 部位 左右 備考 

E Ⅸb-3 ヒキガエル 上腕骨 右 1 

E Ⅸb臆3 ヒキガエル 寛骨 古 2 

E Ⅸb臆8 不明 骨 1 

E Ⅸc ヒキガエル 腕骨 左 ? 

E Ⅸe ヒキガ工ル 上腕骨 右 5 

E Ⅸe ヒキガエル 肩甲骨 左 1 

E Ⅸc ヒキガエル 肩甲骨 宥 1 

E Ⅸe ヒキガエル 寛骨 左 3 

E Ⅸe ヒキガエル 佃 稚 ? 

E Ⅸぐ 不明 椎骨 9 

E Ⅸd ヒキガ工ル 貸付 宏 3 

E Ⅸd ヒキガエル 寛骨 古 1 

E Ⅸd ヒキガ工ル 上腕骨 左 2 

E Ⅸd ヒキガエル 肩甲骨 右 2 

E Ⅸd ヒキガ工ル 上腕骨 右 1 

E Ⅸぐ ヒキガエル 肩甲骨 ‾右 1 

E Ⅸe ヒキガエル 背骨 左 l 

E Ⅸぐ 不明 骨 3 

E Ⅸi ヒキガエル 寛骨 左 1 

E †l ヒキガ工ル 上腕骨 右 1 

E l臣1 ヒキガ工ル 屯廿 右 1 

E lTa ヒキガエル 寛骨 左 1 

E l音「b ヒキガエル 上腕骨 右 」 

E ↓冒c ヒキガエル 貸骨 左 1 

E 1Ⅲb ヒキガ工ル 寛骨 右 1 

E Ⅶb 不明 椎骨 1 

E 1Ⅲa ヒキガ工ル 上腕骨 信 1 

E 1Ⅲa ヒキガエル 肩甲骨 左 2 

E lⅢa ヒキガエル 肩甲骨 右 1 

E lⅢa ヒキカエル 屯骨 左 し 

E Ⅷa ヒキガエル 貸付 宥 1 

ー101-

地点 噛位 種 名 部 † 左右 備考 

F Ⅸb フサカサゴ千 与 脱椎 1 

F Ⅸb フサカサゴキ 手 尾椎 ? 

F Ⅸb ブリ寓 尾碓 1 

F Ⅸぐ サケ科 腹樵 1 

F Ⅸし タイ 十 腹碓 2 

F Ⅸc タイ‡ ト 尾椎 1 

F Ⅸぐ フサカサゴ科 腰椎 1 

F Ⅸぐ ブリ属 腰椎 1 

F Ⅸc マグロ(音ji 尾椎 1 

地点 噛位 碓∴∴∴名 部位 左右 筒考 

E Ⅷ種 不明 椎骨 2 

E lⅢb ヒキガエル 上腕骨 左 1 

E lⅢb ヒキガ工ル 仙稚 3 

E lⅢb ヒキカエル 肩甲骨 左 6 

E lⅢb ヒキガ工ル 上腕骨 右 3 

E 1Ⅲb ヒキガエル 屯骨 右 4 

E lⅢb ヒキガエル 寛骨 左 3 

E lⅢ心 ヒキガ工ル 上腕骨 右 言 

E 1Ⅲ1) 不明 椎骨 15 

E Xa ヒキカエル 上腕骨 左 1 

E Ⅹa ヒキガエル 肩甲骨 石 1 

E Xc ヒキガエル 背骨 右 1 

E Ⅹe 不明 椎骨 l 

E \, ヒキガエル 寛骨 宥 2 

E Ⅹぐ ヒキガエル 寛骨 左 l 

E Xぐ ヒキガエル 上腕骨 左 2 

E Ⅹぐ ヒキガエル 仙椎 l 

E Ⅹ● 不明 椎骨 6 

E \1 ヒキガエル 屯骨 左 喜 

E ⅩI 不明 椎骨 2 

F lⅢb ヒキガ工ル 珪骨 左 1 

F Ⅶb 不明 椎骨 1 

F Ⅶc ヒキガエル 寛骨 右 1 

F Ⅶc 不明 椎骨 1 

F lⅢ種 ヒキガ工ル 肩甲骨 左 l 

F lⅢ種 ヤマアカガエル●? 屯骨 右 1 

F 1Ⅲb ヒキガエル 肩甲骨 右 1 

F 1Ⅲb ヒキガエル Fト弾1骨 左 1 

F lⅢb ヒキガJつレ 上腕骨 左 l 

F 1Ⅲb ヒギガエル 肩甲骨 左 1 

〇二\ 2 ヒキガエル 上腕骨 右 1 



水洗フルイの動物道存体

地点 層∴∴∴位 種名 部位 左右 数量 

袋l カワシンジュガイ 右 3 

袋1 カワシシソュガイ 左 5 

袋1 ムラサキインコ 左 

袋1 ムラサキインコ 右 2 

袋1 イガイ 左 1 

袋1 ヤマキサゴ l 

袋1 カサガイ類 

袋l 微小陸産巻貝 3 

袋1 ウニ綱撮板 破片 

袋1 マイワシ 胸椎 2 

袋1 ヤマメ 腹構 4 

袋l ヤマメ 尾椎 l 

袋1 サケ科 椎骨片 1.碕葛) 大型 

袋1 サケ科? 遊離歯 1 

袋1 不明 臼歯片 つ 
1 破片 

袋1 ネズミ科 大腿骨 左 通性欠 

袋1 不明 指骨 7 

小形は 乳類 

地点 柾∴∴∴名 部位 左右 数量 備考 

袋2 ナシマフジッポ 破片 

袋2 アカフジツボ 破片 

袋2 カワシンジェガイ 左 6 

袋2 カワシンジュガイ 右 4 

袋2 ムラサキインコ 右 1 

袋2 ムラサキインコ 左 1 

袋2 カサガイ類 2 …言音川下 

袋2 微小陸産巻貝 l 

袋2 ヤマメ 腹碓 3 

袋2 ヤマメ 尾碓 4 

袋2 マイワシ 尾樵 1 

袋2 マイワシ 胸椎 4 

袋2 サケ科 椎骨片 大型 

袋2 サバ 腰椎 5 

袋2 サバ 尾椎 4 小形 

袋之 不明 尾椎 l 

袋2 不明 腹推 l 

袋2 ヤマメ 角丹 左 l 

袋2 不明小形は子し甑 尾碓 3 

袋2 不明 犬歯 l 

袋2 不明 臼歯片 

地点 壇 名 部位 左右 数量 備考 

袋3 カワシンジュガイ 左 2 

袋3 
ヌマガイ、カラス ガイ 

破片 破片 

袋3 チシマフジツボ 破片 

袋3 イガイ 破片 

袋3 エゾアワビ 破片 

袋3 ヤマキサブ 1 

袋3 微小陸産巻貝 6 

袋3 マイワシ 腰椎 15 

袋3 マイワシ 尾稚 7 

袋3 カタクチイワシ 尾椎 l 

袋3 カタクチイワシ 腰椎 10 

袋3 ヤマメ 版権 4 

袋3 ヤマメ? 腰椎 1 

袋3 ヤマメ 尾椎 6 

袋3 イワナウ 叱碓 1 

袋3 サケ科 遊離歯 1 大型 

袋3 サケ科 椎骨片 大型 

袋3 サハ様 腰椎 3 

袋3 ハゼ科 腰椎 l 

袋3 不明 尾碓 り 

袋3 板兜亜細 歯 3 

袋3 ヒキガエル 寛骨 左 

袋3 不明鳥類 艦首 左 小海瀬 

地点 種 名 部位 左右 数量 備考 

袋4 ウニ締敏枝 破片3点 

袋4 微小陸産巻貝 7 

袋4 カワシンジュガイ 右 5 

袋4 レイシガイ了 l 

袋4 不明巻貝 
殻頂部 破片 

袋4 エゾアワビ 
1 

袋4 スズキ 版権 1 

袋4 板兜轟綱 椎骨 1 

袋4 マイワワシ 腰椎 l 

袋4 ヤマメ 腰椎 1 

袋4 ヤマメ 尾椎 3 

袋4 コイ科 尾椎 1 

袋4 不明 尾椎 

袋4 ヒギガエル l馬借 左 l 

袋4 ネズミ科 1笹竹 左 l 

袋4 不明 塞節骨 つ 
1 

小形は 乳類 

袋4 不明 末節骨 1 

小形は 乳類 

地点 種 名 部位 左右 数量 備考 

袋5 チシマフジツボ 破片 

袋5 ウニ綱敬板 破片3点 

袋5 カワシンジュガイ 右 3 

袋5 カワシンジュガイ 左 4 

袋5 ムラサキインコ 左 1 

袋5 ムラサキインコ 右 1 

袋5 不明巻貝 右 1 

袋5 微小陸産巻貝 右 2 

袋5 カサガイ類 

袋5 イガイ 破片 

袋5 ヤマメ 尾椎 1 

袋5 カタクチイワシ 尾椎 l 

袋5 ネズミ亜科 下顎骨 右 1 

袋5 ネズミ科 腰椎 l 

袋5 小形は乳類 尾椎 6 

袋5 小形は乳類 据付 l 

袋5 小形は乳類 類推 1 

地点 謡∴∴∴名 部位 左右 数量 備考 

袋6 微小陸産巻貝 6 

袋6 カニ類可動指 1 

袋6lナシマフシソホ 破片4点 

袋6 王ブi) 尾椎 l 

袋6 音 フサカサゴ科 尾推 1 

袋6 板兜蔽綱 椎骨 1 

袋6 コイ科 尾権 l 

袋6 コイ科 基経頭骨 l 

袋6 カタクチイワシ 胞檻 3 

袋6 カタクチイワシ 尾椎 3 

袋6 マイワシ 尾椎 3 

● マイワシ 腰椎 3 

袋6 ヤマメ 尾椎 2 

袋6 不明 尾維 2 

袋6 不明 腰椎 1 

● 不明 椎骨 2 

袋6 ハタネズミ亜科 下顎骨 左 1 

袋6 小形は乳類 尾椎 1 

地点 彊∴∴∴名 部位 左右 数量 備考 

袋7 ナシマフジツボ 校門点 

袋7 カニ類可動指 1 

袋了 微小陸産巻貝 20 

袋了 ムラサキインコガイ 左 2 

袋7 ムラサキインコガイ 右 1 

袋7 エゾアワビ 
1 破片 

袋了 カワシンジュガイ 左 l 
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袋7 カタクチイワシ 腰椎 ll 

袋7 カタクチイワシ 尾惟 8 

袋7 マイワシ 尾椎 5 

袋7 マイワシ 腰椎 8 

袋7 ヤマメ 腰椎 7 

袋7 ヤマメ 尾椎 5 

袋7 サケ科 腰椎 l 大型 

袋7 サケ科 尾椎 l 大型 

袋7 サケ科 避難歯 宣 大型 

袋7 ソウダガツオ属 椎骨 2 

袋7 カツオ 尾碓 l 

袋7 7サカサゴ科 腹椎 l 

袋7 サバ属 腰椎 l 

袋7 コイ科 腹椎 1 

袋7 不明 胞雉 4 

袋7 不明 尾椎 6 

袋7 サケ科つ 角骨 右 1 大型 

袋7 不明 前製重任 右 l 

袋7 ハタネズミ亜科 上顎骨 1 白歯部分 

袋7 小形は乳類 腰椎 1 

地点 種 名 部位 左右 敬呈 備考 

袋8 カワシンジュガイ 左 3 

袋8 ウゲイ 咽頭骨 左 l 

袋8 サバ属 尾椎 l 大型 

袋8 サケ科 腹椎 l 

袋8 板兜亜綱 椎骨 2 

袋8 コイ科 咤椎 1 

袋8 マイワシ 畦椎 l 

袋8 マイワシ 腹椎 3 

袋8 不明 尾椎 1 

袋8 小形は乳類 尾椎 1 完形 

袋8 小形は乳類 P、1? 1 完形 

地点 種 名 部位 左右 数量 備考 

袋9 ナシマフジッポ 加熱痕 

袋9 カワシンジュガイ 左 1 

袋9 カワシンジュガイ 右 l 

袋9 ヤマキサゴ 1 

袋9 プリ属 尾椎 1 

袋9 マイワシ 腰椎 5 

袋9 フサカサゴ科 尾椎 l 

袋9 ヤマメ 腰椎 1 

袋9 不明 尾椎 1 

袋9 サケ科 椎骨片 1 大型 

地点 瑳 名 部位 左右 数量 備考 

袋10 チシマフジツボ 破片了点 

袋10 微小陸産巻貝 

袋10 カワシンジュガイ 右 1 

袋10 カワシンジュカイ 左 4 

袋10 微小陸産巻貝 4 

袋10 サバ属 腹椎 1 

袋10 サバ屑 尾椎 1 

袋10 板蛇亜綱 遊離骨 2 

袋10 マイワシ 腰椎 18 

袋10 マイワシ 尾碓 5 

袋10 ヤマメ 尾椎 3 

袋10 ヤマメ 腰椎 4 

袋10 不明 腰椎 3 

袋10 不明 尾椎 1 

袋10 サケ科 椎骨片 1 大型 

袋10 カタクチイワシ 腰椎 3 

袋10 不明 尾椎 6 

袋10 小形は乳類 頚椎 1 はは完形 

袋10 小形は乳類 指骨 3 はは完形 



3.まとめ

岩谷洞穴は小本川支流三田貝川の最上流域に位置し、現河床面との比高は約7 mと低く、下流域

に発達する段丘群との対比からしても洞穴生成時期はそれほど遡らず、おそらく最終氷期頃と考え

られる。

発掘地点は開口部付近で、しかも岩盤に達していないため洞穴利用の開始時期を特定するのは難

しい。出土土器に基づくならば縄文時代前期初頭となる。三田貝川流域では縄文早期の確実な遺跡

は極めて少なく、前期以降に遺跡が増加することからも、この時期観は妥当ではなかろうか。以後、

岩谷洞穴は縄文晩期末までほぼ間断なく利用されている。だが弥生時代以降は顕著な痕跡はない。

文化層(灰層を含む)の形成からすると縄文前期末葉から中期中葉が最も活発な利用が展開したと

推定できる。これは、小本川下流域など岩泉町内に分布する洞穴の利用状況とは相違するようだ。

岩泉町内に多数分布する洞穴遺跡では、縄文時代早期中葉や前期前葉の土器が発見できる。これ

らの時期に本格的な利用がはじまるのだろうが、以後は断続的で、大まかに見るなら晩期中葉・末

葉頃に再び増加する。特にほとんどの洞穴遺跡から弥生後期のいわゆる赤穴式土器が出土するのが

大きな特徴である。縄文前期末一中期には小本川流域でも拠点的集落が営まれるが、その時期には

洞穴がほとんど利用されていない。それに対し、岩谷での活発な動きは、ここが他の洞穴とは異な

る理由で利用された可能性を示唆していよう。

岩谷洞穴では、土器が多く、しかも接合しない破片が主体的だった。人骨も出土しているが、埋

葬遺構は確認できていない。大量の土器は副葬・埋綱目的ではなく積極的な生活痕跡を示すのだろ

う。さらにそれを支持するのが動物遺存体である。サル・カモシカなどが目に付き山岳領域の動物

相を対象とした狩猟活動の展開拠点であったことを窺わせる。特にサルは顎骨が多い点など特定の

部位に偏る。このような出土は、長野県湯倉洞穴などと類似し、動物祭祀を含め単なる解体処理以

外の行為があったのではなかろうか。さらに、本遺跡を特徴づける遺物がカエルである。周辺で捕

獲し食用にしたと推定できる。カエルは宮城県里浜貝塚・田柄貝塚から断片的な出土が報告されて

いるが、県内の貝塚ではほとんど出土していない。洞穴遺跡では住田町蛇王洞穴でアカガエルが報

告されている。全国的には山岳部の沢奥に位置する洞穴で多量のカエルが出土している遺跡があり

(愛媛県上黒岩洞穴等)、遺跡周辺の環境が関わるのだろう。カワシンジュガイやイワナと思われ

る小形サケ科魚骨の出土もその一環の活動結果と見なせよう。

このような洞穴周辺の資源利用と同時に、本遺跡では海産資源も少なくない。サバ・カツオ・タ

イ・ブリなどのうち、特にサバは椎骨に比べて頭骨が極端に少なく、海浜部で加工して持ち込まれ

た可能性が高い。気仙地方の洞穴遺跡では内陸部の洞穴からも多数の海産魚貝類が出土しており、

これまでも海岸部との積極的な関係が指摘されてきた。しかし、岩谷洞穴は海岸部まで川筋を辿れ

ば40kmを超す距離にある。貝塚とは異なってイワシ類など地先の魚種を欠く構成は、海産資源の持

ち込みが日常的な食料供給・消費活動とは別の次元で行われたことを示すのだろうか。すなわち、

本遺跡の西方約2 kmには北上川水系との分水嶺である早坂峠があり、かつては小本街道として塩や

鉄を内陸部へ輸送する道筋に位置し、峠を越えるあるいは越えてきた人々が休息をとる場所でも

あった。おそらくここは、狩猟者集団による山岳狩猟の基地であると同時に、沿岸部と北上川流域

との交通交易活動でも重要な機能を果たしていた場と思われる。

最期に本洞穴出土の特異な遺物に関して簡単に触れる。小形釣針やイノシシ牙製錬は県内の遺跡

ではほとんど類例がない。特に牙鎌は、穿孔があり垂飾品的な使用も考えられる。また、縄文時代

の真珠は福井県鳥浜貝塚・高知県宿毛貝塚で出土しているが、穿孔例は本遺跡だけであり、古墳時

代の奈良県纏向古墳例と共に稀少な資料といえよう。さらに貝殻を象眼した漆製腕輪は、卓越した

漆工芸技術に加え白く輝く貝殻片の斬新なモチーフから、これを制作した人物の個人的な美意識ま

で感じざると得ない作品と言えよう。
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第5表 岩手県内洞穴関連文献一覧表(1)

\0. 宕∴∴∴∴者 情誼 論 文 名 1「∴∴名 雑誌名・シi)-ズ名 巻赦∴号数 発 行 所 

1 柴i冊高良 1906 ‾東北地方踏査概要」 東京人類字会雑誌 第番1巻節男3号 東京人類学会 

.) 伊能‾別間・鈴木重男 1933 石器的仕述物発見地名人 囚田富店 

3 給付i五十 19:待 「猿涼月i筋大洞窟遺跡治旧二光て_ 考ii詳:雑誌 郷14巻上4号 しi本考古学会 

∴† 大山肝八幡 一郎 1925 ‾岩手県南部石器特性遺跡調査旅行」 人類写雑誌 第40巷第10号 人細字会 

言 ′小金井良柄 1925 ‾岩手県に碑する招弼代の述跡(発表要旨)」 人細字雑誌 第40巷第11号 人類学会 

6 小田先様姉 1926 岩手考古図集 岩手県教育会江刺郡部会 

松本彦頂【: 192了 「陸前圏既細面郡兜幸浦鰯の石器時代遺跡」 人斯学雑誌 舞42拳2号 大姉学会 

8 八幡臆・即、中谷活字治郎絹 1938 1惇石器時代遺物地名衣(純正版)」 人類学雑誌 籍43巷12号 人類学会 

9 用言子宮 量938 工)本石制手代適的発見地名表」追福 人細字雑誌 第43巷12号 人新字会 

量∪ 大堀磐薙 1934 「本邦上代の洞穴遺跡 」)姐と」 空前学雑誌 第6巻二十号 更前半会 

量1 1942 気仙郡上有住村郷士敦存命樟 上 

1」 江坂璃弥 1953 「岩手県小本用流星の洞窟追跡」 貝塚 第45号 土曜会 

13 i;周航を っ。帥1義昭 1953 考古宰提要 

14 1956 余沢郷志 金薄村政苗委員会 

15 出†l義昭 1956 ‾兜ヶ桐山洞窟遺跡踏査記」 典男出来 朽6巻袴4号 奥羽史談会(盛岡‾「い 

16 江坂韓抹 195了 「岩手県卜朝伊那岩泉町洞窟避跡」 日本考古学年報 5 H本考古学協会 

1丁 〇割男優、 1958 ‾先史期」 盛悶「古史 郷1巷 盛岡有 

18 言古、∴中生 1959 H本員塚地名表 土曜会 

19 高来娘蹄はか 1961 埋蔵文化財色蔵地調揺カーート ii割高敷布委員会 

20 小岩末流 1961 「日子諦」 岩手県更 楕1巷 岩‾〕理工 

21 根来功艶 1961 住田の蒐跡 

つり 
及Ii出仕松 1962 遺跡を尋ねて 祉敦シリーズ 第13媒 大船渡証教育委1上条 

33 八幡一朝 1962 「洞穴遍歴 i岩手県気有i周女神部三」 ∴;∴∴∴的:∴ .) 

登4 芹沢良介・林厳作 1965 「岩手県兜主潮手打二㌦ 石器時八二 lIノ 石器時代文化研究会 

登5 1966 探査 
音ヽ〇・3 

立命館大学探検部 

26 ∴言上∴∴∴互∴∴ 196了 1」本の洞穴追跡 平凡社 

2T 江頂揮弥i縮巨清祥 196「 「岩手県岩泉町潤穴遺跡」 日本の洞穴遜跡 平凡社 

登8 芹沢長介・林農作 196丁 「岩手県娃玉瀞「畔上 山本の洞穴避跡 平I・し袖 

登9 後患勝産・及月間・山口興其 1968 関谷油i瑠 社敦シリーズ 第14薬 大船渡正教背委員会 

3I〕 芹沢長介 1969 「岩手県気仙郡盤上′音話頂遭跡」 【J本考古学年報 1了 減文霊前先祖 

31 :∴∴∴-∴∴∴∴ 1969 布佐潮の形態とその発達 

3∴乙 !翫也強
- 

萱969 瓢箪穴遺跡朽3次発据間清談一告 岩手県岩泉町文化財調査報告 符1災 岩泉町敦苗委I」会 

33 営口∵美 19了0 住用町鍾乳洞のしおり 第一集 住田町・柱間町制光協会 

34 約束油断渦追跡苑地周査圃 19了1 観象洞新潮遜跡党抽調査祐与 岩手県岩泉町文化財調査報告 第2集 岩泉町教背委l」会 

35 i千台錐大字 19了1 安家相天満矯群調査部一半汀 岩泉町 

36 月曜神教弄委員会 1971 川崎村布佐凋商運跡構・米調査報告 用尊母 

3丁 根来功範 19了1 詐住田町側士記 

38 
問用妥・・′星十乱・森本岩大 的・及川向 

19了3 岩手県住田町湖清水洞穴運跡 住用町教育委11会 

39 19了3 江刺向i沢伸夫潤調査報告し1r 雄羅†蘭は、両用 
40 大迫町文化財保護委I」会 19了3 大迫の洞穴 

工 東北大学敦強請地学セミナー 19了」 
岩手県東解井榊砂鉄帖寿城に蒐達する弾手し潮即に 

ル ついて 第1次周布報告 

∴†: 逼野帝史絹張委員会 1974 遮野宮中 第1巻 遠野事 

▲ま3 根来功範 1974 改訂住田の彊更 

4(! 
姐ヒ大字敦癌苗地学セミナー 

19「5 
若手県東管理那砂鋤、出航l自二期旦する錘乳川前に 

ル ついて 郷2次開葎親告 

45 秋葉」力範 19了5 住関町鳳十記 第3集 

46 東北大学教養粕地学セミナー Iy 1976 
岩手県東管理部砂鉄I=証硬に発達する飾乳割前に ついて構3.大開査親告 

4了 
i「北 子羊X:紳地学セミナー 

19ナナ 
岩手県束†亨甘那砂の、出演域に発達する鍾乳用紺に 

ル ついて 第信大.開音、叛告 

48 油谷高校地享楕鍾手し渦班 19了了 岩手県南部の布佐潤の総合的研究 

49 明冶大子地味研究部 19了了 
C!\\’王.\R【∴\Sl尺\工10ト○○1上しノ∴\\上\臆 C=O,Iヽl\\’.\\‾「鴨l)Rl白・工C’I‘lJRL 

50 替北大′予教養計地子セミナ‾ 19丁8 布佐潮の地球化学的研究 

51 宮城県《由各高校地学飽孔潤斑 19丁8 岩手県「鉦靖布佐洞のRinl書証onぐの研究算と親 

52 千・薬房夫 19ア8 「前編∴彊吏」 東山町史 東山町 

53 及川淘 1978 ‾考古舞」 大船濯事史 袴1巻 大船渡市 

54 秋田大字ケイビング講 19了9 鴇34字幕手合稿粗告 

55 間口乎多端 1980 岩泉地方史 上・卜 岩泉町教育\委員会 

56 
第2坤i=i本ケイヒング大会実 行委Il余 

1981 岩手県住田町調べ特集号 JAP,\N CAl’ING iう卒ケイビング協会 
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第6表 岩手県内洞穴関連文献一覧表(2)

No. 著 者 刊行年 論 文 名 寄 名 雑誌名・シl)-ズ名 巻数・号数 発 行 所 

57 相原康二 198l 考古資料篇 江刺市史 第5巻 江刺市教育委員会 

58 加藤守 1981 日本列島洞穴ガイド コロナ社 

59 東山町文化財調査委員会 1982 資料編 東山町史 東山町 

60 東北大学文学部 1982 東北大学文学部考古学資料図録 第l巻 

61 明治大学地底研究部 1982 陸前高田市編 岩手県洞穴地域調査報告書 第3号 

62 1982 日本歴史地図 原始・古代(上) 柏審房 

63 1983 考古遺跡遺物地名表 原始・古代 柏審房 

64 高橋信雄ほか 1983 昭和58年度第2回企画展●i石灰岩.’展示図録 岩手県立博物蝕 

65 日本ケイビング協会 1983 大東町大原の石灰岩洞穴調査報告書 

66 根来功範 1983 住田凪「風土記 第6集 

67 佐々木清文 1984 「岩泉町内の洞穴遺跡」 紀要 Ⅳ 
財閥法人岩手県埋蔵文化財 センターー 

68 及l用句 1984 縄文時代の気仙 大船渡市立博物館 

69 横尾禅牛 1984 「十二 衣月ぽ」 衣用村史Ⅲ 資科縞2 衣川郷土史研究会 

70 東山ケイビングクラブ 1985 岩手県大船渡市日頃市町洞穴酵調査概要 大船渡市教育委員会 

71 小田野哲憲ほか 1985 岩手県東山町 熊六滴穴遺跡発掘調査報告書 岩手県立博物館 

72 1986 岩手県立博物館分類展示資料目録 岩手県立博物館 

73 東山ケイビングクラブ 1987 岩手県東壁井部大東町沖田 清水沢洞穴情報 

了4 1988 岩手県川崎村布佐洞穴遺跡調査報告雷Ⅱ 川崎村 

75 東山ゲイビングクラブ 1988 岩手県東磐井郡 東山町の洞穴 栗山町教育委員会ほか 

76 東山ケイビングクラブ 1988 紫波町の洞穴二紫波町同穴地域調査報告書 紫波町教育委員会 

77 小田野智恵ほか 1989 「洞穴遺跡パトロール報告」 日本洞穴学研究所報告 第7号 日本洞穴学研究所 

78 熊谷常正 1989 「川口相良向かい洞穴採集の資料について」 日本洞穴学研究所報告 第7号 日本洞穴学研究所 

79 三留孝ほか 1990 「洞口遺跡パトロール(2)」 日本洞穴学研究所報告 第8号 日本洞穴学研究所 

80 山形村教育委員会 1990 山形村遺跡分布調査報告書1 山形村埋蔵文化財調査報告蕾 3 

81 1990 衣川村史Ⅵ 資料窟5 衣川村 

82 ′小田野哲患ほか 1991 「おなめ穴遺跡試掘調査報告」 日本同大学研究所報告 第9号 日本洞穴学研究所 

83 田鎖康之 199l 
岩泉町内遺跡分布調査報告宙I書中川上安家地区 岩泉町教育委員会 

84 三留孝 1991 釜石市埋蔵文化財分布調査報告書 釜石市教育委員会 

85 金野良一ほか 199l 気仙の遺跡一大船渡市・三陸町の遺跡の出土品 大船渡市立博物館 

86 佐藤嘉広ほか 1992 考古Ⅱ 小田島コレクションその1 岩手県立博物館収蔵資料目録 第8集 岩手県立博物館 

87 田鎖康之 1992 岩泉町内遺跡分布調査報告筈Ⅱ 岩泉町教育委貝会 

88 山形村教育委員会 1992 山形村遺跡分布調査報告書3 山形村埋蔵文化財調査報告密 4 山形村 

89 田鍛康之 1993 岩泉町内遺跡分布調査報告書Ⅲ-大川地区臆 岩泉町教育委員会 

90 佐藤正彦ほか 1994 「考古編」 陸前高田市史 第二巻 陸前高田市 

Oし 1994 岩泉町内遺跡分布調査報告書Ⅳ臆岩泉地区- 岩泉町教育委員会 

92 1995 ケイヒング入門とガイド (株)山と渓谷社 

93 濱田宏ほか 1995 考古Ⅲ 小田島コレクションその2 岩手県立博物館収蔵資料目録 第11集 岩手県立博物餞 

94 1995 岩泉町内遺跡分布調査報告書V臆製鉄関連遺跡臆 岩泉町教育委員会 

95 ひょうたん穴調査団 1995 「岩手県岩泉町ひょうたん穴遺跡」 旧石器考古学 裏i 

事 高橋信雄・尾野靖 1996 岩手 日本の古代遺跡 軍i 保育社 

97 野栄合議風教久’百々幸 1996 アバクチ洞窟遺跡調査時教書1995年の調査- 東北大学医学部解剖学祭1講座 

98 鎌田俊昭 1996 「岩手県下閉伊郡ひょうたん穴洞穴」 シンポジウム「洞穴遺跡の諸 問題」発表要旨 
麻生優(千葉大学) 

99 麻生便 1996 「附 日本の洞穴遺跡地名表(参考文献)」 シンポジウム「洞穴遺跡の諸 問題」発表要旨 
麻生優(千葉大学) 

100 三浦謙一 1997 「岩手県小松洞穴」 姉2回シンポジウム「洞穴遺 跡の詰問堪」発表要旨 
麻生優(千葉大学) 

101 麻生優 1997 「日本における洞穴遺跡研究の現状と課題」 ;∴・∴∴;∴∴寸 麻生陳(千葉大学) 

102 地土井健太郎 1997 「蛇王洞縄文早期人骨の人類学的研究」 人類学雑誌 105-5 

103 1997 住田町史 第1巻 

104 1997 葛巻の自然 葛巻町教育委員会 

105 柳沢忠昭・岡本透 1997 「北部北上山地のカルストと湧水」 岩手県立持物館研究報告 第15号 財団法人岩手県文化振興草葉団 

106 
百々幸雄・阿部祥人・阿千島 

1997 
アバクチ洞穴・風穴洞穴遺跡発掘調査略報臆1996 東北大学医学部解剖学籍l講唾 

香・奈良貴史 年の調査- 

107 
百々幸雄・阿部祥人・阿子鹿 

1998 
アバクチ洞穴・風穴洞穴遺跡発掘調査略報臆1997 アバクチ洞穴・風穴洞穴遺 

杏・中村良幸・奈良貴史 年の調査- 跡発掘調査団 

108 1998 東北地方から発見された古大骨一縄文から現代ま で」i 
東北大学総合学術博物館 

109 麻生優 1998 撮露競欝藤の議諜醗蓄平成7‾9 麻生優(愛知学院大学) 

110 
百々幸雄・阿部祥人・中村良 

1999 
アバクチ洞穴・風穴洞穴遺跡発掘調査時教書1998 アバク壬洞穴・風穴洞穴遺 

幸・奈良貴史 年の調査- 跡発掘調査団 

== 1999 ひょうたん穴遺跡発掘調査報告書I :雅言∴● ∴ ∴ 
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写真図版1 岩谷洞穴出土土器(1)

-106-

国電

1鴫9

馬志
32



寧∴ ㌦

一書
58

写真図版2 岩谷洞穴出土土器(2)
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写真図版3 岩谷洞穴出土土器(3)
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写真図版4 岩谷洞穴出土石器(縮尺不同)
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